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誌名中の「啼呵」は､鶴岡八幡宮文書のうち､北条時宗が文

永3年（1266） 5月2日に武蔵目代殿あて発給した下文中の

｢啼剛に拠るもので､これが地名神奈川の初出文書である。



神奈川における縄文時代の自然環境

－貝類群集からみた縄文海進一

松島義章

2．貝類群集から古大船湾を復元する

4．海面上昇に伴う横浜港周辺の環境変遷

6.海底に埋没した縄文時代早期の2遺跡が示す旧汀線

鎌倉に縄文海進の海岸線を探る

横浜港周辺における完新世の相対的海面変化曲線

貝塚出土貝類から推定する採貝活動域について

まとめにかえて

1

Ｊ
ご
跣
』
ワ
ー

1．鎌倉に縄文海進の海岸線を探る

古都・鎌倉といえば鶴ケ岡八幡宮と長谷の国

宝鎌倉大仏がその象徴といえよう。そこでこの

よく知られている場所で縄文時代の海岸線を

探って見ることにする。鎌倉の旧市街地は、滑

川の低地に開けた都であり、南に開けて由比ヶ

浜～材木座の海岸、東と西の二方向を山に囲ま

れた二等辺三角形をした沖積低地（第1図） と

なっている。この低地において縄文時代の海を

復元することを試みる。この沖積低地を地表か

ら数m掘り下げると、砂や泥の層から多くの貝

化石の出ることが知られている。その貝化石が

いつの時代のものか解らなくても、この低地へ 第1図

海水が浸入し、入り海となった時に生きていた貝であることを物語っている。

縄文海進に伴って海水面が最も高い位置に達した時期は、本州では約6,500～5,500年前の

縄文時代早期末から前期となることが明らかにされている(太田ほか,1982;1990)｡その時期の

海岸線を確認できれば、当時の鎌倉の海の様子を知ることができる。

鵺ケ岡八幡宮は二等辺三角形をした滑川低地のほぼ頂点に位置している。段葛をぬけ三の鳥

居から入って源平池のある境内はこの低地奥部に位置、上宮は石段を登った背後の山の中腹に

ある。この石段の少し手前の平地を3～4m掘ると下から貝化石が出てくる（第2図)。同様に

源平池の脇にある神奈川県立近代美術館鎌倉館の建設工事では貝化石（菅野・加藤

,1954;Kanno,1955)が、さらに境内の東端に位置する鎌倉市国宝館の収蔵棟の建設に伴う工事
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考古論叢神奈河第18集

でも海岸線を示す波打ち際の岩や礫（鶴岡八幡宮境内発掘調査報告書，1985）が見つかった。低

地の数ヶ所から産出した貝化石を使って14C年代測定をおこなったところ、約5,900～5,800年

前となることが明らかになった（松島，1974)。当時の海岸線が八幡宮境内とその背後の山裾の

海抜8.4mに達していたことも明らかになった（松島,1984b)。産出した貝化石の中にはタイワ

ンシラトリという珍しい貝が見つかった（第2図)。名前の頭にタイワンと付くことから分かる

ように、現在は台湾以南の熱帯の砂浜海岸で広く生息している貝である。この貝化石以外にも

現在の南九州、奄美大島以南などで生息している熱帯～亜熱帯の種も一緒に出ている。このよ

うな南方の暖かい海に生息する貝（温暖種）が鎌倉の滑川低地から出るということは、当時こ

の相模湾沿岸も現在より温かな海水が洗う湾であったことを示している。

この点を更に確かめることができたのが長谷の国宝鎌倉大仏地点である。鎌倉大仏は長谷に

存在したおぼれ谷低地の奥に位置している（第3図)。先年、大仏の境内を整備するため地質調

査をしている。やはり地表から4m下の海抜約8m(松島,1999)の泥層から、ウミニナなど数種

類の貝化石が見つかった。その中にカモノアシガキが確認された（第3図)。この貝も現在では

紀伊半島以南の内湾でも湾奥の泥干潟にすんでいる熱帯種である。大仏の地下からこれらの貝

化石が出たということは、この長谷の谷にも海水が侵入し、この大仏の地点が入江の一番奥の

干潟であったことを示している。この点をさらに理解できる資料がある。大仏の位置する長谷

の谷を埋める地層は、泥と砂からなる軟弱な沖積層である。そのため大仏を造営するにあたっ

て最初に、大仏殿の礎石地盤を固める版築が行われた。版築の厚さは2mに及んでいて、固い地

盤へ改良し大仏の造営と大仏殿の建設を行っていたことが明らかになった（鎌倉市教育委員会

,2000)｡ 1923年の大正関東地震では大仏が約45cm前方へ移動、台座前側が約45cm地中にめり

込んだため、大仏は若干前のめりとなった（鎌倉市役所自主研究グルーヌNAMAZUの会,2008)。

創建当初は大仏を覆う堂があったが、その後の地震と津波で堂は倒壊し流失して無くなり、そ

れ以降はずっと露坐の大仏となっている。この点からも長谷の谷奥まで海水が侵入してもおか

しくなかったということを示す。

相模湾は大きな地震が起きるスレートの境界にあり、巨大地震が起きる場所である。そのた

第2図 第3図
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め西暦818年以降、相模湾周辺で被害を及ぼした主な歴史地震が25ほど知られており （松島

,2006a)、地震とそれに伴い発生した津波被害が記録されている。歴史的にみると1703年の元

禄関東地震で生じた津波は、滑川沿いに遡上して二の鳥居付近まで達したことが知られている

（羽鳥，1996)。また1923年の大正関東地震の津波では滑川沿いに900m遡上し、延命寺橋まで

達して流域の低地に溢れた。長谷の稲瀬川流域では、海岸付近の市街地で水位が1.4mも上がり

江ノ島電鉄長谷駅の線路を乗り越え、長谷寺前の由比ケ浜通りまで達した（羽烏，1996)。巨大

な津波が来れば大仏の場所まで海水の到達したことは納得できる。

この点を理解する資料の一つに第1図の明治15年の迅速図がある。当時の鎌倉の町は、大町

から海に面した材木座さらに小坪にかけて街道沿いに集落があり、JR鎌倉駅周辺から段葛、さ

らに、滑川沿いから由比ヶ浜にかけての一帯はほとんど人家がなく、水田や畑などの耕作地で

あった。現在ではすべて住宅に覆われてしまっている。これまでの低地調査の成果や、鶴ケ岡

八幡宮と鎌倉大仏の両地点で明らかになった約6,000年前の海岸線が海抜8～8.4mに達してい

た（松島,1984b;1999) ことを基に、約6,000年前の海を復元すると滑川低地最奥二階堂の市

立第二小学校地点まで達する、入り海（古鎌倉湾） となっていたことが確認できた（第4図)。

註：本文に取り上げた14C年代値は1950年を基準に求められた年代測定値である。最近はほとんどAMS (加

速器質量分析法）による同位体分別を補正した年代測定値、あるいは暦年較正年代を用いているが、本
論では使用していない。したがって、最初に発表された未補正値の14C年代測定値を使っている。たと
えば、最近では鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah)の年代は約7,300年前となるが、本文では未補正値の約6,300

年前を用いている。

2.貝類群集から古大船湾を復元する

約6,000年前の海岸線や内湾環境がどのようなものであったかという復元を、鎌倉に隣接す

る柏尾川低地で行った。柏尾川は横浜南部の丘陵を開析して流れ、JR東海道本線沿いに戸塚～

大船～藤沢へと流路をとり、 JR藤沢駅東方で境川と合流し片瀬川となり、江ノ島の北側で相模

湾へ注ぐ。柏尾川低地に分布する沖積層は、大船貝層と呼ばれる地層である（大塚

,1930;1931;1937)｡大船貝層は柏尾川沿いに，

境川と合流する藤沢市川名から上流の横浜市戸

塚区柏尾に至る狭く帯状に発達する沖積低地を

埋積し分布する海成沖積層である。その形成年

代は貝化石の14C年代によって約6,500～5,100

年前となることが分った（松島,1984a)。この

大船貝層はまさに縄文海進で形成された内湾に

堆積した地層であることが明らかになった。こ

の内湾を古大船湾と名付けた(第4図)｡湾口は
第4図
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考古論叢神奈河第18集

JR藤沢駅の東方の川名にあり、その幅が700mと狭く、湾奥が柏尾となり奥行き13kmに達する

細長く複雑な海岸線を示す入り江となっていた。特に湾央部の大船付近には大小様々な形を示

す小島が10個以上点在するなど、一層複雑な形の内湾となっていた｡この古大船湾や古鎌倉湾、

古逗子湾と同時期に形成された内湾には、東京湾側では横浜港周辺に存在した古大岡湾と古帷

子湾、古鶴見湾、横浜南部の古平潟湾などが明らかとなった（第4図)｡

この古大船湾にどんな貝がすんでいたという調査のきっかけは、この低地が昭和30年代と

なって急速に住宅団地と大きな工場が進出してきて地域開発が始まった。それと同時期にJR

東海道本線が複々線化、さらにたび重なる洪水被害を起こす柏尾川が水害対策のため、護岸の

拡幅による工事が連続的に行なわれ、各地で大量の土砂と貝化石が産出した。それらの工事現

場に出向き露頭の観察と貝化石の採集をおこなった。

露頭の観察は、泥層や砂層中に貝化石がどのような状態で含まれているかを注意して調べた。

特に、貝化石の地層中で生息していた状態（現地性）で埋もれていたか、死後流されて貝殻が

ばらばらになって堆積(異地性)しているのかを確かめるなどの基本を調べた。貝化石によるl4C

年代測定試料には、確実にその貝が生息していた状態（現地性）を示す個体に限り採取して使

用した。明らかになった測定年代は、試料の貝が生きていた年代を示すからである。そのため

には二枚貝では左右の殻が合わさって堆積している個体が重要で最適である。巻貝は死後のヤ

ドカリなどのすみ家となり生息していた場所からかなり移動して堆積していることが多く、測

定試料には向いていない。

次に、古大船湾における貝類の産出の様子を見ると、湾奥では泥層中にマガキを主体にハイ

ガイ、オキシジミ、イボウミニナなど種が目立つ。特にマガキの産状はカキ礁となっていて、

ウネナシトマヤガイやナミマガシワ、タマキビなどの岩礁に生息する貝が共産している。 ｣4C測

定試料としてはマガキが適し、これを採取して使用した。これらマガキを中心とする貝類の群

れについて干潟群集とまとめた（第5図)。砂層中ではアサリ、シオフキ、オオノガイをはじめ

ハマグリなどがみられる。これらの二枚貝はいずれも両方の殻が合わさっているので、その場

で生きていて化石となったことを示す。このような種類の貝の仲間については、内湾砂底群集
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神奈川における縄文時代の自然環境（松島）
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第7図

とした（第6図)。これら二つの群集が古大船湾で産出する地点をみると、干潟群集は湾奥に、

内湾砂底群集は湾央部の砂底に分布していることが明らかになった。湾央部でも泥の地層の中

には、ウラカガミ、イヨスダレやアカガイといった貝がみられ、内湾泥底群集と呼ぶ。この貝

類はアサリやハマグリとは異なり、水深の大きい場所で生息している。この内湾泥底群集が見

つかれば、その地点は内湾でも深い環境となっていたことを教えてくれる。潮通しに良い湾口

部では砂礫層が分布しており、この砂礫層から

はイワガキ、イタボガキ、ウチムラサキガイな

どが産出した。これを砂礫底群集と呼ぶ。さ

らに、湾の外側は沖積低地が広がっていて、鵲

沼海岸をもって相模湾に面している。この沖

積低地の地層は砂層となり、本層からはベンケ

イガイ、チョウセンハマグリ、ダンベイキサゴ

どが産出した。これを砂礫底群集と呼ぶ。さ

らに、湾の外側は沖積低地が広がっていて、鵲

沼海岸をもって相模湾に面している。この沖

積低地の地層は砂層となり、本層からはベンケ

イガイ、チョウセンハマグリ、ダンベイキサゴ

など現在の相模湾の湘南海岸や房総九十九里

浜、駿河湾の御前崎海岸、九州宮崎海岸など外

洋面した砂浜海岸に広く生息する貝類で知ら

れる沿岸砂底群集である。逆に内湾の湾奥に

なると、最奥が河口となる。河口とか潟は塩分

の濃度が低い汽水域である。このような汽水 第8図
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考古論叢神奈河第18集

環境に生息する貝にはヤマトシジミを主体に、フトヘナタリ、カワザンショウ、カワグチツボ

などの種がみられる。この貝類群については感潮域群集と名付けた。このように縄文海進に伴

い形成された内湾から外洋沿岸に生息していた貝類は、第7図のように特徴ある11の貝類群集

に区分できることが明らかになった（松島,1984a)。

この貝類群集区分で復元したのが古大船湾と古鎌倉湾であり、第8図の中には5300とか5800,

5900, 6500という数字が書かれている数字は1950年を基準として測定された'4C年代測定値で

ある。ということは6,500年前あるいは5,900年前、 5,800年前、 5,300年前を示し、海進最盛

期の約6,000年前には海水が低地の奥まで入っていたことを表す。つまり、古大船湾、古鎌倉

湾や古逗子湾では約6,000年前の海岸線を復元することができた。これらの内湾を埋める低地

の地下の貝化石を採集し調査することよって、相模湾沿岸の低地に残されていた縄文海進の様

子を知ることができた。

3.横浜港周辺における完新世の相対的海面変化曲線

最終氷期の最も寒かった約20,000～18,000年前の海面は、現在よりずっと低い位置の海抜

120m付近にあったことが知られている。その後、 14,000年前以降の温暖化に伴い急激に海面

の上昇がはじまり、約10,000年前には 40m付近に達していたことが東京湾(遠藤ほか,1979;

松島編，1987；関本ほか，2008)、伊勢湾（藤ほか， 1982）や大阪湾（前田，1977）で確認されて

いる。このことを明らかにするには、低地に分布する沖積層の基底（基盤）まで達するボーリ

ング掘肖'｣をして地層を採取して調べることになる。調べた成果をまとめると次に示す地質柱状

図となる。採取した貝化石による地層の形成年代、鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah)の確認による

年代（6,300年前：較正年代によれば7,300年前）が明らかとなり、さらに各層準で生息して

いた貝類群集が確認できた。下部の砂礫層からはマガキ主体の干潟群集が、中部の泥層にはウ
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第10図 第11図

砂底群集はまだみられない。その海面の高度は地下 40m付近にあったことが分った。その後、

温暖化は更に進み海面上昇も大きくなり、約6,500年前の縄文海進最高期には海面が遂に現在

より高い海抜4m付近に達したことを示す。湾央部には泥が堆積してウラカガミとイヨスダレ

からなる内湾泥底群集が生息し、湾の奥部には干潟群集が分布した。海進が最高に達した約

5,500年前以降は、寒冷化がはじまり海面の低下となっていく。すなわち、 「縄文中期の小海退」

（太田ほか，1982） となったことを示す。約4,000年前には2mほど海面が下がった。それまで

の内湾は、湾奥から海水が退き陸地が広がることと、これまで泥の堆積していた湾奥部に砂の

堆積が始まる。干潟群集にとってすみにくい環境となってきた。約2,000年前の弥生時代では

「弥生の小海退」 （古川，1972；井関，1977）がさらに進み、湾奥の泥干潟は砂浜におきかわり、

これまで生息していた干潟群集に代わって内湾砂底群集が生息するようになった。そして、現

在の内湾の環境は、泥干潟が失われ砂浜の広がる内湾へと変り、内湾砂底群集が優勢となる環

境へ変化している。このような内湾環境の変化をもたらしたのが約10,000年前以降に起こっ

た温暖化による海面変化である。そこで、横浜港を中心とした地域で明らかとなった約10,000

年前以降の相対的海面変化曲線（第11図）を取り上げる。

この第11図の海面変化曲線は、横浜港を中心とした多摩川・鶴見川低地における約10,000

年前以降の相対的な海面の動きを示している。 100件以上の'4C年代資料が得られている中で、

マガキやハマグリなど潮間帯に生息する貝と、その14C年代、産出深度を調べ曲線でつなげてい

くことにより海面の上昇した様子を捉えることができる。縦軸は海面（地層）の高さ、、横軸

は年代。図の中の点（●：潮間帯にすむ種、▲：感潮域にすむ種）を潮間帯にすむ種の点をむ

すんだ線となる。このようにしてつくられた曲線を相対的海面変化曲線と呼んでいる。この第

11図からは約10,000年前以降から海面が急激に上昇してきた様子を読み取ることができる。
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第12図 現在の海面より高い標高3．5～4.5mに達してぃ

る。この海進最盛期直後の約5,000年前の縄文時代前期末から中期のはじめになると、一転し

て海面の低下がはじまる。そして約4,500～4,000年前には1.5mまで下がった。これが「縄文

中期の小海退」である。その後、約3,000年前の縄文時代後期にかけて若干の海面上昇が認め

られるが、縄文時代晩期から弥生時代にかけての約2,000年前には現在と同じか、若干低い位

置まで再び海面の下がったとされている。この海面の低下が「弥生の小海退」である。それ以

降はわずかな上がり下がりを繰り返して、現在の海面の位置になったと考えている。

この縄文時代の地球温暖化によって生じた海面変化の様子を約10,000年前以降の海面上昇

に注目すると、上昇が特に大きかった縄文海進前半の約9,000～7,500年前の1,500年間では、

100年あたり平均2mも海面が上昇している。さらに、約7,500～6,000年前の1,500年間では、

100年あたり平均1mとなり海進前半に比べて上昇率が半減している。したがって、縄文海進に

伴なう海面の上昇速度は一様でないことが解った。このような縄文時代の海面の位置が大きく

変化した状況を、内湾の干潟に生息していた貝化石から読み取ることができた。

これまでの調査で明らかになった東京湾西岸から相模湾沿岸に見られる、約6,000年前の海

岸線を復元したのが第12図となる。これは木更津上空からの烏鰍図である。縄文海進によっ

て東京湾西岸沿いに発達する多摩川・鶴見川の低地と横浜港周辺の低地、さらに相模湾沿岸で

は相模川低地が広くて奥深い入り江となっている。三浦半島沿岸では古大船湾をはじめ古鎌倉

湾、古逗子湾、古平作湾などが、おぼれ谷となって半島へ食い込み、複雑な海岸線を持つ見事

なリアス式海岸となっていたことを示す。横浜港周辺における約10,000年前以降の相対的な

海面変化が明らかになったので、この海面変化と内湾の環境変遷について横浜港を中心とする

地域で復元してみる。

4.海面上昇に伴う横浜港周辺の環境変遷

(1)約10，000～9,000年前の縄文時代草創期の海岸線

この時期の海面は－40m前後の低い位置にあった。それ以前の最終氷期最寒冷期には海面が

8



神奈川における縄文時代の自然環境（松島）

第13図
り、その中央部を荏原台地・武蔵野台地を刻ん

で流れる古呑川が直線的な流路をとって南下し、川崎市藤崎付近で古多摩川に合流していた。

古大岡川と古帷子川は、横浜港内で合流し東へ流れ港の沖合いで古東京川に注いだ。

この時期の貝類の分布から海岸線と内湾環境をみると、古呑川と古多摩川の合流付近から河

口域にかけては、ヤマトシジミやカワグチツボなど①感潮域群集の貝類が産出したことから、

これらの種が生息する河口付近が汽水域となっていた。それより上流域は海水の影響を受けて

いなかった。一方、現在の多摩川の河口付近から羽田空港一帯、さらに東側沖合では長さが

100m以上に及ぶ大規模なカキ礁の②干潟群集が分布していたことが明らかにされており （遠藤

ほか，1984)、この付近一帯は遠浅な干潟の発達していたことを推定できた。このような環境下

では、当時の縄文人にとって、広い干潟の発達する背後の立川段丘面上に住居を構えていたこ

とが考えられる。この点は今後この地域の海成沖積層の下から縄文時代草創期の埋没した住居

遺跡がみつかる可能性が高い。

一方、古大岡川と古帷子川沿いでは幅の狭い入り江ができはじめた時期にあたる。古大岡川

では中区太田町の海抜-35m付近からヒメシラトリやムシロガイからなる②干潟群集が産出し

た（松島・山口，1987)。また、古帷子川沿いでは相鉄線横浜駅ビルに伴う工事によって、地下

約40m下で沖積層の基盤なる上総層群上星川層の泥岩を覆う砂泥層から①のヤマトシジミが確

認できた。これらの貝類の分布からみた当時の入り江の奥部が現在の横浜港内となっていたこ

とを示す。そのため港外の埋め立て地の大黒埠頭から扇島にかけての一帯は、下末吉台地から

延びる陸地となっていたことを物語る。したがって、この陸地上にも縄文時代草倉'｣期の住居の

存在したことが予想されるが、その後の海面上昇によってこの地域一帯は全て侵食されて埋没

波食台となってしまった。

（2）約7,500～7,000年前の縄文時代早期中頃の海岸線

9
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蕊
あった。海水はこの古多摩湾や古呑湾より、む

しろ鶴見川沿いの低地へ奥深く侵入し横浜市小机付近まで達する、典型的なおぼれ谷の古鶴見

湾が形成された（第14図)｡

この時期の内湾は、急激な海面上昇によって、上流から搬出される土砂による埋め立てがな

く、泥底の環境となっている。各地点ともこれまでのマガキで特徴づけられる干潟群集に代

わってウラカガミ、イヨスダレやアカガイよりなる④内湾泥底群集や、シズクガイ、チヨノハ

ナガイやケシトリガイなどの微小貝を主体にウラカガミやイヨスダレを伴う⑧内湾停滞域群集

の分布する内湾に大きく環境変化したことを示す。古多摩川から鶴見川沿いに形成されたおぼ

れ谷形の内湾は、貝類群集の分布からみて現在の東京湾の湾央の水深10～20m前後の泥底環境

とよく似たものとなっていたと推定できる。この時期に形成された貝塚はまだ少なかったのか、

古多摩湾沿いでは縄文時代早期の子母口貝塚と古鶴見湾沿い宮の原貝塚ぐらいしか知られてい

ない。なお、この子母口貝塚は古多摩湾の入江から1～2kmも離れた下末吉台地上につくられ

たもので、当時の海岸沿いの低地にはかなりの貝塚がつくられた可能性も考えられる。

一方、古大岡湾と古帷子湾では、それまでの湾奥の干潟が水深の大きな湾央的環境に変わり

ウラカガミやイヨスダレからなる④内湾泥底群集が生息するようになった。古帷子湾の湾奥は

保土ケ谷区星川付近に、古大岡湾では南区弘明寺付近に位置していたoなお、下末吉台地には、

二本木、大口坂、面滝などの貝塚が形成されたが（神奈川県立歴史博物館,2008)、まだその後

の縄文時代前期の貝塚数と比べて極めて少ない。

（3）約6，500～5,500年前の縄文時代早期未から前期の海岸線

この時期は縄文海進最盛期である。本地域では海面が現在より4m前後も高い位置に達した。

そのため海が低地の最も奥まで入り、複稚な海岸線をもつ入江を形成した（第15図)｡当時の

海岸線は多摩川沿いでは川崎市等々木緑地と千年とを結んだ線付近に達していた。著しく谷奥

10
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第15図
スダレ、アカガイやトリガイなどからなる④内

湾泥底群集とが広く分布する。両群集の分布状況より古多摩湾から古鶴見湾の綱島付近まで、

内湾でも水深10～20m前後の湾央泥底環境となっていたことが明らかとなった。両内湾の奥部

は泥質干潟が発達して、マガキ、ハイガイやオキシジミガイの②干潟群集が、特に古鶴見湾の

菊名付近、烏山町付近から大熊町にかけては干潟群集で占められた。一方、一部の砂質干潟で

はハマグリ、アサリ、シオフキやカガミガイなどの⑧内湾砂底群集構成種が分布していた。例

えば下末吉台地前面のJR鶴見駅付近とか鶴見川低地の砂地の分布する場所ではごく限られて

生息している。この点に注目すると武蔵野台地沿いの下丸子から大森に至る海成砂層の分布す

る地域では、ハマグリ、アサリやカガミガイなどの⑧内湾砂底群集がこの頃から生息できる沿

岸環境になっていたと推測される。

干潟群集構成種は内湾砂底構成種と共に当時の人々の重要な食糧となり、古鶴見湾と古多摩

湾左岸の荏原台地には、全国的にみて最も多くの貝塚が形成された。古多摩湾右岸では久本・

新作八幡台・新作大原・影向寺台・有山台・井田伊勢台・矢上谷戸・矢上下町・下組・下田東・

下田西・下田南・宮ノ台など、左岸では瀬田・

稲荷丸北・六所東・上沼部・久ケ原・庄仙・雪

ケ谷･塚越貝塚など、古鶴見湾沿岸では南加瀬・

北加瀬金山・箕輪・駒林・南綱島・下組西・下

組東（第16図） ・高田・南堀・西ノ谷・茅ケ崎・

境田・北川・新羽・北新羽・駒岡・師岡・菊名・

表谷東・折本・折本西原・梶山・供養塔・笹山

貝塚・下菅田・上菅田など多くの貝塚が知られ

ている（神奈川県立歴史博物館，2008)。このよ 第16図
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うに多数の貝塚が古多摩湾と古鶴見湾の沿岸につくられたのに比べて、東京湾に面した側の下

末吉台地では上末吉不動堂・上台・寺ノ谷・風早台・入江町・神之木台・二本木・白幡浦島丘

など少ない。

古帷子湾では古帷子川の低地に沿って湾奥が保土ケ谷区和田町付近に位置していた。湾口の

JR横浜駅付近から湾央の西区南浅間町付近では、ウラカガミ、イヨスダレやアカガイなどより

なる④内湾泥底群集や、シズクガイ、チヨノハナガイやケシトリガイなどの微小貝を主体にウ

ラカガミやイヨスダレを伴う⑧内湾停滞域群集の分布する水深の大きい内湾となっていた。本

湾を縁取る台地は古鶴見湾と異なり急崖となっていて、浜がほとんど無く簡単に入江へ接する

ことが困難な状況となっていた。このような地形的条件のためかこの湾沿いでは、湾奥に近い

台地上に仏向町貝塚がみられるにすぎない。

古大岡湾は野毛・久保山・清水丘の台地と山手・本牧台地の間に形成された幅が狭く細長い

おぼれ谷の入江である。湾奥部は弘明寺付近から上大岡の南方にかけての一帯で、②干潟群集

構成種のマガキとハイガイが分布する干潟となっていた。湾口から湾央となる南区若宮町付近

まではシズクガイ、チヨノハナガイ、ケシトリガイやヒメカノコアサリなどからなる⑧内湾停

滞域群集とウラカガミ、イヨスダレ、アカガイやトリガイなどの④内湾泥底群集とが分布する

水深の大きい内湾となっていた。湾を取り巻く台地は急崖となり古帷子湾と同様に砂浜がほと

んど形成されてなく海岸線から急に深くなる湾となっていた。そのためもあって古帷子湾と同

様に清水ケ丘貝塚がわずかに確認されている。

本牧台地の南東部は東京湾に面し、本牧の入江には大きく成長したマガキの②干潟群集やハ

マグリやアサリの⑧内湾砂底群集が分布する遠浅な浜がみられた。台地には間門平台貝塚が知

られている。根岸湾沿岸は根岸から屏風ケ浦にかけて急崖が湾を縁取り、海岸線と接する地点

ではウラカガミとイヨスダレの④内湾泥底群集が確認され、急深な海岸となりまだこの時期に

は浜がほとんど形成されてなかった。

（4）約4,500年前の縄文時代中期の海岸線

約5,000年前より海面の低下が始まった。これがいわゆる「縄文中期の小海退」としてとら

えられている。それまでの湾奥の干潟は、離水し陸地へ変わっていった。前の時期より海面が

およそ1～2m低下したことにより、これまで存在した内湾が急激に縮小したのである(第17図)。

古鶴見湾は海岸線がJR新横浜駅付近まで一気に後退した。古多摩湾では多摩川が上流から押

し出す大量の土砂や流木などで、湾奥部から埋め立てがはじまり （正岡，1981)、現在の中原区

木月の東急東横線付近まで海岸線が後退したことで知られている。東京湾に面している下末吉

台地沿いでは、これまでの泥地の海岸が沿岸流の発達により砂浜海岸へと急激に環境変化をし

た◎同様に大森から池上、下丸子にかけての武蔵野台地前面の浜も、細かい泥の堆積物から粗

い砂の堆積することにより、急速に砂浜海岸が発達して上部砂層となった。

貝化石の情報では、海面の低下でその影響を強く受けたのが湾奥部の干潟に生息していた②

12
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干潟群集である。この状況を古鶴見湾で観察が

でき、この時期の湾奥がJR新横浜駅付近に位置

し、そこで形成された②カキ礁が、現在の鶴見

川に沿って港北区新羽橋付近から下流の大綱町

にかけての河床に露出していた（第18図)｡し

かし、古鶴見湾の湾口部では、シズクガイ、チ

ヨノハナガイ、ケシトリガイやヒメカノコアサ

蕊
リなどからなる⑧内湾停滞域群集が確認でき、

この付近一帯はまだ水深の大きな泥底であった。

古多摩湾の中央部もまだ水深10～20m前後の内

湾環境となっていたことを、各地点から産出す

る⑧内湾停滞域群集と④内湾泥底群集の存在か
第17図

ら知ることができた。一方、蒲田付近ではそれ

鶏
まで⑧内湾停滞域群集の生息する泥底環境から、

一転して砂の堆積環境となり、ハマグリ、シオ

フキやイボキサゴなどの⑧内湾砂底群集の生息

する砂浜海岸へとなった。そこで、この縄文時

代中期に形成された貝塚を古鶴見湾沿岸でみる

と、下田西・井田（西） ・北川・宮の原・中ノ

窪・池辺・師岡・源東院・利倉・荒立・大口台・

会ケ谷貝塚など少数となり、その規模も小さく
第18図

なった。

零
古帷子湾も湾奥が星川付近まで後退し、沿岸

には砂浜が形成され遠浅の入江になってきた。

同様に古大岡湾でも湾奥が弘明寺付近まで後退

し縮小した。なお、湾口に近い山手台地には縄

文時代中期の元町貝塚がみられた（第19図)｡

その後、縄文時代後期になると、東京湾に面

した沿岸は上部砂層の堆積がさらに進んで、こ

れまで比較的少なかった東京湾に面した台地上
第19図

に貝塚がつくられるようになった。多摩川左岸

篝
議蕊溌串蹄…舟雫

の荏原台地では大森貝塚をはじめ千鳥窪・馬込・下沼部・多摩川園北貝塚などみられる。横浜

港周辺では古帷子湾、古大岡湾、根岸湾がさらに遠浅になり、下末吉台、野毛～久保山～清水

丘の台地、山手～本牧台地には、小仙塚・別所・史ケ丘・三シ沢・帷子・仏向・池ノ坂・伊勢

1Q
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山．山手．三殿台・杉田・稲荷山貝塚など、多くの貝塚が形成されることになった。

（5）約2,500年前の縄文時代晩期末から弥生時代の海岸線

「縄文中期の小海退」は約4,000年前頃まで

続いていたが、その後、約3,500～3,000年前

の縄文時代後期には若干の海面上昇をみた。と

ころが、約2,500年前の縄文時代晩期未から弥

生時代にかけて再び海面低下「弥生の小海退」

となった。その低下の大きさは1m前後と考え

られており、本地域では明瞭な資料がない。し

かし、基盤の隆起量の大きな鎌倉滑川低地や逗

子市池子川低地では弥生時代に形成された河跡

が確認されている（神奈川県埋蔵文化財セン

ター，1990)。多摩川沿いでは当時の汀線が第

20図のようにJR新川崎駅あたりから鹿島田付
第20図

近に位置していたと推定される。この海岸線も

その後も多摩川より押出される多量の土砂に

よって急速に埋め立てられ後退していった。こ

の搬出された土砂の一部は、古鶴見湾の湾口に

当たる南加瀬にも達している。これまでの泥の

堆積した穏やかな内湾環境は、一転してその土

砂が湾口から湾内へ逆流し堆積したため、古鶴

見湾はしだいに潟から湿沼へと変わっていった。

東京湾に面した大森から蒲田や鶴見から子安

にかけての海岸は、沿岸流の発達によってさら 第21図

に遠浅の浜となりハマグリやアサリ、イボキサゴなど⑧内湾砂底群集の生息する海岸へ変わっ

た。一方、湾央にあたるJR川崎駅から東方の桜本付近にかけては、まだ④内湾泥底群集と⑧内

湾停滞域群集が確認でき、依然として水深の大きな内湾環境にあった。

古帷子湾と古大岡湾では、沿岸流による砂の堆積が活発となり、砂浜の一気に発達してハマ

グリ、アサリ、シオフキやイボキサゴなど⑧内湾砂底群集の生息する浜へと変わった。特に古

大岡湾では本牧から新山下にかけての台地の縁を沿岸流が侵食し、 肖|｣り取られた土砂が湾口を

塞ぐように砂礫堆として桜木町方向へ延びていった。さらに、根岸湾沿岸の杉田の低地では第

21図で明らかなようにアサリを主体にシオフキ、ハマグリからなる⑧内湾砂底群集が生息する

砂浜が形成された。

（6）約1,500年前の古墳時代の>毎岸線

14
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この時代になると多摩川低地では砂堆上には

古墳や貝塚が形成され、古墳時代人の生活の場

が低地に広く拡大したことを示す。この時期の

海岸線を古墳時代の貝塚、砂堆の位置、海成層

の分布から復元を試みた（第22図)｡

多摩川低地では現在の多摩川流路に沿って川

崎市小向町付近まで海が入っていた｡それ以外

の蒲田から大森にかけてとか、鶴見から子安に

かけての地域では、埋立てが行われる前の明治

時代の海岸線に近い位置にあったと推定できた。

この時期の内湾はいずれの地点で砂層が確認さ

れ、これまでの泥居の堆積する環境からすっか

り上部砂層の堆積する環境へ置き換わったこと

が分かる。特に、多摩川のデルタの発達によっ

てこれまで水深の大きかった古多摩湾が上流か

ら運ばれる土砂で急激に埋立てられ陸化した。

当時の浅海の様子は、JR川崎駅前地下街工事

で産出したイボキサゴ、シオフキ、ムシロガイ

などの貝類から、⑧内湾砂底群集が生息する砂

質干潟となっていた。 JR川崎駅より沖合に位

置する川崎市藤崎から田島付近でもハマグリ、

シオフキ、イボキサゴなどの⑧内湾砂底群集の

浜海岸となっていた。このような沿岸環境は、

”
醗
蟻
欝
鴬

第23図

分布することが確認されており、広く遠浅な砂浜海岸となっていた。このような沿岸環境は、

さらに新しい時代へと続き、明治時代中頃以降の埋立てが始まるまで存在した。

古墳時代の遺跡に注目すると、多摩川左岸では関(1978)が指摘するように、浜端貝塚、下

袋貝塚、渭光庵、糀谷神社遺跡などが、海岸線に最も近い砂堆上に形成されている。下末吉台

地の前下の低地でも鶴見神社貝塚・小池踏切貝塚が確認されており （神奈川県立歴史博物館

,2008)、これらは当時の海岸線の位置を知る重要な手掛かりとなっている。同様に根岸湾沿岸

でも第23図で示されるように杉田東漸寺貝塚（横浜市教育委員会･財団法人横浜市ふるさと歴

史財団，2004，松島ほか，2006）が海岸線背後の砂堆上に形成されており、旧汀線を知る重要な

遺跡となっている。

5.貝塚出土貝類から推定する採貝活動域について

15
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（1）横浜港北の菊名貝塚

詮議
第24図

ガイの二枚貝で構成され、スガイ、ウミニナ、

イボウミニナ、カワアイなどの巻貝がわずかに含まれていた。

一方、貝塚が位置する下末吉台地から西方へ約500m下った東横線菊名駅付近に分布する海成

沖積層からは、ハイガイ、ハマグリ、マガキ、オキシジミ、オオノガイの二枚貝とウミニナ、

イボウミニナ、ヘナタリなどの巻貝が産出した。この沖積層の貝類組成は、菊名貝塚のそれと

一致する。沖積層産のマガキの14C年代は、約6,300～6,200年前の年代値が得られた（松島編

頭
●
●
｜

●

祁一桑山
(1980

信
州
一
●
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
●
｜

,1987)。この年代はまさに菊名貝塚の形成年代

と一致することが確かめられた。すなわち、菊

名貝塚の人達は日頃の採貝活動を行うのに当

たって、住居から最も近い場所として貝塚の西

方に広がる古鶴見湾の干潟に出かけいったこと

を示していた（第24図)。その後、桑山（1980）

によれば、前述の内湾の貝類以外に少量である

が、外洋性種のアワビ、 トコフ､シ、ウバガイを

確認している。これら3種は古鶴見湾をはじめ

東京湾では全く生息していない貝である。 した

がって、この3種の貝類は外部から持ち込まれ

たことを物語っている。特にウバガイは寒流系

の貝として知られ、現在の生息域は茨城の大洗

海岸を含む鹿島灘以北からオホーツク海沿岸と

なっている。当時の南関東の海況環境は、現在

より少なくとも2℃ほど高かく温暖化していた
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と指摘している（松島・大嶋，1974)。そのため本種の分布の南限にあたる東関東より、さらに

北からもたらされてきたと推定できる。一方、アワビとトコフ､シは三浦半島南部から房総南端

部の外洋水が洗う岩礁に生息しているのとから、これらの岩礁海岸地域から持ち込まれたこと

を示している。したがって、 日頃の菊名貝塚人の採貝活動は、住居に最も近い古鶴見湾の干潟

へ出かけていた。時に交易？として東京湾外の三浦半島南部へ出かけていたことが推測でき、

さらに東関東とは何らかの交流のあったことを示唆する資料として、ウバガイが出土している

ことであり、注目される種の出土でもある。

（2）平塚の万田貝殼坂貝塚

万田貝殻坂貝塚は相模川低地の南西端、千畳

敷山（湘南平） ・高麗山北麓と相模川低地と境を

なす斜面地上に形成された貝塚で（第26図)、

縄文時代前期の黒浜式土器を出土する遺跡とし

て知られる（八幡ほか，1925；山崎ほか，1925；

鶏
鐸苧 ’
－－／、 , 一一L－
－－－戸~.--ー

矛

日野，1987ほか)。この黒浜式土器を伴う万田 、 ‐一~…－
第26図

貝殼坂貝塚の形成期は、まさしく縄文海進最盛

期に当たり、海水が相模川低地の奥まで侵入し相模湾が最も拡大した時期と一致する（松島

,1984a)。

万田貝殻坂貝塚から出土した貝類は、八幡ほか（1925）によって最初に行われて以降、これ

まで何回かの調査が行われてきた。確認された貝類は、ハイガイ、ハマグリ、チョウセンハマ

グリ、サルボウ、アカガイ、イタヤガイ、イタボガキ、マガキ、ヤマトシジミ、ワスレガイ、

オキアサリ、ダンベイキサゴ、イボキサゴ、キサゴ、サザエ、イボニシ、パイ、ツメタガ、 コ

ロモガイ、カワニナなどが明らかにされている（酒詰,1960ほか)｡その中でハイガイを除けば

他の種はいずれも相模湾沿岸域で現在も生息している（生物学御研究所， 1971)。明らかになっ

たこれらの種を松島(1984a)による貝類群集区分（第7図）に対応させると、七つの貝類群集

構成種にまとめられる。すなわち、①ヤマトシジミとカワニナは感潮域群集、②ハイガイとマ

ガキは干潟群集⑧ハマグリ、サルボウ、イボキサゴ、ツメタガイは内湾砂底群集、④アカガ

イとイタボガキは内湾泥底群集、⑤チョウセンハマグリ、ダンベイキサゴ、キサゴ、ワスレガイ、

オキアサリは沿岸砂底群集、⑥イタヤガイ、パイ、コロモガイは沿岸砂泥底群集、⑦サザエと

イボニシは岩礁性群集における主要構成種である。

最近の平塚市・玉川文化財研究所（2007）による貝塚調査では、大量の貝類が出土した（第

27図)。それは多板類1種、巻貝類32種（陸産巻貝8種)、角貝類1種と二枚貝類21種の計53

種である。確認した陸生の巻貝を除いた、海生の貝類で目立つ種をあげると、最も多いのが第

27図で確認できるように、チョウセンハマグリとダンベイキサゴ、続いてコタマガイとヤマト

シジミである。出土が少ないのに保存が良く確実混じっている貝にはハマグリ、カガミガイ、

17



考古論叢神奈河第18集

サルボウ、オキシジミ、マガキ、パイ、アワビ、

スガイ、イボニシ、 レイシ、イシダタミ、イソ

シジミ、ツメタガイなどでる。わずかであるが

確認できた種にはカワニナ、ハイガイ、イボウ

ミニナ、ウミニナ、アサリ、サトウガイ、イタ

ヤガイ、サザエ、アマガイなどである。この出

土した貝類の主組成をまとめると、六つの貝類

群集とからなる。すなわち、①チヨウセンハマ

グリとダンベイキサゴを主体にコタマガイ、イソリこク<／ヅ、イーヤワー』ぜ±悴に－1鋲､〈刀引、 イ 第27図

ソシジミ、サトウガイなどの沿岸砂底群集構成種が大半を占める。続いて②ハマグリ、カガミ

ガイ、アサリ、サルボウ、ウミニナなどの内湾砂底群集構成種、⑧オキシジミ、マガキ、ハイ

ガイ、イボウミニナなどの干潟群集構成種と、④アワビ、サザエ、スガイ、イボニシ、 レイシ、

イシダタミ、アマガイなどの岩礁性群集構成種、⑤イタヤガイとパイの沿岸砂泥底群集、さら

に⑥感潮域群集構成種であるヤマトシジミとカワニナをともなっている。なお、特徴的な内湾

泥底群集を示す構成種はみあたらなかった。

貝類遺骸群集から推定される沿岸環境は、第32図に示す約6,500～5,500年前の縄文海進最

盛期に相模川低地に形成された内湾を復元したもので、海成沖積層から産出した各貝類群集の

分布を読み取ることができる。今回の調査で明らかになった万田貝殻坂貝塚出土の貝類遺骸群

は、前述のように六つの貝類群集主要構成種からなる混合遺骸群であった。この成果を基に各

貝類群集の生態的特徴からその群集の分布域を推測してみる。

まず、沿岸砂底群集は第32図に示されるように相模川左岸側では、茅ヶ崎から藤沢にかけて

の低地で確認されている。すなわち、藤沢では市役所地下、上村四丁目と引地川左岸、茅ヶ崎

では現海岸線から約4km奥の茅ケ崎円蔵となる。一方、相模川右岸側では河口から約5km奥の

平塚市四之宮で知られる。いずれの地点も砂層中よりチョウセンハマグリやワスレガイ、イタ

ヤガイ、ヤツシロガイなどの貝化石が産出しており、広く沿岸砂底群集が分布していた。この

貝化石産出地域は、地形区分から捉えると相模川低地でも湘南砂丘地（太田・瀬戸，1968；神

貝塚名 主体員麺 構 成 貝 類 奈川県，1986） と一致する。しかも縄文海進最盛チョウセンハマグリ､ コタマガイ､パイ、

ﾜｽﾚｶｲ､ｻﾄｳｶｲ､＊ｿﾔﾂﾒﾀｶｲ、 期に形成された湾の海岸線に近い位置となってサザエ､スガイ、イポニシ、 ﾚｲｼ万ｲ、

万田貝錘貝埠 ダンベイキサゴ ハマグリ、ｱｶﾆｼ､ｱｻﾘ、ｳﾐﾆﾅ、

（皿働q麺,2003） マカキ､ｵｷｼジﾐ､ハイカイ､ｼｵﾔｶｲ、 いる。現在の沿岸砂底群集の分布は、相模湾沿
ﾔﾏﾄｼプﾐ､カワニナ、 ﾋｶﾘ芋ｾﾙなど

6通 岸でも砂浜が発達する湘南海岸の現海岸線から、
ﾁｮｳセンハマグリ、コタマガイ、サトウガ

羽根尾貝医 タﾝべｲｷｻコ ｲ､ﾔﾏﾄｼジﾐ､マメﾀﾆｼ､ﾀﾆｼ科、 沖へおよそ1kmまでの水深3～15mの範囲に広く
（、…,2m7） サザエ､ ｲｼグﾀﾐ､バテイラ､イボニシ、

サラガイ麺、ｲ刀ｨ？など18種

ﾁｮｳｾﾝﾊﾏグﾘ､グﾝベｲｷｻゴ､コタ 生息する（松島,1984a)。これらの点から海進最

垂迩 ．ﾏﾄｼジゞ 窺鑿駕競軽麓、 盛期の海岸線は､湘南砂丘地と背後の相模原台（畦1鯛1）

ど

第28図 地との境の前面に位置しており、茅ヶ崎円蔵か
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ら辻堂羽鳥、藤沢本町にかけては遠浅な沿岸環境となっていたといえる。したがって、本貝塚

より出土したチヨウセンハマグリとダンベイキサゴを主体の沿岸砂底群集は、貝塚地点から東

へおよそ2kmにあたる高麗山の北東山麓前面の浜、現在の花水川を挟んで中里・桜ケ丘から山

下東南部にかけて分布していたと推定される。この地域は海進最盛期に形成された内湾西側の

湾口部に位置して、沿岸流が洗う砂底の発達する環境となっていたと考えられる。干潟群集に

ついては、筆者が以前に本貝塚遺跡から800mほど北に位置する高村団地で掘削された地質ボー

リングコアを調べ、マガキの化石を確認していたことから、この付近までは干潟群集が分布す

る干潟環境になっていたと判断した（松島,1984a)｡

この地域は地形的に千畳敷山（湘南平） ・高麗山の北側背後にあたる場所で、山下南西部から

万田・高村にかけての一帯は奥まった入江となっていて、外洋水の影響を直接受けにくい内湾

環境であったことを示す。そのため貝塚の前面には遠浅な干潟が広がり、砂地の発達する浜で

はハマグリ・カガミガイ・サルボウなどの内湾砂底群集が、泥地の浜にはハイガイ・マガキ・

オキシジミ・イボウミニナなどの干潟群集の貝が生息していたといえよう。この干潟へ続く背

後の潟沼や河口には､ヤマトシジミとカワニナの感潮域群集が分布していたと推定される。つ

まり本貝塚の西側に位置する出縄との間の低地および、東側の高根との境に流れ出る谷の河口

付近にできた潟沼などに生息していたと推測できる。

一方、アワビ・サザエ・スガイ・イボニシ・レイシ・イシダタミなどの岩礁性群集構成種は、

高麗山南東側の高麗から大磯照ケ崎にかけての地域に形成されていた岩礁海岸に生息していた

ものであろう。この地域は相模湾に面していて海成段丘（米倉ほか,1968;熊木・市川,1982)

が発達しており、海成沖積層の堆積はほとんどなく埋没波食台(松島,1984b)となっている。す

なわち、ここは外海に面しいて常に強い波浪や沿岸流を受けて波食台の発達する岩礁海岸とな

り、岩礁性群集にとって最適な生息環境にあったといえる。現在でも照ケ崎では岩礁性群集構

成種が生息している。

このように出土した貝類遺骸群集の貝類についてその生息していた分布域を絞ることができ、

万田貝殻坂貝塚人の採貝活動の範囲を推測することも可能になった。すなわち、貝塚地点から

半径およそ2.5kmの範囲内の距離で、出土した貝類は全て採取できたことになる。地形変化に

富んだ相模湾でも波静かな内湾沿岸に住居を構えていたことを示していた。

（3）茅ヶ崎の西方貝塚

本貝塚は万田貝殻坂貝塚から東北東へ約8.5km隔てた相模湾東岸の田名原段丘（久保,1997)

先端部に位置する（第26図)。貝塚出土の貝類組成はヤマトシジミが全体の90%以上を占め、

その他にチョウセンハマグリ、ハマグリ、ハイガイ、マガキ、イタボガキ、サトウガイ、コタ

マガイ、ナガニシ、パイ、サザエ、バテイラ、ダンベイキサゴ、キサゴなどが確認されている（第

28図） （岡本，1969,1974,1981ほか)。これらの貝類の生態的特徴は河口や潟などの汽水域に生

息するヤマトシジミ以外は、いずれも内湾の干潟から外海に面した沿岸砂底に生息する貝類と
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なっている。すなわち、大量なヤマトシジミ群に、マガキやハイガイの干潟の貝、ハマグリの

内湾砂底の貝、チョウセンハマグリ・ダンベイキサゴ・サトウガイ・コタマガイの沿岸砂底の

貝、ナガニシやパイの沿岸砂泥底の貝、サザエやバテイラの岩礁の貝がわずかに混じっていた

ことを示す。このような特徴を示す西方貝塚の貝類組成を基に貝塚周辺の海域環境を復元して

みる。

西方貝塚が位置する小出川と目久尻川下流部に分布する沖積層調査は、増渕ほか（1998）に

よって行なわれた。それによるとそれぞれの低地は、約6,400年前まで小規模なおぼれ谷の入

江となっていて、内湾泥底群集を含む泥層が厚く堆積していた。しかし、約6,200年前以降に

なると入江の口は閉塞され急速に潟沼へ変わり、さらに泥炭層が形成される湿地へと変遷して

いったことが明らかにされた。また、松田ほか（1988）や大矢ほか（1991）によると相模川低

地の相模川右岸側で現海岸線から約5km奥の砂堆は、約6,500年前より形成が進行し、約6,000

年前には完了したことを指摘している。このことからみて相模川左岸側の本地域も砂堆の発達

によって、約6,200年前以降には入江は閉鎖され潟へと変わったと判断できる。岡本(1974)

は西方貝塚の形成期には砂州または砂丘によって入江が閉塞され潟が存在し、ヤマトシジミを

採取していたことを推定した。この推定の正しかったことが増渕ほか（1998）などによる遺跡

周辺の沖積層調査から裏付けられた。したがって、西方貝塚が形成された縄文時代前期の黒浜

式期には、すでに貝塚前面の入江は潟へと大きく地形変化をしていた。この点は大磯丘陵で明

らかになった羽根尾貝塚の形成時期とよく似ていて、共通する自然環境のもとで貝塚が存在し

たといえる。

西方貝塚人にとって住居の前の潟にはヤマトシジミが生息しており、常に採貝活動を行うこ

とができる最適な場であった。時に第32図に示されているように貝塚の南東側に広がる相模

湾沿岸へ出かけ、沿岸砂底群集が生息する砂浜海岸でチョウセンハマグリ・ダンベイキサゴ・

サトウガイ・コタマガイなどの貝や、ナガニシ・パイなどの沿岸砂泥底群集の貝などを採取し

てきたことがわかる。つまり、ここでの採貝活動は貝塚から約1km範囲で十分に行える優れた

立地環境となっていた。本貝塚は万田貝殻坂貝塚と比べて採貝活動がより地形的に恵まれた環

境にあった。

（4）大磯丘陵南西部の羽根尾貝塚

本貝塚は大磯丘陵南西部の古中村潟（松島，2003）の潟畔に造られた貝塚で、万田貝殻坂貝

塚から南南西へおよそ8.5km離れたところに位置する（第26図)。本貝塚は大磯丘陵南西部で

初めてみつかった大規模な貝塚（第29図）であった（玉川文化財研究所,2003)｡貝塚は地表

から2～4m下の泥炭層中から発見されたもので、その高度は海抜約24～22mに位置する。貝

塚からは保存のよい多種多様の遺物にともなって、大量なヤマトシジミ （第30図）を含めて動

植物遺体が出土した(玉川文化財研究所,2003)。遺跡の立地環境を知るためすぐ際で深さ6mの

トレンチ調査をおこなったところ、地表から約5.5m下の粘土層中に鬼界アカホヤ(K-Ah)火山
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第30図第29図

灰が確認された（松島・新井,2003)｡この鬼界アカホヤ火山灰層の直下からは、下原層を特徴

づけるサルボウやシオヤガイ、コゲツノフエガイなどを含む海成層が現れた（松島･新井,2003)。

一方、羽根尾貝塚の形成年代は出土遺物から縄文時代前期の関山期（約5,700～5,500年前）

から諸磯期(約5,400～5,300年前)までであることが明らかにされた(玉川文化財研究所,2003)。

本貝塚を構成する貝類は大きく成長したヤマトシジミを主体に、ダンベイキサゴやベンケイ

ガイ、チヨウセンハマグリ、ワスレガイ、 コタマガイ、サトウガイ、サザエ、イシダタミなど

が混じっていた（第28図)。ところが約6,500年前まで存在した古中村湾に生息していたサル

ボウやアサリ、シオヤガイ、マガキ、オキシジミガイ、コゲツノフエガイなどの内湾性種は全

く含まれていない。出土した貝類の生息環境をみるとヤマトシジミは、潟および河口など海水

の影響をうける感潮域に生息する汽水域群集主要種である。なお、鬼界アカホヤ火山灰を介在

する腐植質泥層中にはヤマトシジミが含まれていた。一方、ヤマトシジミ以外のダンベイキサ

ゴやベンケイガイ、チョウセンハマグリ、ワスレガイ、コタマガイ、サトウガイ、サザエ、イ

シダタミなどは、外海に面した沿岸砂底と岩礁海岸に生息する貝である。これらは現在の大磯

～国府津の相模湾沿岸に生息している。このような本貝塚出土の貝類組成は、前述の西方貝塚

のものとほぼ同じとみなすことができる。この貝類組成の生態的特徴から羽根尾貝塚形成期の

沿岸環境を復元すると、約6,500年前まで存在した古中村湾がⅢ大磯型地震Ⅷによる大地の隆

起で突然に消滅した。その直後、約6,300年前の鬼界アカホヤ火山灰層の降灰時には、完全に

古中村潟へと変わっていたことが分かった（第31図） （松島,2003)｡

そこで羽根尾貝塚人の採貝活動は、主に住居前面の古中村潟でヤマトシジミを取ってきてい

たが、時にはlkmほど離れた相模湾沿岸へでかけ、ダンベイキサゴ・ベンケイガイ・チョウセ

ンハマグリ ・ワスレガイ・コタマガイ・サトウガイなどの沿岸砂底群集の貝を採取してきた。

さらに8.5kmほど離れた大磯照ヶ崎の岩礁海岸まで行き、サザエとかイシダタミなどの岩礁性

群集の貝を採っていたと推察できる。したがって、この照ヶ崎の岩礁海岸は羽根尾貝塚人と万

田貝殻坂貝塚人とが出会い交流できた、共通な採貝活動の場となっていた可能性が高い。

羽根尾貝塚の形成期は、前述のように縄文時代前期の関山式期から諸磯式期である（玉川文
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化財研究所,2003)｡この時期はまさ

に南関東で広く認められている海進

最盛期であり、横浜港周辺の大岡川・

帷子川・鶴見川・多摩川流域では、

この時期に海水が低地の最も奥まで

浸入し、その沿岸台地上には多くの

縄文時代前期の貝塚が形成されたo

関東平野でも奥東京湾と呼ばれる内

湾が形成された時期にあたる。しか

し、大磯丘陵南西部ではこの時期に

起こったⅢ大磯型地震''に伴い大磯

丘陵の基盤が大きく隆起して、それ

まで内湾であった古中村湾が一気に

離水し、潟沼の古中村潟へ変わった。

この地震変動については羽根尾貝塚

遺跡の発見によって考古学の面から
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第31図 遺跡の発見によって考古学の面から

も明らかとなった。

羽根尾貝塚が形成された古中村潟の誕生は、 Ⅷ大磯型地震Ⅲによる基盤の隆起によって古中村

湾が一気に潟に変わったことによる。一方、西方貝塚の前面に形成された潟は、海進最盛期直

前までの急激な海面上昇が終わり、海面が安定したことにより、沿岸流の流れが活発となり、

沿岸侵食で砂堆の形成が急速の進
干寓群集

内海砂底群集

内湾泥底群集

砂聾底群集

沿岸砂底群集

内情岩硬性群集

年代測定笹

I4C約2000年前の

海岸線

んだことによる。その砂堆の発達

によって相模原台地沿岸につくら

れていた小さな入江は、閉鎖され

て潟沼へと変化したことを示す。

両地域に起こった時期が約6,500

~6,200年前である。その形成過

程は全く異なるものであるが、両

貝塚にとってよく似た自然環境と

なったことで、類似した貝類遺骸

組成を残した。

一

|’

灘莞＝舂＝

燕
嘩

川
万田

砂磯相

砂相

シルト相

砂質泥相

泥相

埋没波食台

M乢鵬
槙

局
4…

｡ 一

第32回

6．海底に埋没した縄文時代早期の2遺跡が示す旧汀線
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神奈川における縄文時代の自然環境（松島）

約10,000年の縄文時代草創期の海面は－40m付近にあり、温暖化が進んだ約9,000年前から

海面が急激に上昇したことが、横浜港周辺の調査で明らかとなった。この海面上昇（縄文海進）

の初期、海面がまだ現在より低い位置にあった時期、その汀線付近につられた遺跡は、現在で

はいずれも海底に埋もれていることが予想されていた。しかし、この点を検証できる証拠がな

かなか見つからなかった。最初に発見されたのが、愛知県知多半島の内海低地の地下から確認

された先苅貝塚である。さらに、最近見つかったのが館山の沖ノ島遺跡である。この海底2遺

跡は、共に縄文時代早期に形成されたものである。

（1）知多半島内海低地の先苅貝塚遣跡

伊勢湾に面した愛知県知多半島の先端に近い

ところに内海の低地がある（第33図)。この地

へ1978年名古屋鉄道により知多新線が引かれ、

内海駅を建設中に地下から貝塚が見つかった。

発見したのは地元で中学校教師をされていた山

下勝年さんである。

地表から13mも深いところから掘り出された

黒土の中に、沢山の貝殻と一緒に土器や動物の

骨が含まれていた。厚手の土器には、はっきり

と縄文時代を特徴づける模様が認められた。掘

第33図
削工事は低地の表面から始まった。表層から数

m下の砂層からは沢山の貝殻が出てきた。さらに深く掘り下げ、硬い基盤岩を覆う最後の土砂

が黒土であった。その黒土中に縄文土器が含まれていた。とっさに何処かからか持ってきた黒

土ではないかと疑ってみたが、作業員もそのようなことは全く無いという。確かに13mも下の

地下から掘り出された黒土で、土器と貝殻を多く含んでいたことが明かになった。ということ

は貝殻と一緒に沢山の土器が出土した黒土は、貝塚である可能性が高いと判断できる。山下さ

んはそれを見たとたん考え込んでしまった。これまでの知識ではとても信じられない事実が、

工事現場にひろがっていたのである。 ｜||頁序だてて説明すると、①：地表面から13mも下に達す

る基礎杭の穴の底より掘り出された黒土中に土器、貝殻、動物の骨が含まれていた。②：土器

は縄文式である。⑧：工事現場の地表面は砂地の土壌であるが、 2～3m下からはハマグリ、ア

サリ、シオフキ、イボキサゴなどの貝を沢山含んでいる砂層であり、土器や貝殻、動物の骨を

含んだ黒土はさらにその下にあったことを示している。黒土の上を覆う貝を含んだ地層は、海

に堆積した層である。つまり、山下さんは海水が内海の谷へ侵入する以前に、 この地にすんで

いた縄文人が残した貝塚が黒土中にあり、海底に沈んだのではないかと推測した。

山下さんは推測した海に沈んだ縄文貝塚を、いかに調査して証明するのか大きな課題に直面

した。まず、町の教育委員会に届けて、 この貝塚遺跡の調査準備にかかり、駅舎を建設してい

、向

乙。
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第34図 が低地の奥に位置し、縄文時代のかなり早

い時期に形成された砂堆である。その後だんだん海が退いていくことによって砂堆が現在の海

岸側にでき、低地が広がってきた。集落が砂堆の上にあって、背後の湿地は田んぼになってい

た。砂堆上には集落があるため駅舎は建てられない。背後の田んぼのところに駅舎を建設する

ことになった。そのため建物と線路の建設する上で、支持基盤の確認のため沢山のボーリング

調査が行なわれた。ボーリング調査で明らかになった内海低地の地下の様子が、第34下図にま

とめられた。それによると海抜－10～－9mに平坦な平場が確認できた。この場所に貝塚がつ

くられていた可能性が高いと考えられた。そこで、自然科学の調査では深度20mに達するボー

リングをして、厚さ17.5mの沖積層のコアを採取した。

沖積層からは、貝、有孔虫、花粉、鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah) と｜℃年代測定など調べよう

と各種の試料を取り分析を行なった。貝化石の出現をみると、下部の砂層にはヒメカニモリ、

ハイガイ、ウネナシトマヤガイの干潟群集が、中部の泥層からはシズクガイ、ケシトリガイ、

マメウラシマの内湾停滞域群集、上部の砂層からはイボキサゴ、ハマグリ、シオフキの内湾砂

底群集へと変化して分布したことが分かった。その群集に生息年代をみると下部の干潟群集は

約8,600～7,700年前となり、海水は内海の谷へ海水が入ってきたのが海抜-13mで約8,600

年前のことであることが明らかになった。中部
人頭骨の内面

層の泥層の堆積は約7,700～5,500年前といえ

る。この時期の内海湾の水深は、内湾停滞域群

集から推測して 10～ 15mと深い入り江と

なっていたといえる。特に鬼界アカホヤ火山灰

(K-Ah)が堆積した約6,300年前がもっとも水

深の大きい内湾環境となっていたことも分かっ

た。上部の砂層の堆積は約5,500～3,000年前

となることも明かになった。海抜－10～ 9m

から掘り出された縄文土器と一緒に出土したハ

戎fら,J

1 先苅貝塚から出土した

縄文時代早期の人頭骨

（前頭骨の内面約x0.7）

縄文早期の高山式土器 …

⑪金
第35図
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神奈川における縄文時代の自然環境（松島）

イガイの14C年代は、約8,300年前となり縄文時

代前期前葉であったことが分かった。一方、

500点を超える縄文式土器は、紀伊半島の高山

寺から出土している厚手の押型文土器に対応す

る高山寺式土器となることが明らかとなり、紀

aIt1tude

l弄孑h白の案

図4林ノ峰貝塚の断面スケッチ（山下，未公表）

伊の高山寺から持ち込まれたものであることも A:表土, ,:縄文後期掘ﾉ内皿式,C:員圃,縄文後期樋ﾉ内!式, D:間層, ．:員屠，G：縄文後期初頭．住居杜， H冒砂層．縄文中期最末葉の土器を包含， I ：縄文中期，昨縄文中期
前期，K：縄文中期初頭～縄文前期末， l ：林の峰貝塚の住居杜， L：基盤岩(師崎層群)．

判明した（第35左下図)。高山寺式土器は、瀬 第36図

戸内海の黄島貝塚から出土する黄島式土器より
清水ノ上貝塚、

一型式だけ後の約8,400年前とさるので、一緒

にでたハイガイの年代とほぼ一致した。土器の ﾞ5

保存状態は良く、長い間海底に埋もれていたた

め表面が風化せず非常によく残り、高山寺式の 0

模式の土器よりもわかりやすい状態であった。

土器と一緒に人の頭骨（第35上図）の一部がみ ‐5

つかった。その他にも石器、骨角器の道具、イ

ノシシ、シカ、クロダイやスズキなどの魚骨、 ‐10

マガキ、ハイガイ（第35右下図)、アサリ、サ

ザエ、アカニシなどが出土しており、海抜-10 _巧

～－9mの平場が貝塚であったことを物語って～－9mの平場が貝塚であったことを物語って

雪成層上限〒子寺福苧遺跡＝'9照欝

■

"

〃 3220年F

30年前

第37図

いる。先苅貝塚が形成されていた時期の汀線を沖積層の貝類群集とその年代から推定すると、

-12m前後にあったと考えられる。貝塚は海面から2～3mほど高い位置にあったといえる。

この内海地域には縄文時代の多くの遺跡が分布する。その遺跡の一つ縄文時代後期の林ノ峰

貝塚の発掘を観察し露頭を調べてみた。遺跡の端にでている基盤岩の表面には、二枚貝により

穿孔された丸く凹んだ穴がかなりの数残されていた（第36図)。よく観察すると貝殻は溶けて

しまっているが、穴の形からニオガイかニオガイモドキがすんでいた巣穴であることが分かっ

た。この巣穴の高さを測ると+4mである。この海抜4mに穿孔貝の巣穴が残されていることは、

この位置に海面があったことを示す。発掘した林ノ峰貝塚は縄文時代後期に形成されたことか

ら、それ以前の汀線であることを物語る。内海で縄文海進最盛期の約6,000年前に形成された

清水ノ上貝塚は、海抜6mにあることが報告されている（南知多町教育委員会,1976)。という

ことはこの海抜4mの海面は、約6,000年前の汀線を示していたこたが確かめられた。

これらの資料から内海低地における約9,000年前以降の相対的な海面変化曲線を描くと第37

図のようになる。海水が内海低地へ入ってきたのが約8,700年前で－13mである。約8,300年

前を示す先苅貝塚は、海抜-10～－9mの台地上にあり、大体2～3mくらい下に海面のあった

ことを推測できる。その後の急激な海面上昇で先苅貝塚は一気の海底に没してしまった。海面
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が最も高い位置に達したのは約6,000年前の海抜4～5mである。その後の海面の変化は、 「縄

文中期の小海退」や「弥生期の小海退」などの変動を経て現在の位置に達していることが明ら

かになった（松島,1983)｡

（2）房総半島南端の館山沖ノ島遺跡

纒慧懲鱸蝿血駕1隠鷺 1
館山湾 （裁ヶ浦）

---乱心海底遺跡を取り上げる。館山湾南岸に位置する

沖ノ島は、現在では陸続きとなった小島である

（第38図)｡沖ノ島は南房総国定公園内にあり、

海浜公園として多くの人々に利用されている。

この小島の海岸も沢山の漂着ゴミのよって、ゴ

ミの島となりつつある。地元の人達が大量のゴ

ミの清掃を行ないながら、ビーチコーミングを

している。海岸に打ち上がるいろいろなものをLノLv’6〕○ 〈再ﾉ干し些丁」っーL〃、っV，っV，っﾉJ七>Uノさ 第38図

拾い集め分類しコレクションしている考古学の

好きな人もいた。この海岸の1ヶ所からはなぜ

禦照魏篭悪駕製葺§
ら、昔から根付として珍重されてきた。布袋石

が拾えることが人々に知られ今までは数100個

も拾われている。この布袋石（イルカの耳石）

と一緒に、かなりの数の縄文土器が見つかって

いる。

藻§

蕊癌驚

第39図
多数の縄文土器が海岸で拾えることは、背後

’ A5 l B5 1 C5 1 ，5 0璽而

に縄文時代の遺跡があって、そこから流れ出て

海岸に打ち上がったものと推測できるが、この

島は海抜10mほどしかなく基盤の岩石が露出し

ており、縄文の遺構などは全く無く不思議なも

のとされてきた。最近になってこの不思議さを

解明するため、縄文式土器を千葉大学考古学教

9①勺

A・B ，C・D5区

売哩t■断面図

1 0mm

C

７
１
Ｊ

一
睡

了
》
一4．B・C。D･5区

皿物垂直分布図

木の藁届 ■灰藁中面所 蕊基盤 K :撹乱 し一
Zm

室へ持ち込み岡本東三先生に詳しく調べても 第40図

らった。縄文式土器は南関東でも相当に古い、縄文時代草倉l1期撚糸文式土器であることが解っ

た。拾われた地点は沖ノ島の東海岸である。この土器とその出土地点に注目した千葉大学考古

学教室では、早速、遺跡確認のために本格的な発掘調査を2003年から実施した（千葉大学考古

学研究室,2006)。
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発掘地点は第39図のように沖ノ島東海岸の

波打ち際である。発掘調査は潮が引く時間帯に

合わせて実施し、満ち潮になると発掘現場が

すっかり水没してしまう。翌日は水没して土砂

に埋もれたトレンチを再び綺麗に整形しながら

掘削調査を行った。 トレンチは海岸線から海に

向かって長さ10m、幅1m、深さ2m近くとなる。

地層はいずれも砂層で予想以上に硬く絞まって

おり、遺物包含層を含めて陸側から海に向かっ

て緩く傾斜している（第40図)。遺物の出土し

)り、現在の海面下から確実に出土した。確認さ

－蕊罎y吋諏坐#織塗9ふ｡愛'錘
＝
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簿
調
土器(縄文草倉l期撚糸文式）

イルカ類の青椎と肋骨、

黒曜石の石器

第41図

た深度は、汀線付近から－1mの範囲となっており、現在の海面下から確実に出土した。確認さ

れた遺物は無文土器、黒曜石製の石器、炭、灰の集中箇所、イルカの骨などであるが、沢山出

土したイルカの骨（第41下図）以外はそれほど多くない。他の多くの遺跡で認められるような、

この場で生活をしていた気配を全く感じない状況である。出土した無文土器は縄文時代草創期

の大浦山式土器とか三戸式土器となり （第41左上図)、東京湾を挟んで対岸の三浦半島から持

ち込まれたことを示す。土器と一緒に出土した植物遺体により、 8,705年前と8,735年前の'4C

年代が明らかにされた。イルカの骨は肋骨とか脊椎骨が大部分を占め頭骨が稀である。それか

ら一緒に黒曜石（第41右上図）が出てきている。このよう点からまとめてみると、骨の出土部

位とその保存状態からみて、イルカの群れを湾奥の浅瀬に追い込み大量に捕えたと推測できる。

捕えたイルカをこの低地へ持ち込んで、一部は解体をした可能性もうかがえる。そこで火を焚

いた後の炭とその灰の集中箇所がみつかったわけである。このような場所を今の地形から考え

ると、遺物の出土高度はO～－1mである。先に述べた知多半島の先苅貝塚の場合と同様に当時

の汀線は、遺物が出土した高度から2mくらい下
lOrY横浜港周辺地域房総半島南端部
に位置していたのではないかと推定でき、－3m

前後にあったといえる。この明らかになった沖

ノ島遺跡の14C年代値と海抜高度を、横浜港周辺

で明らかになった約1万年前以降の相対的海面

変化曲線に投影してみる（第42図)。そうする

と、遺跡は現在の標高に換算して海抜 25m前

後に位置していたことを推測できる。この地点

から下へほぼ2m下がったところで海面変化曲

線と交差する。つまり、当時の海面が2m前後の

低い地点の海抜-27m付近にあったと推定でき

る。

’30m

I （ｕゾロ
凸

祠
ロ
ハ
Ｕ

ｙ
ｌ

川Ⅸ
ｘ
Ⅱ

千-－－L－↓0、

20

－10

10

－0｢Y‐

Om+沖ノ島遺跡

30

旦 ●：潮間帯に生息する種

○當内湾の潮下帯に生息する種

■目木片

▼:泥炭

10

－40

第42画

つワ
ムイ



考古論叢神奈河第18集

沖ノ島遺跡は約8,700年間に、およそ25m前後の

隆起のあったことを示した。房総半島南端の本地

域は10,000年前以降の基盤の隆起量が、いかに大

きいのかを表している。横浜港周辺では約6,000年

前に縄文海進最高期には海面が4.5m前後の高さに

達したが、この房総南端部ではなんと海抜26～27m

もの高さに達していたことが明らかになった。そ

の証拠の一つは海抜16～17mの高さから見つかる

香谷で確認された

穿孔貝による巣穴化石

（海抜27～26m)

香谷の沼サンゴ礁

第43図 沼のサンゴ礁の化石がある（第43下図)。このサン

ゴ化石の年代は、約7,000～6,500年前で、最も温暖化した時期と一致する。このサンゴ礁化

石は熱帯のサンゴ礁と異なって、水深が10mくらいの海底でないと生息できない。それより浅

いところでは冬期の低水温に耐え切れず死んでしまう。水深が10mぐらいであると冬期の季節

風の影響を受けず、水温が17℃以上を保つことで生息することができる。サンゴの生息に必要

な最低温度は17℃である。したがって、それより高い海水温が望まれる。冬期の海水温が17℃

となる北限が、房総半島南端部の水深10mの場所となっている。また、サンゴと一緒に産出す

る貝類、貝形虫、有孔虫はいずれも潮間帯で生息する種ではなく、上部浅海帯に生息する種と

なっている。このように複数の生物の生態的特徴は、水深10m前後の環境で生息している生物

群であることから、化石サンゴ礁が産出する高度に10mの海水を加算すると海抜26～27mとな

る。この高さが沼のサンゴ礁化石が生息していた約7,000～6,500年前の海面の位置といえるc

そこでこの推測した海抜26～27mの高さに、当時の海面が存在したのかを確認する調査をおこ

なった。山の中腹に点在する崖をしらみつぶしに観察したところ、ついに化石サンゴ礁から約

10m上方に推定値と同じ高さに穿孔貝による巣穴痕の残された露頭（第43上図）を2ヶ所でみ

つけた。この穿孔貝の巣穴が化石サンゴ礁の生息していたときの汀線であることを証明した。

この発見した研究成果を1980年の日本地質学会で発表した（松島,1980; 1990)。しかし、

古生物を研究されている人は大いに関心を示したが、地形や地質を研究されている人にとって

それほどの反応を占めさなかった。なぜかというと、発見した露頭は穿孔貝の巣穴跡であるこ

とは理解するが、その形成年代を示さなかった

ため、いくらサンゴや共産した貝類、貝形虫や

有孔虫の生態から推定し求めた高さであると解

説しても納得されなかった。今から29年も前

のことであるからなかなか理解されなかったの

も当然であろう。最近なって、 日本大学の大学

院生石田大輔さんが、私が調べた崖の反対側の

崖を調査して、海抜27m前後の高い位置に多数 第44図
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の穿孔貝の巣穴とヤツコカンザシ化石を見つけ（第44図)、その14C年代測定をした(Ishida

et.al,2002)。その結果は私の示した汀線の測定値と年代値がいずれも一致した。したがって、

この海抜27mは、房総半島南端部における約6,500年前の海面を示していたことが25年後に証

明された。

このように高い位置に旧汀線が残されている原因は何かというと、地震による大地の隆起で

ある。房総半島南端部は1923年の大正関東地震でl.8m、 1707年の元禄地震の時には5mも土地

の隆起したことで知られる。本地域は日本列島の中でも特に巨大地震によって土地が大きく隆

起する顕著な場所であることを示す。

以上2地点から見つかった縄文時代草負|｣期末から早期初頭の遺跡が、海底に埋もれていた様

子の一端を知ることができた。そしてこれらの時期の海面が、現在よりずっと低い位置にあっ

たことも確認できた。さらにそれぞれの遺跡は、短期間存在して水没したことも明らかとなっ

た。

7．まとめにかえて

三浦半島北西岸に位置する片瀬川の支流柏尾川（古大船湾)、鎌倉の滑川（古鎌倉湾）と逗子

の田超川低地（古逗子湾）を埋積する海成沖積層の貝化石は、内湾から沿岸に生息する主要な

11の貝類群集にまとめられる。約10,000年前からの縄文海進で、おぼれ谷へ海水が侵入し最初

に出現するのが干潟群集であり、その後の海面上昇で海進最盛期（約6,500～5,500年前）に

は水深の大きな内湾が形成され湾央部では内湾泥底群集が、湾奥部に干潟群集が繁栄した。そ

れ以降（約5,000年前：縄文時代中期以降）は、沿岸流の発達と河川の搬出する土砂の堆積に

よる砂層の発達で内湾砂底群集が繁栄した。このような貝類群集の消長は、それぞれの時期の

貝塚出土の貝類組成と対応している。

海進最盛期の海面の高さは、横浜港周辺では約4～3mに達した。それ以降の海面の変化は

「縄文中期の小海退」や「弥生の小海退」を経て現在に至っている。その結果、約10,000年前

以降の相対的海面変化が求められたことにより、横浜港周辺では大きく （1）～（6）の時期に

おける貝類群集の分布から内湾を復元できた。さらに、復元された内湾とその沿岸に形成され

た貝塚では、出土貝類の組成を基に採貝活動域の一端を復元することができた。

約10,000～7,000年前の縄文時代草倉|｣期から早期前半までの海面は、まだ低い約-40～－

10mの位置にあった。その時期に海岸線近くにあった貝塚は、その後の海面上昇によって失わ

れたか、海底に没してしまった。その後、海に沈んだ遺跡の上には厚く堆積物が覆っていて発

見するには困難となっている。幸いに発見された先苅貝塚遺跡や沖ノ島遺跡などの情報から、

多摩川低地や相模川低地の地下には、海成沖積層に埋もれている縄文時代草創期から早期の遺

跡のある可能性が大きいことを示唆する。
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挿図説明

第1図．明治10年代の鎌倉|日市街地（建設省河川局海岸課，1993）

第2図．約6,000年前の海岸線が鎌倉鶴ケ岡八幡宮の石段の下約4mに位置していた

第3図約6,000年前の古鎌倉湾の長谷は小さな入り江の干潟であった

第4図．縄文海進最盛期、柏尾川低地に存在した古大船湾（神奈川県立生命の星・地球博物館，2004）
第5図．湾奥に分布するマガキ主体の干潟群集の産状

第6図．湾奥～湾央部に分布する内湾砂底群集の産状

第7図．内湾～沿岸における貝類群集区分と生息環境（松島，1984）

第8図．海成沖積層における貝類群集区分の模式地：古大船湾と古鎌倉湾（神奈川県立生命の星・地球博

物館，2004）

第9図．完新世の海面上昇と貝類群集の垂直変化（神奈川県立生命の星・地球博物館，2004）

第10図．完新世の海面変化と貝類群集の変遷（神奈川県立生命の星・地球博物館,2004)

第11図．横浜港を中心とした地域における約10,000年前以降の相対的海面変化曲線（松島,1996)

第12図．復元された東京湾西岸～相模湾沿岸の約6,000年前の海岸線。木更津上空からの烏撤図（松島

,2006c)

第13図．横浜港を中心とした地域における約10,000～9,000年前の縄文時代草倉|｣期の海岸線

第14図．横浜港を中心とした地域における約7,500～7,000年前の縄文時代早期中頃の海岸線

第15図．横浜港を中心とした地域における約6,500～5,500年前の縄文時代早期未から前期の海岸線

第16図．縄文時代前期の下組東貝塚の発掘状況（出土したハマグリの14C年代:6,300士150, 6,360=t70
年前）

第17図．横浜港を中心とした地域における約4,500年前の縄文時代中期の海岸線

第18図．横浜市港北区綱島西の鶴見川左岸河床に露出する約4,600年前のマガキ主体の干潟群集

第19図．縄文時代中期の元町貝塚の発掘状況（出土したカガミガイの14C年代:5,020±40, 5,080=t40
年前）

第20図．横浜港を中心とした地域に約2,500年前の絶文晩期未から弥生時代の海岸線

第21図．横浜市立杉田小学校の校庭における古墳時代前期の杉田東漸寺貝塚の基盤となる自然貝層（海成
沖積層から産出したシオフキの14C年代:2,876=t42年前）

第22図．横浜港を中心とした地域における約1,500年前の古墳時代の海岸線

第23図．横浜市立杉田小学校の校庭に位置する古墳時代前期の杉田東漸寺貝塚の貝層断面（出土したカガ

ミガイの'4C年代:2,160士200, 2,310=tl80年前）

第24図．横浜市港北区菊名の縄文時代前期の菊名貝塚と遺跡近くの自然貝層の調査地点

第25図．菊名貝塚遺跡出土の貝類（桑山,1980;小宮,1977)と遺跡近くの自然貝層から産出した貝類一
覧

第26図．相模湾湾奥沿岸に形成された縄文時代黒浜期の3貝塚遺跡の位置図（玉川文化財研究所,2007)
第27図．平塚市万田貝殻坂貝塚の黒浜期の貝層(チヨウセンハマグリとダンベイキサゴが大量に含まれる）

第28図．万田貝殻坂貝塚・羽根尾貝塚・西方貝塚から出土した主体貝類と構成貝類（玉川文化財研究所
,2007)

第29図．小田原市羽根尾の縄文時代前期の羽根尾貝塚遺跡遠景羽根尾貝塚（玉川文化財研究所,2003)
第30図．羽根尾貝塚遺跡から出土した貝類（ダンベイキサゴ、ヤマトシジミ、サザエ、イシダタミ、バテ

イラなど）

第31図．古中村湾（約9,000～7,500年前から古中村潟（約5,500年前）かけての海岸線と内湾環境の変
遷（神奈川県立生命の星・地球博物館,2004に加筆）

第32図．相模川低地の縄文海進最盛期（約6,500～5,500年前）の貝類群集の分布と沿岸に位置する縄文
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神奈川における縄文時代の自然環境（松島）

時代の貝塚遺跡（●）の分布（松島，1984に加筆）

第33図．愛知県知多半島内海低地の先苅貝塚遺跡の位置（前田ほか，1983）

第34図．内海低地における知多新線沿いの地質断面（南知多町教育委員会，1980）

第35図．先苅貝塚遺跡から出土した遺物（南知多町教育委員会,1980)

第36図．縄文時代後期の林ノ峰貝塚遺跡の地層断面（前田ほか，1983）

第37図．内海低地における完新世の相対的海面変動曲線（松島，1983）

第38図．房総半島南端の館山沖ノ島遺跡に位置（松島，2007）

第39図．館山沖ノ島遺跡の発掘（左上） と水没（右下）の状況

第40図．館山沖ノ島遺跡で海に向かって掘られたトレンチの断面（千葉大学文学部考古学研究室，2006）

第41図．館山沖ノ島遺跡から出土した遺物（千葉大学文学部考古学研究室，2006）

第42図．横浜港周辺における約10,000年前以降の相対的海面変化曲線へ投影した沖ノ島遺跡の位置とそ

の後の隆起量（松島,2006b)

第43図．館山市香谷の奥の海抜15～16mに分布する沼サンゴ礁（下） と海抜27m付近で発見された穿孔

貝による巣穴の生痕化石（上）

第44図． 2000年に日本大学大学院生の石田さんにより発見された香集落裏の海食洞窟（海抜27m付近に多

数の穿孔貝による巣穴の生痕化石とヤッコカンザシゴカイの化石が分布する）
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神奈川県における有孔鍔付土器の様相

副島蔵人

はじめに

1．先行研究

3．編年

5．形態的特徴

おわりに

2．分布と出士状態

4．内孔から外孔への変化と二孔一対の出現

6．文様の特徴

はじめに

有孔鍔付土器は、直立した平縁の口縁下に鍔状の隆帯が一周する土器で、鍔のすぐ上か又は

鍔自体に径3～5ミリ程度の小孔が口縁部を一周するように複数穿たれる土器である。器形は

樽形・壺形などを呈し、一般的な深鉢とは異なる形態であり、中部地方を中心に分布し、関東

の土器型式でいうと五領ケ台Ⅱ式期から加曽利E式期末の間に見られる。

容量はきわめて大きな樽状のものから小型の広口壺まで様々であるが、頚部に鍔状の隆帯を
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第1図神奈川県における有孔鍔付土器の分布
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設け、その鍔あるいは鍔元の器面に等間隔で小孔を貫通させている点は多くのものに共通して

いる。ほとんどの場合、口縁が鍔から垂直に立ち上がり、例外なく平縁の土器であり、その器

形の多くが胴部に最大径をもつ。

有孔鍔付土器はきわめて限定的な土器であり、他の土器に比べて少数派の部類に属するが、

器形・容量ともにバラエテイーに富むものである。

従来、有孔鍔付土器の研究は、その特異な器形から、用途に関しての論考が中心となってき

た。山内清男は、懸垂運搬用具説を唱えたが（山内1960)、後に山内は太鼓説を、藤森栄一は

種子壺説、武藤雄六は酒造器説を唱えることとなった。現在は主に太鼓説と酒造器説が対立し、

長沢宏昌が酒造器説を主張し続けるだけで、活発な論争は行われていない。

この用途について長年論争してきているのにもかかわらず、未だ用途について明らかにする

ことができないのは、これまで出されてきた様々な説がどれも決定的な説得力を欠くか、また

は矛盾を発生させてしまっているかである。有孔鍔付土器はその特異な器形・文様や、それ自

体の観察から、用途を明らかにしようとする研究が中心となっており、その他の視点からの研

究は多くない。そこで本稿では関東地方でも出土量の多い神奈川県内の有孔鍔付土器の事例を

土器編年にあてはめてゆき、その変遷から有孔鍔付土器の様相の一端を明らかにしてゆく。

1．先行研究

有孔鍔付土器を詳細な土器編年にあてはめたものはない。武藤雄六は論考の中で「編年考察」

として有孔鍔付土器の変遷を①発生期（前期末葉)、②確立期（中期初頭)、⑧盛行期（中期中

葉～中期末葉初期)、④衰頽期（中期末葉～）の4段階に区分し、各時期の器形や文様、胎土や

塗彩について述べ、さらに有孔鍔付土器の祖形を有孔土器に求めている（武藤1970)。また、

有孔鍔付土器は中期末になると注口土器に近い形態をとることから、注口土器へと発展するこ

とを示唆した。そして「有孔鍔付土器は発生期において、発生すべき重要な要素が含まれてい

たのである。すなわち①堅密な焼成、②一般的容器と煮沸以外の機能を具備した器形、⑧特殊

性を強調したかに見られる施文と彩色・彩文の存在の三点である。これらの要素はさらに発展

改良が加えられ、中期初頭の確立期において器形の完成をみ、中期中葉の盛行期への発展の過

程をたどったものと推定される｡」と述べている。富山・石川県の有孔鍔付土器については小島

俊彰がまとめ、各有孔鍔付土器についての観察を行い土器型式に分類している（小島1966)。長

沢宏昌は「有孔鍔付土器の研究」 （長沢1980)で、有孔鍔付土器の形態や変遷、各土器圏への

分布の研究が自ら主張する酒造器説との検証とともに行ない、そのなかで神奈川の事例は11例

とし、それらを大まかに中期の前葉・中葉・後葉で分けている。また、西山太郎は「有孔鍔付

土器の現状と課題」 （西山1986）で有孔鍔付土器の器形を編年順に5群に大別し、それぞれを

特徴ごとに細別し、7系列に分けて器形から変遷を追っているものの、変遷を示すに留まり、型
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式編年にはあてはめていない。近年、中山真治が多摩地域の有孔鍔付土器をまとめ、 35遺跡か

ら約150個体を確認して型式分類し、主に勝坂式の事例についてまとめている（中山2008)。

以上が有孔鍔付土器の編年について触れている論であり、神奈川県の有孔鍔付土器について

触れているのは長沢と西山の論以外にはない。そこで、本稿では神奈川県における有孔鍔付土

器の編年を確認し、その様相を明らかにする。有孔鍔付土器の定義は様々であるが、今回は縄

文時代中期初頭以降のもので、孔と鍔を持つものに限定した。

2.分布と出土状態

神奈川県内の遺跡からは77遺跡、約340例が確認できた。それらの遺跡の分布は主に相模川

水系に属し、西から、酒匂川、花水川、引地川、境川、柏尾川、鶴見川の各水系からも確認さ

れている。箱根山地と丹沢山塊、三浦半島からは事例が確認できず、津久井地域、西湘地域か

らも出土事例が少ないことは、発掘調査の絶対的な数の差が一因であるともいえる。

出土状態については有孔鍔付土器の用途に何らかの関連がうかがえる状況を示す、住居床面、

ピットからの出土は少ない。野川西耕地遺跡4号住居趾例、篠原大原北遺跡6号住居吐例、岡

田遺跡106号住居吐例、上中丸遺跡38号住居吐例、林王子遺跡3号住居吐例の5例が挙げられ

るのみである。その中で特異な出土状態を示すものは、他の2個体の土器とともに埋甕として

検出された岡田遺跡の例であるが、詳細は不明である。

3.編年

前述したように、中山が多摩地域の有孔鍔付土器を新地平編年（黒尾ほか1995）に組み込み、

その様相を述べているため、本項目でも共伴遺物・一括資料または施文方法をもとに新地平編

年にあてはめた。

その結果、時期を特定できる資料は集成した約340例の中でも1／3程であり、その中でも

図示するに耐えうる、または情報を抽出できる資料は80例未満と非常に少ない。

神奈川県内の有孔鍔付土器の初現は8a期（藤内Ⅱ式並行期）であることが確認できた。中山

がまとめた事例では、多摩川地域では5c～6b期（狢沢式中葉～新道式中葉並行期）に最古の

例があるとしている。また、隆盛するのは7期(藤内I式並行期)からであり、神奈川県には、そ

の多摩川流域における隆盛期から南下してきたのではないかと考えられる。神奈川県における

有孔鍔付土器の隆盛は9期（井戸尻式並行期）からであり、 10期（加曽利E1式～E2式前半並

行期） と11期前半（加曽利E2式後半並行期）の事例は少ないものの、 12期中葉（加曽利E3

式末葉並行期）まで続く。平塚市原口遺跡J23号住居吐出土例(119)は、共伴遺物からllb

期（加曽利E2式末～E3式初頭並行期）に設定したが、地文が撚糸文であることと、隆帯の施
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時
期 勝坂式にともなう有孔鍔付土器
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第2図神奈川県における有孔鍔付土器の編年（1）
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扇

第3図神奈川県における有孔鍔付土器の編年（2）
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時
期 加曽利E式・曽利式にともなう有孔鍔付土器（後半期）
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第4図神奈川県における有孔鍔付土器の編年（3）
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神奈川県における有孔鍔付土器の様相（副島）

文方法から10a期（加曽利E1式並行期）に入れるほうが妥当かもしれない。また、平塚市上

ノ入B遺跡16号住居吐出土例も共伴遺物から11期としてもよいが、施文から見て9期のもの

であるが非常に高いため時期は不明とした。このことから、有孔鍔付土器が伝世する可能性も

考えられる。

中山が論考で示した多摩川流域の事例では、加曽利E式以降衰退していくようであるが、神

奈川県内においては、加曽利E式期にその隆盛の頂点があると見て取れる。また多摩地域有孔

鍔付土器消失の時期について、中山は11期（加曽利E2式後半～E3式前半並行期）であるとし

ているが、神奈川県内では加曽利E式後半の12c期にまでは確実に存在し13期（加曽利E4式

後半並行期）には羽沢大道遺跡10号住居吐出土例のように、有孔鍔付土器と考えられるものが

存在する。また、同時期には井田中原遺跡B地点JT-1号住居吐出土例のように、有孔鍔付注口

土器が存在することから、注口土器へと変容し、さらに、加曽利E式期に入ると有孔鍔付土器

に似た器形の壺等が多く存在することから、浅鉢や壺にも変化していったと考えられる。

4．内孔から外孔への変化と二孔一対の出現

勝坂式期に出現した有孔鍔付土器は鍔の上に、器内面に貫通する孔を穿ち、加曽利E式期に

なると鍔自体に貫通するように孔が穿たれるようになる。この器内面まで貫通する孔を11内孔"、

鍔自体に穿たれる孔を11外孔Ⅲと呼ぶことにする。この!'外孔”が確認できる時期としては11b

期に入ってからである。原口遺跡J23号住居吐出土例が10期まで遡るとするならば、加曽利E

式期の初頭から変化が見られることになる。また、内孔のものは11c期の久野一本松遺跡20号

住居吐出土例を最後に確認できず、加曽利E式期に属する内孔のものは久野一本松遺跡出土の

2例と神成松遺跡出土の1例を除いて存在しない。このことから、 Ⅷ外孔のものは加曽利E式期

”であると断言でき、内孔のものについても勝坂式期のものであると断定してほぼ差支えない

と考える。

一般的に有孔鍔付土器の孔は等間隔に穿たれるが、孔が二孔一対で穿たれるものが加曽利E

式期に見られ、 12例が確認できた。時期は11c期が2例、 12a期が3例、 12b期が2例、 12a~

b期が1例、時期不明が4例であり、寺原遺跡の1例を除いて全てが外孔であった。このこと

から、二孔一対の孔を有する有孔鍔付土器は神奈川県内では11期末に出現し、 13期までに消滅

することがわかる。また、外孔のものに施されるのが一般的であったとも考えられる。さらに、

三孔以上が対になって穿たれる例はなく、 '1一対”であることが重要であった可能性が非常に高

い。
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5．形態的特徴

有孔鍔付土器が多く出土する中部・甲信越における勝坂式期の有孔鍔付土器の器形はバラエ

テイーに富み、樽状のものが主流となるが、下膨れの壺状、円筒形、さらには竹の節を表した

ようなものまで様々存在し、例を挙げればきりがない。しかし神奈川県内においては、8期に見

られる錨形の器形を呈したものや、 9期に属する原口遺跡J6号住居吐出土例は最大径にくびれ

を持つものもあり、特異な器形を呈すものもあるが、それら以外は、樽形ないし、壺形を呈し

ており、特徴的なものは見られない。

一方、中期後半の加曽利E式期（10期）に入ると、南関東では①胴中辺部に最大径を持つ広

口無頸壺形、②肩部（鍔直下）に最大径を持つ広口無頸壺、⑧深鉢形、④瓢箪形、の4種類の

器形が確認できる。⑧に関しては、泉水警察署遺跡7号住居吐出土例と当麻遺跡16号住居趾出

土例のみであり、一般的な深鉢形ではあるものの、有孔鍔付土器という範晴では特異な器形と

なる。④は新戸遺跡出土事例が当てはまり、二の丸遺跡124号ピット出土事例もおそらくこの

形となるであろう。加曽利E式の終わりにこの瓢箪形の深鉢や注口土器、有孔鍔付注口土器が

発見されていることから、時期的な特徴といえるだろう。①②はともに神奈川県内においてよ

く見られる羽釜形の器形であり、その量の多さから、定型化した形と考えることもできる。

6．文様の特徴

勝坂式に伴う有孔鍔付土器の文様の分類については大まかに①無文のもの、②地文のみのも

の、⑧型式的特徴をもつもの、④人体文及び抽象文、⑤渦巻き文、⑥区画文、⑦朱、塗彩によ

る文様が描かれるもの、の7種類が確認できる。

①無文と⑦朱、塗彩による文様

事例： 1， 42， 48， 67， 99， 112， 114、 139, 144, 145, 159, 166, 173、 174, 211, 236, 237,

238, 244、 247， 248， 249， 250， 302， 332

派手な装飾で知られる有孔鍔付土器であるが、このように無文の土器も珍しくはない。勝

坂･加曽利E式を通して見られる。無文の事例の中には上中丸遺跡出土例(250)のように朱に

より文様が描かれている例がある。このことから、無文の事例の中には朱により文様が描かれ

ており、洗浄の段階で洗い落としてしまっているものもあるはずである。211は環状把手が付

くものの、無文である。

県内で発見されている事例の多くが鍔部から肩部にかけての破片資料であり、それらから文

様の有無自体を判断するのも難しい。こうした資料が多いことから、この①の事例はもっと多
く存在するといえる。
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②地文のみのもの

事例：6， 91， 97， 235

中山がまとめた事例の中にも地文のみのものが数点存在する。勝坂式期に伴う小形もしくは

円筒形のもので、縄文の地文のみである。神奈川県内の事例も縄文のみであるが、多摩地域の

事例に比べると91以外は時期的には下る。

⑧型式的特徴を持つものと④人体文が施されるもの

事例： 1， 14， 58， 70， 74， 122， 125、 128, 149, 158, 162, 167, 212、 232, 253, 254, 279,

317

器形の特徴でも挙げたように、瓢箪形をする1， 212， 232は加曽利E式末の器形であり、こ

の時期には70， 2l2のように、二本一組の隆帯が渦巻き状になりきらない文様が施される。文

様からは14の眼鏡状把手と隆帯上の連続刻目文が勝坂2式（7．8期)、 125、 149のように幅が

広くて低い隆帯は勝坂3式（9期）の特徴を示している。 162のように地文の磨り消しが行われ

るようになるのは12期からである。また、 58に見られる撚糸文は勝坂式期末から加曽利E1式

期にかけて（9～10c期）に多く見られ、連弧文盛行期(11期）にも見られる文様である。

人体装飾が多用される勝坂式期において、神奈川県内でも事例が見られる。また、2例とも身

体装飾の施文方法に時期的な要素を残しており、 122は腕に残る矢羽状の刻目文、317には髪型

に残る交互刺突文等が井戸尻式期（9期）の特徴といえる。

⑤渦巻き文と⑥区画文

事例：5， 46， 58， 59， 60， 61， 68、 69， 71， 75， 76， 77， 81， 109、 115, 113, 126, 128,

129、 130, 147, 152, 156, 157, 158、 162, 163, 171, 172, 175, 176、 177, 181, 207, 210,

214, 215、 216, 224, 229, 230, 242, 250、 251, 252, 253, 254, 268, 272、 303, 304, 310,

311, 318, 322、 324， 331， 335

以上のようにかなりの例数を上げることができる。 250， 251を除き全て加曽利E式(10~

13期）の範晴に収まる。圧倒的にこの渦巻き文が多く、その起源はキヤリパー形深鉢の口縁部

文様帯からというよりは、25Oのように、もともとは朱書きの文様であった可能性も挙げられる。

大半の資料の時期は不明であるが、隆帯で表現するものに関しては、全般的に早い時期のもの

が多いのではないだろうか。特に128のように、地文が撚糸文で、その上から半裁竹管文で施

文された隆帯を持つものは、加曽利E1式のキヤリパー形土器に見られる施文方法である。

時期的な特徴と照らし合わせると、 11期には深鉢に施されていた隆帯の懸垂文が沈線へと変

わる。このことが有孔鍔付土器にも影響を与えていると考えられ、時期が下るに従い、隆帯文

が少なくなる。また、 12期になると磨消文が出現する。これも有孔鍔付土器に影響を与えてい

ると考えられる。区画文は区画内に文様が施されているが、この区画内文様が充填文であるの

か、区画外を磨り消しているのかは不明である。
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以上のように文様について検討してきたが、鍵となる文様が11円形刺突文Ⅲ （列点文）であ

ると考えられる。加曽利E式の有孔鍔付土器に顕著に見られ、一般的な深鉢にはほとんど見ら

れず、浅鉢や壺形の土器に若干見られる程度である。この円形刺突文が施される有孔鍔付土器

は遺構外の出土が多く、時期を特定できる資料は少ないが、 11c期～12b期にかけて盛行する

ものではないかと考えられる。

また、土器の内面に貫通する孔（内孔）が加曽利E式期を境に、鍔に穿たれるようになる

（外孔)。具体的には11期終わりには完全に外孔に移行する。さらに、二孔で一対になるもの

も加曽利E式期に入ってからである。

おわりに

南関東の出土の有孔鍔付土器の事例を集成し、検討してみた。約340例の資料を集めること

ができたが、小破片が多く、器形や文様を判断できる資料は多くない。また、鍔のみで、孔が

穿たれていないものや、報告書に図示されていない資料は除外したため、そういったものを含

めれば、 400例程度になると考えられる。

今回、神奈川県の有孔鍔付土器を集成した結果、県内の有孔鍔付土器を論じる上で非常に重

要な点は、①羽釜形（広口無頸壺形)、②渦巻き文、⑧外孔、④円形刺突文（列点文）の4点で

ある。特に①②が揃う段階は11b期（遡るとすれば10期）で12期の終わりまで確実に見られ

る。このことから、①②が詳細な時期を特定する材料にはならないが、①②においては県内の

遺跡において、この条件が定形化されていたことを示している。さらに、このことは集落間に

おいて有孔鍔付土器の用途を含めたあり方が決まっていたことを示しているのではないだろう

か。⑧については前述したように、 11b期から加曽利E式が終わるまで見られ、詳細な時期を特

定することはできないが、④については11c期から12a期に見られ、ある程度時期を特定する

ことのできる材料であることが判明した。

さらに今回は用途については触れていないが、有孔鍔付土器がどのように使われていたかを

考える上で重要な要素も発見できた。いわゆる縄文時代中期、特に加曽利E式期（10～13期）

には深鉢以外の器形は浅鉢と有孔鍔付土器を含む壺しか存在せず、④の円形刺突文が施文され

るのも、壺と有孔鍔付土器が大半である点である。このことを考慮すれば、有孔鍔付土器と壺

形土器は、ほぼ同等の使い方がなされていたことが想定される。また、器内面を研磨している

事例もあることから、有孔鍔付土器の用途を液体と関連付ける傍証となる可能性は高い。そう

いった視点から、今後は他地域の事例も集成し、最終的には機能を検討して行きたい。
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神奈川県における有孔鍔付土器集成表

52

No. 地域 市郡 区町村 遺跡名 点数 残存率 出土遺構 出土状態 時期 孔 研磨 赤彩 文様 備考

1

２
’
３

－
４
一
も

6

7
－

８
－
９

10

11

12

13

14

一
賜
一
岨

Ⅳ
一
肥

19

20-

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

川
崎
・
横
浜

川
崎
市

横
浜
市

中原区

高津区

宮前区

麻生区

港北区

都筑区

井田中原遺跡

B地点

下原宿遺跡

潮見台遺跡

野川西耕地遺跡

第4地点

葉積台遺跡

細山向原遺跡

i地点

黒川N0． 16遺跡

宮添遺跡

川No. 10遺跡

黒川丸山遺跡

篠原大原北遺跡

篠原大原遺跡

畳屋の上遺跡

前高山遺跡

高山遺跡

北川貝塚

1

1

1

2

4

1

1

2

6

19

7

2

10

6

1

2

1

半完形

破片

破片

破片

半完形

破片

破片

破片

破片

完形

破片

破片

破片

略完形

破片

半完形

破片

破片

半完形

破片

破片

破片

破片

破片

JT－1号

住居虻

遺構外

10号住居杜

a 1号住居吐

b 4号住居趾

a 1号住居趾

b 18号住居杜

C 19号住居趾

． 不明

2号住居吐

遺構外

a D-23号住居趾

b 遺構外

a

ｂ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｄ
ｌ
ｅ
ｌ
ｆ

遺構外

i～A

a 8号住居地

b 9号住居吐

C 6．7号住居趾

． 8号住居趾

e 遺構外

f 5号住居祉

9 記載なし

ａ
｜
刊
、

遺構外

a 6号住居杜

b 遺構外

C 4号住居吐

。 遺構外

ｅ
ｌ
ｎ
ｒ

遺構外

9 20号土坑

h
｜
ｉ
｜
・
Ｊ

遺構外

a

b

C

．

e

f

遺構外

遺構外

a
－

b
遺構外

J66号住居趾

覆土

包含層

覆土？

覆土

埋甕（逆位）

覆土

覆土

覆土下層

不明

覆土下層

包含層

覆土

包含層

包含層

覆土

包含層

覆土

記載なし

包含層

南西柱穴間の

床面に正位

包含層

覆土

包含層

包含層

包含層

包含層

覆土

l3b？

12

12

12

12

l1c

8b－9a

9b

l1c

l2a－b

外

内

外

外

外

外

外

外

外

外

内

外

外

内

外

外

外

外

外

内1

外18

内

内

外

外

外

外

外

外

外

内

外

内

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

内

内

内

外

○

口縁部

内外面

○

○

○

内面黒彩

内面黒彩

一部赤彩

鍔～胴

外面

内面

内外面

外面

○

(一部）

口縁

外面

有孔鍔付注口土

器、隆帯、把手

無文

無紋

円形沈線文、区

画外縄文（RL）

渦巻沈線文？、

区画外縄文（LR）

円形刺突文

沈線文

円形沈線文

沈線文、区画外

縄文

無文

円形刺突文

円形沈線文

縄文、隆帯刻目

文、区画内無文

縄文

未掲載破片19点

無文

無文

縄文

無文

無文

無文

無文

円形刺突文

渦巻文

無文

沈線文、

円形刺突文

円形刺突文

沈線文、

円形刺突文

沈線文

沈線文

沈線渦巻文、

区画外撚糸文

沈線区画文、

区画内沈線

沈線区画文、

区画内沈線

沈線・隆帯渦巻

文、円形刺突文

無文

無文

無文

無文

瓢箪形

二孔一対（7対）

小形、2次焼成？

鍔の位置低い

貫通箇所破損

二孔一対

小形、橋状把手
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53

No. 地域 市郡 区町村 遺跡名 点数 残存率 出土遺構 出土状態 時期 孔 研磨 赤彩 文様 備考

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

妬
一
別
一
師
一
胡
一
別
一
卯

91

卯
一
朋
一
拠
一
朋
一
船
一
Ｗ
一
朋
一
的
一
ｍ

川
崎
・
横
浜

横
浜
市

都筑区

青葉区

神奈川区

緑区

保土ケ谷

区

旭区

戸塚区

泉区

港南区

ニノ丸遺跡

月出松遺跡

大熊第3遺跡

赤田遺跡群

N0． 15遺跡

羽沢大道遺跡

西之谷大谷遺跡

長津田遺跡群

住撰遺跡

松風台遺跡

南原遺跡

市ノ沢団地

後山田南遺跡

泉警察遺跡

下永谷6丁目遺跡

雑色杉本遺跡

3

1

1

1

2

2

4

9

4

1

1

2

1

1

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

完形

破片

破片

破片

a

b

C

a

b

a

b

ａ
ｌ
１
Ｄ
ｌ
Ｃ
ｌ
、
．

a

b
－

Ｃ
－
ｄ
ｌ
ｅ
ｌ
ｆ
ｌ
ｇ
ｌ
ｈ
｜
・
１

a
一

b
一

C

。

a

b

J70号住居趾

124ビット

J64号住居吐

遺構外

遺構外

10号住居吐

16号住居趾

SI-23住居tt

SI-26住居趾

遺構外

JT-2号住居趾

遺構外

15号住居吐

12号住居趾

14号住居吐

遺構外

7号住居i止

16号住居地

J-2号住居趾

遺構外

覆土

覆土

包含層

包含層

覆土

覆土

包含層

覆土

包含層

覆土

覆土

包含層

覆土

覆土

包含層

l2c？

l2b

l3b？

l2b

l1c

9a

9b

11b－c

12b

l2b－c

9b

外

外

外

外

外

外

外

外

内

外

内

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

内

内

内

内

外

内

外

外

内

外

内外面

外面

内面

外面

磨消撚糸文

円形刺突文、

沈線渦巻文

沈線渦巻文

無文

隆帯渦巻文

沈線渦巻文

沈線渦巻文

沈線渦巻文

縄文

沈線渦巻文

隆帯渦巻文、

縄文

楕円形沈線

区画内縄文

縄文

円形（弧状）

沈線文

円形（弧状）

沈線文

弧状沈線文

弧状沈線文

縄文

円形刺突文

無文

隆帯楕円形区画、

区画内沈線充填

二孔一対

有孔鍔付？

無頸壼か？

鍔から小把手

不貫通孔

101

102

103

血
一
服
一
ｍ
一
ｍ
一
噸
一
噸
一
ｍ
一
ｍ
一
地
一
噸
一
地
一
噸

116

117

118

119

120

121

湘
南
藤
沢

藤沢市

茅ヶ崎市

高
座
郡

寒
川
町

湘南藤沢

藤沢市肋.322遺跡

臼久保遺跡

大久保C遺跡

大久保D遺跡

岡田遺跡

(範囲確認調査）

岡田遺跡

(本調査）

4

3

1

2

1

1

9

破片

破片

破片

破片

破片

破片

完形

破片

完形

a
一

b
－

C

。

a

b
一

C

a

b

a

b

C

。

e

f

9

h

●
■
ｌ
▲

遺構外

Ⅱ区1号

竪穴住居趾

1号住居趾

遺構外

5号住居趾

6号住居吐

遺構外

遺構外

106号住居吐

258号住居吐

74号住居辻

89号住居吐

91号住居趾

104号住居趾

139号住居吐

172号住居並

264号住居地

包含層

床直

覆土

包含層

床面

(詳細不明）

覆土

包含層

包含層

南西壁中央

部小張出部

の埋甕

周溝直上

覆土

9b

l1c

l1C

12a

9c

l2c

11c？

lOb

9b？

l1b－c

9b？

内

内

内

内

外

外

外

内

外

外

外

外

内

外

外

内

内

内

外

内

口縁 無文

内面に沈線横走

無文

無文

無文

無文

無文

沈線渦巻文、円

形刺突文

無文

沈線区画渦巻文

区画内を沈線

or撚糸充填

沈線円形文

無文

隆帯文

胴部「己」状沈

線区画文、縄文

鍔下に穿孔

鍔元より

若干上に穿孔

二孔一対
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No. 地域 市郡 区町村 遺跡名 点数 残存率 出十遺構 出土状態 時期 孔 研磨 赤彩 文様 備考

122

'23

124
-

125
-

126

127
訂 J
－

128

四
一
伽
一
皿
一
唖
一
蜘
一
蝿
一
噸
一
繩
一
Ｗ
｜
畑
一
伽
一
Ⅷ
｜
皿

142

143

144
－

145

146
－

147

148

149

150
－

151

152

153

154
-

155

湘
南

平塚市

伊勢原市

上ノ入B遺跡

万田貝殻坂貝塚

原口遺跡

粕上原遺跡

御伊勢森遺跡

神成松遺跡

N0． 160遺跡

冶日・取戸返獅

第Ⅱ地点

坪ノ内・貝ケ窪

遺跡

田中・万代遺跡

下北原遺跡Ⅱ

池端・椿山遺跡

1

2

14

4

1

1

2

1

1

3

2

2

略完形

破片

破片

略完形

破片

破片

完形

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

a
－

b

a

b

C

．

e

f

9

h

ｉ
｜
・
Ｊ
ｌ
ｋ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅲ
｜
、

ａ
－
Ｕ
Ｄ
ｌ
Ｃ
ｌ

．

a
一

b

a

一

b

一

C

ａ
一
口
、

a

b

16号住居吐

(4次調査）

遺構外

J6号住居吐

J21号住居並

J23号住居地

J29号住居吐

J55号住居趾

58号住居杜

J62号住居吐

J5号

敷石住居杜

遺構外

遺構外

1号住居吐

6号住居吐．

遺構外

2号住居吐

遺構外

J5号a住居並

遺構外

J3号住居趾

遺構外

覆土

包含層

覆土

中央床面？

覆土？

覆土

包含層

包含層

覆土？

覆土

包含層

覆土

包含層

南東周溝上

で住居覆土

下層

覆土

覆土

包含層

包含層？

包含層

l1b－c

9a

l1c

l1b－c

9b？

12b

12b

11a

12？

9b

内

内

内

内

外

外

外

外

外

外

内

外

外

内

外

内

内

内

外

内

内

外

内

内

外

外

内

内

内

内

外

外

外

外

内外面

○

全体

内外面

○

外面

内外面

口縁

鍔上面

○

人体文

低い隆帯

円形沈線文

撚り糸文、

隆帯渦巻文

隆帯、沈線、脚付

円形突起、把手

円形隆帯渦巻文

円形渦巻沈線文

縄文

円形（渦巻）

沈線文

円形刺突文

J字状区画

沈線文

無文

沈線文

沈線渦巻文

隆帯文

(X字状・鋸歯

状幅広隆帯）

弧状沈線

孔は一つ以外

不貫通孔

原口遺跡出土

有孔鍔付土器は

総数89点

小形

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

津
久
井

旧
津
久
井
郡

旧
津
久
井
町

旧
城
山
町

寺原遺跡

大地開戸遺跡

三ケ木遺跡

川尻遺跡

川尻遺跡B地区

4

5

1

1

破片

破片

破片

破片

略完形

a

b

C

．

a

b

C

．

－

e

14号住居吐

102号住居吐

109号住居地

遺構外

J6号住居吐

J12号住居吐

J21号住居吐

遺構外

遺構外

18号住居吐

J2号土器

集中区

覆土

覆土

包含層

包含層

覆土

遺構内

l2b

llc－l2a

9a？

llc－l2a

l1b

9a

外

外

外

内

外

内

外

外

外

内

外

内

口縁

内外面

内面

渦巻沈線文

渦巻沈線文、

孤状沈線文

条線、

隆帯渦巻文

無文？

沈線、隆帯

文

沈線区画内縄文

沈線区画内無文、

円形刺突文

沈線文

無文

隆帯文、

環状把手

二孔一対

二孔一対

二孔一対
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No. 地域 市郡 区町村 遺跡名 点数 残存率 出土遺構 出土状態 時期 孔 研磨 赤彩 文様 備考

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

205

津
久
井

旧
津
久
井
郡

旧
城
山
町

原東遺跡

川尻中村遺跡

3

12

23

破片

破片

半完形

破片

破片

a

b

C

a

b

C

．

e

f

一

ｇ
－
ｈ
｜
・
１
－

●
１
１
Ｊ

一

k

ー

1

Ⅲ
ｊ
、
１
Ｊ

1号住居趾

19号住居吐

遺構外

1号住居趾

42号住居趾

58号住居地

67号住居趾

16号住居趾

遺構外

遺構外

覆土

包含層

覆土

覆土

炉地内

覆土

包含層

包含層

9a

11a

l1c

l2a

内

内

内

外

外

外

外

外

外

外

外

内

外

外

外

外
配

○

○

○

外面

内外面

内外面

内面

×1

楕円形区画・渦

巻沈線文、沈線

区画内縄文

渦巻沈線文区画

区画内無文、円

形刺突文

無文

沈線円形

(渦巻）文

無文

隆帯渦巻き文

縄文、円形

(渦巻）沈線文

撚糸文、円形

(渦巻）沈線文

沈線文、隆帯

無文

円形（渦巻）

沈線文

円形刺突文

円形（渦巻）

沈線文

円形刺突文

無文

ミニチュア

二孔一対

図なし

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

相
模
原
相模原市

新戸遺跡

当麻遺跡

上溝7丁目遺跡

勝坂遺跡

第45次調査

勝坂遺跡

第47次調査

勝坂遺跡

第54次調査

勝坂遺跡D区

大島上ノ原遺跡

8

11

1

6

1

破片

略完形

破片

破片

完形

破片

破片

破片

半完形

半完形

破片

破片

a

b
－

C

。
－

e

f

9

h

a

b

C

ｄ
ｌ
ｅ
－
ｆ
ｌ
ｇ
ｌ
ｈ
ｌ
ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｋ

a

b

C

．

e

f

J－2号住

居吐

J-13号住居趾

J-13号住居趾

J-535土坑

遺構外

12号住居吐

16号住居並

遺構外

遺構外

遺構外

5号住居吐

1号住居趾

Ⅱ期

3号住居趾

Ⅱ期

3号住居趾

遺構外

遺構外

覆土

包含層

覆土

包含層

包含層

包含層

覆土

覆土

覆土

覆土

包含層

包含層

12a

l2b

l2b

l2c－13？

l2a

12

12

12

外

外

外

外

外

内

外

内

外

内外

外

外

内

外

外

外

内

外

外

内

内

外

内

外

外

外

外

○

○

内面

内外面

内外面

内面

○

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

口縁外面

外面

鍔の上

外面：口

縁、磨消

、
一
宮
眉
昭

帯
吋

内面

表面

円形刺突文、把

手

円形沈線文

隆帯区画文

無文、把手

隆帯文、片把手

部分的に縄文

円形（渦巻）

沈線文

沈線区画内縄文

把手

沈線区画内集合枕

線、渦巻隆帯文

無文？

隆帯

隆帯区画文、区

画内円形刺突文

円形刺突文

無文

沈線文

渦巻沈線文、区

画外縄文（RL）

渦巻沈線文、

円形刺突文

鍔から

垂下する隆帯

瓢箪形

ミニチュア

内孔・外孔が交

互に二孔一対

二孔一対が一組

小形

二孔一対？

内外両面から穿孔

二孔一対、

口縁破損部に被

熱痕

小把手
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No. 地域 市郡 区町村 遺跡名 点数 残存率 出土遺構 出土状態 時期 孔 研磨 赤彩 文様 備考

却
一
醜
一
蹴
一
剛
一
却
一
細
一
細
一
蜘
一
如
一
狸
一
班
一
郷
一
報
一
郷
一
獅
一
郡

249

卸
二
狐
一
麺
一
畑
一
郷
一
節
一
郷
一
”
｜
郷
一
却
一
知

261

262

263

264
－

265

266
-

267
－

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

295

相
模
原
相模原市

相模八幡前遺跡

下中丸遺跡

山王平遺跡

上中丸遺跡

橋本遺跡

3

5

7

28

5

15

破片

破片

破片

破片

略完形

半完形

略完形

破片

半完形

破片

破片

ａ
ｌ
８
Ｄ

C

a

b
－

C

．

e

a

b

C

．

ｅ
｜
侭
Ｉ
ｌ
ｇ

a

b

C

。

e

f

9

h

●
も
Ⅱ
△

●
１
Ⅱ
』

k

1

、

、

0

p

q

r
－

S

t

u

V

W

X

y

Z

Ａ
ｌ
Ｂ

a

b

C

。

e

ｆ
△
－
０

(JSI-10）

10号住居吐

遺構外

6号住居杜

7号住居趾

遺構外

16号住居趾

39号住居吐

40号住居吐

40号住居趾

43号住居虻

16号住居趾

38号住居吐

24号住居趾

65号住居吐

56号住居趾

59号住居趾

86号住居趾

5号集石土坑

l （A）号

住居吐

5号住居趾

9号住居虻

10号住居趾

16号住居吐

25号住居吐

28号住居趾

30 （A）号

住居吐

36号住居趾

56号住居地

59号住居趾

72号住居杜

96号住居吐

109号住居虻

112号住居吐

遺構外

SI-01

SI-38

遺構外

遺構外

SI-37

S1-32,37,42,45

SX-51,遺構外

覆土

覆土

包含層

覆土

包含層

覆土

覆土

炉吐南東面よ

り破片散在

覆土

包含層

覆土

覆土

包含層

包含層

覆土

覆土、包含

層

l1c

8b

9a

l1c

12a

l1c

12a

l1c

9a

9b？

l1c

llc

外

外

外

内

内

内

内

内

外

外

外

外

外

外

外

外

内

内

内

外

外

外

外

内

内

外

外

外

内

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

内

外

外

外

外

○？

○？

○？

○？

上
彩
彩
赤
黒
に

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面

内外面？

内外面？

外面

内外面

内外面

内外面

円形刺突文

円形刺突文、

渦巻沈線文

無文

無文

渦巻沈線文

無文

無文

赤彩による

渦巻き文

縄文、無文帯渦

巻文

沈線と隆帯によ

る渦巻文

S字状隆帯渦巻文

(連結渦巻文）

沈線渦巻文

沈線、隆帯

条線、撚糸文

沈線

沈線区画文

沈線、隆帯

沈線

隆帯、沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線区画内撚糸文

沈線

沈線

弧状沈線文

無文

円形沈線文、

区画内縄文

弧状沈線文

無文

鍔下に穿孔

穿孔部破損

二孔一対

穿孔部破損

ミニチュア

二孔一対

内面炭化物付着

二孔一対

二孔一対

二孔一対

二孔一対

小破片

296

297

298

299

県
央 大和市

上草柳第3地点

東遺跡
6 破片

ａ
ｌ
９
Ｄ

－

C

．

遺構外 包含層

外

外

外

外

内面、

外面口縁

内面、

外面口縁

○

○

縄文、渦巻文

縄文、渦巻文

無文

無文

同一個体か？
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No. 地域 市郡 区町村 遺跡名 点数 残存率 出土遺構 出土状態 時期 孔 研磨 赤彩 文様 備考

300

301

302

303

304

305

309

310

311

312

313

316

317

318
－

319

釦
一
鋤
一
理
一
翅
一
狸

県
央

大和市

座間市

綾瀬市

海老名市

厚木市

愛
甲
郡
清川村

上草柳第3地点

東遺跡

飯綱山遺跡

早川天神森遺跡

中原遺跡

林王子遺跡

及川中原遺跡

及川天台遺跡

溝野日影坂上遺跡

恩名沖原遺跡

荻野上ノ原遺跡

第2地点

北原N0． 10． 11

北遺跡

(宮ヶ瀬遺跡群）

6

1

2

5

3

4

1

1

1

1

2

1

1

破片

略完形

破片

略完形

破片

完形

破片

破片

破片

略完形

破片

破片

破片

e
－

f

a

b

C

I

9

a

b

C

ｄ
ｌ
ｇ

a

b

遺構外

J2号住居地

8号住居趾

遺構外

7号住居趾

7号住居趾

12号住居趾

15， 16～19

21号住居趾

3号住居趾

8区2号

竪穴住居趾

遺構外

10号住居趾

J-2号住居吐

J-42号住居地

J1住居趾

J5号住居趾

包含層

覆土

覆土

包含層

覆土

炉付近の床面

覆土

包含層

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

8a

12a

12

12

9b

l2c

11c

9a

12a

12a

外

外

内

外

外

外

外

外

内

外

内

外

外

外

内

外

外

外

○

○

○

○

○

外面

gの鍔

内外面口

縁沈線区

画内

縄文、渦巻文

縄文、渦巻文

無文

円形（渦巻）

沈線文

円形（渦巻）

沈線文

渦巻沈線文

渦巻沈線文？

小破片

人体装飾

沈線渦巻文

蛇行文、円形文

円形刺突文、

渦巻隆帯

沈線文

円形沈線文

同一個体か？

器形は皮袋状､冊
轍楕円形、小形

鍔部のみ5点

325

326

327

328

329

330
-

331

足
柄
上

足
柄
上
郡

山北町 尾崎遺跡 7 破片

a

b

C

．

e

f

9

7号住居辻

22号住居吐

23号住居趾

遺構外

覆土

包含層

l2b

l2c

外

内

外

外

外

外

外

外面

内面

外面鍔

外面

内外面

内外面

隆帯文

円形（渦巻）

沈線文

円形（渦巻）

沈線文

332
-

333

334
－

335

336

337

西
湘 小田原市

久野一本松遺跡 7 破片

a

b

C

．

e

f

J20号住居趾

J21号住居吐

遺構外

覆土

遺構外

l1c？

10a

内

内

内

外

外

外

口縁内面

外面

円形沈線文

円形沈線文

ヘラ調整
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古代橘樹郡衙とその周辺の様相

一十三菩提遺跡・子母口植之台遺跡調査成果を中心に－

栗田一生

はじめに

1．調査・研究略史

2．橘樹郡衙周辺遺跡の調査成果

3．十三菩提遺跡で発見された溝状遺構の検討一方形区画溝の可能性－

4．子母口植之台遺跡における調査成果からの検討一橘樹郡衙との関係一

おわりに

はじめに

橘樹郡衙は神奈川県北東部に位置する川崎市のほぼ中央にあたる川崎市高津区千年に所在し

ている（第1図)。橘樹郡衙の発見は、 1996 （平成8）年に川崎市高津区千年で宅地造成工事に

伴い実施された千年伊勢山台北遺跡の発掘調査であった（河合・中山ほか2000)。この調査で、

東西方向に整然と柱筋を揃えた7棟の総柱式掘立柱建物跡が発見され、規模や構造、配置等が

全国各地で確認されている郡衙の正倉跡と非常に良く似ていることから、武蔵国橘樹郡衙の

「正倉」に相当するのではないかと推定された。この発見以前から橘樹郡衙についての考察は

いくつか見られたが、この発見を契機に、郡衙西側に隣接し、7世紀末の創建と推定される影向

寺との関係等も含め注目されはじめ、その重要性が認識されるようになっていった。そうした

関心の高まりを受け、川崎市教育委員会が1998 （平成10）年度から2003 （平成15）年度まで

橘樹郡衙推定地確認調査事業として8次にわたる現地確認調査を行い、郡衙正倉と推定される

総柱式掘立柱建物跡や郡衙に関連すると推測される建物跡が広い範囲に展開すること、またこ

れらの建物跡がⅢ期の変遷をもつことなどを明らかにした(川崎市教育委員会2005)。千年伊勢

山台北遺跡及び千年伊勢山台遺跡(註')の調査により橘樹郡衙の正倉域がほぼ確定され、橘樹郡

衙は神奈川県下の郡衙遺跡として武蔵国都筑郡衙（長者原遺跡:横浜市都筑区)、相模国鎌倉郡

衙（今小路西遺跡：鎌倉市)、相模国高座郡衙（下寺尾西方A遺跡：茅ケ崎市）に次いで4例目

の発見となった。

その後、 2006 （平成18）年に川崎市教育委員会の主催で「シンポジウム古代の川崎市役所

発掘する－橘樹郡衙推定地の調査成果と歴史的意義一」が開催され、調査成果や全国各地の調

査例などから橘樹郡衙について発表・検討がなされたが（川崎市教育委員会2006)、このシン
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ポジウム以降新たな知見は少なく、橘樹郡衙についての研究は停滞気味といえる。

そこで本稿では、将来の橘樹郡衙研究の一助となることを目的として、これまでの調査・研

究をまとめるとともに、近年の橘樹郡衙周辺における発掘調査によって得られた成果を基に橘

樹郡衙とその周辺の様相について検討を試みたい。

1．調査・研究略史

橘樹郡衙に関する調査･研究の原点ともいうべきものは、 『川崎市史」における古江亮仁の論

考である（古江1968)。古江は「律令時代」という項目の中で自身のこれまでの研究をふまえ、

川崎市高津区子母口の橘樹神社周辺が橘樹郡衙の比定地として最も有力であると論じている。

また、橘樹郡衙と密接な関連をもつ影向寺や小高駅家についても論述しており、発掘調査が実

施されておらず考古学的知見がほとんどなかった当時にあって、的確に要点を捉えた考察を展

第1図橘樹郡衙の位置
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開している。しかしこの古江の論考後は発掘調査等により新たな資料が提供されることもなく、

橘樹郡衙関連の研究・調査はほとんど進まなかった。再び橘樹郡衙が注目されるようになった

きっかけは、 1987 （昭和62）年に高津区子母口で実施された蓮乗院北遺跡の発掘調査で総柱式

掘立柱建物跡を含む遺構群が発見されたことによる。この総柱式掘立柱建物跡が郡衙正倉と酷

似していること等から、調査者は直ちに郡衙とは言えないが公的な性格を有した施設であった

可能性が高いと報告している（浅川・河合ほか1987)。またその後、この蓮乗院北遺跡の性格

について、郡に設置された郷の施設「郷衙」の倉庫または橘樹郡衙正倉の別院といった可能性

噸:腸

批
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②里

可寺遺跡

| |神明社遺跡
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第2図橘樹郡衙とその周辺遺跡
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が論じられた（河合1997、村田1999)。この蓮乗院北遺跡の発見により、かつて古江が論じた

高津区子母口周辺が橘樹郡衙の有力な候補地となったが、その後前述した千年伊勢山台北遺跡

で東西方向に整然と柱筋を揃えた総柱式掘立柱建物群が発見されたことにより、この遺構群が

橘樹郡衙正倉跡である可能性が高いと考えられ、川崎市高津区千年が橘樹郡衙の候補地として

注目された。この橘樹郡衙正倉跡の発見により、近接する影向寺との関係も含め注目されるよ

うになり、 1998 （平成10）年度から2003 (平成15)年度まで川崎市教育委員会による橘樹郡

衙推定地確認調査事業が行われ、千年伊勢山台から影向寺台にかけて橘樹郡衙やそれに関連す

ると想定される遺構が広範囲に広がる様相が明らかになった（千年伊勢山台遺跡第1～8次調

査)。さらに、 2004．2005 （平成16． 17）年にガス管埋設工事に伴う発掘調査（千年伊勢山台

遺跡第9． 10次調査)、 2007 （平成19）年に緑地整備事業に伴い確認調査（千年伊勢山台遺跡

第11次調査）が川崎市教育委員会により実施され、この高津区千年に橘樹郡衙が所在していた

ことはほぼ確実となった（第3図・第4図)。ただし橘樹郡衙の所在地に関しては、郡衙正倉域

は高津区千年に所在するが、郡衙の主要施設である郡庁がこれまでの調査で未確認であること

や蓮乗院北遺跡で掘立柱建物群が検出されていること、さらにこの地域の旧地形などから、橘

樹郡衙郡庁域は高津区子母ロ富士見台に所在していたとする村田文夫の論考も出されている

（村田2007)｡
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樋

0 20m(1/500)

第4図千年伊勢山台北遺跡検出の倉庫群

2.橘樹郡衙周辺遺跡の調査成果

（1）影向寺遺跡・影向寺台遺跡（第5図）

川崎市宮前区野川字東耕地に所在する影向

寺は橘樹郡衙西側に近接して位置しており、

周辺ではこれまで多くの発掘調査が実施され、

橘樹郡衙と同時期と推定される遺構も多数発

見されている。影向寺境内やその隣接地を範

囲とする影向寺遺跡では、これまで12次にわ

たる発掘調査が実施され(註2)、影向寺に関わる

遺構や影向寺創建以前の大型建物跡など多く

の建物跡が確認されるとともに、瓦・土師器・

須恵器など多数の遺物が出土しており （久保・

大三輪1975、伊東・竹石・鈴木ほか1982、竹

石・澤田・野中1984、伊東ほか1986、川崎市

1988、竹石・澤田1993、河合・中山1997、河

合ほか2007、河合・伊東2008)、出土した遺

物には「元射志国荏原評」という国評銘が表

記された瓦が存在するなど貴重な資料も含ま

れている（竹石・原2002ほか)。これまで発

見された遺構・遺物の研究から古代影向寺が
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第5図影向寺とその周辺の調査
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概ねⅢ期の変遷を辿ることが知られている

（村田2007)。また、影向寺から北側へと続く

丘陵平坦面に位置し、影向寺遺跡と密接な関

係が推測される影向寺台遺跡では過去3回の

発掘調査が実施され、奈良･平安時代の竪穴住

居跡や影向寺との関連性が推測される掘立柱

建物跡が数棟検出されている（浅川・河合・

福田1997、北平2004)。

（2）野川神明社南遺跡（第6図）

川崎市宮前区野川字東耕地に所在する野川

神明社南遺跡は橘樹郡衙から南西側に約200

m、影向寺から南側に約150mの場所に位置

し、平成19年度に発掘調査が実施された。現

在報告書作成中であり詳細は不明であるが、

古代に比定される竪穴住居跡13軒及び掘立柱

建物跡1棟が発見されている(小池･浅賀2008)｡

影向寺北側の影向寺台遺跡と同様、影向寺及

び橘樹郡衙に近接しており、そこで働く人々

が生活していた集落の可能性等が想定され性

目される。

（3）三荷座前遺跡（第7図）

川崎市宮前区野川字北耕地に所在する三荷

座前遺跡は橘樹郡衙から北西側に約350m、影

向寺から北西側に約200mの場所に位置し、

これまでに4回の発掘調査が実施されている

（伊東・大坪ほか1996、伊東・小林ほか1997、

小池・粕谷2002、大坪・渡辺2005)。これま

での調査では、古代に比定される竪穴住居跡

が10軒以上検出されている。また、第1 ．2

地点からは少量であるが墨書土器が出土して

おり （第8図)、隣接する橘樹郡衙や影向寺か

らあまり墨書土器が発見されていないことか

ら貴重な資料をといえる。

謝迦_型竺；
第6図野川神明社南遺跡

還章

第7図三荷座前遺跡の調査地点
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第8図三荷座前遺跡出十霊害土器（1 ．2：第1地点、 3．4：第2地点）

（4）野川東耕地遺跡（第9図）

川崎市宮前区野川字東耕地に所在す

る野川東耕地遺跡は橘樹郡衙から南西

側に約800m、影向寺から南西側に約

500mの場所に位置し、これまでに3回

の発掘調査が実施されている（伊東ほ

か1994、伊東・碓井ほか2000、伊東・

碓井ほか2001)。これまでの調査では、

古代に比定される竪穴住居跡が11軒検

出されている。特筆すべきは、第3地

点で8世紀前半と想定される大型竪穴

住居跡が確認されていることで、未報

告のため詳細は不明であるが、東西約

12m以上、南北5m以上の規模を有し

ている。8世紀前半といえば、橘樹郡衙

や影向寺とまさに一致する時期であり、

この遺構がどのような性格を有してい

たのかが注目される。
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第9図野川東耕地遺跡
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3.十三菩提遺跡で発見された溝状遺構の検討一方形区画溝の可能性一

川崎市宮前区野川に所在する十三菩提遺跡は橘樹郡衙から南西側約1,500m、影向寺から約

1,350mの場所に位置し、現在までに10回の発掘調査（十三菩提遺跡第1～10地点：確認調

査を含む）が実施されているが（第10図)、十三菩提式土器（縄文時代前期末葉）の標式遺跡

であるため、当然当該期を目的とした調査が多く実施され、縄文時代以降の遺構・遺物につい

てはあまり触れられてこなかった。そのような状況の中、平成19年に十三菩提遺跡において個

人住宅建設に伴う発掘調査が実施され、筆者が担当者として調査を実施した（十三菩提遺跡第

8地点)。調査の結果、縄文時代の遺構は検出されなかったが、断面逆台形を呈する溝状遺構1

条が検出された（第11図)。検出された溝状遺構の構築時期については、覆土から縄文土器及

び黒曜石片以外の遺物が出土しなかったため決定できなかったが、その形態や覆土の観察から

縄文時代以降の所産であると考えられた。その後、平成20年に第8地点北西側に位置する場所

で宅地開発が行われることとなり、事前に川崎市教育委員会で試掘調査を実施した（川崎市教

育委員会2009)｡その結果、縄文時代の遺物が大量に出土するとともに、断面逆台形を呈し、直

角に曲がる溝状遺構が検出された（十三菩提遺跡第9地点)。さらに同じ平成20年、第9地点

北側隣接地において戸建住宅建設が計画され、川崎市教育委員会は周辺における調査成果によ

り遺跡の現存は確実であると判断し、遺跡の詳細把握のため確認調査が実施された（川崎市教

育委員会2009)。その結果、第9地点で確認した溝状遺構の延長部分と想定される溝状遺構が検

第10図十三菩提還跡における調査地点
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第11図十三菩提遺跡発見溝状這構の位置閨係

出された（十三菩提遺跡第10地点)。

このように近年の発掘調査で、縄文時代以外の時期の所産と考えられる遺構が確認されてき

ていることから、今回これまでほとんど検討されていなかった十三菩提遺跡の縄文時代以降の

遺構について再検討することとした。その結果、 1967 （昭和42）年12月に神奈川県営野川南

台団地建設に伴い野川南台団地埋蔵文化財調査団（団長：樋口清之氏、団長補佐：麻生優氏）

によって実施された第2地点において、概要

報告害では歴史時代の所産であるとされた土

坑2基が検出されていた(樋口･麻生1968)。概

要報告耆に掲載された形状などからは掘立柱

建物跡の一部である可能性が高いのではない

かと考える（第12図)。また、 1972．73 （昭

和47．48）年に久保常晴氏の指導のもと高津

図耆館友の会郷土史研究部が調査した第5地
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図書餌友の会郷土史研究部が調査した第5地＝電一言L (Ⅷ鵬0) 5m
点においても、今回の調査で検出した溝状遺

構と類似する溝が確認されていたことが判明 第12図十三菩提遺跡第2地点検出遺構

67



考古論叢神奈河第18集

した（持田・東原・北原1973)。第5地点検出

の溝状遺構は、北へと延びる溝が西へとほぼ

直角に曲がる様相が確認されており、溝上面

が広く、底面が狭い形状であることが図面か

ら確認できることから、断面逆台形状を呈し

ていたと考えられる（第13図)。

過去の調査を再検討したところ、上記のよ

うに、十三菩提遺跡において断面形が逆台形

状を呈する溝状遺構が広い範囲に存在してい

ることが明らかになるとともに、掘立柱建物

跡が存在していた可能性も推定されたことか

ら、各地点で検出された溝状遺構の位置関係

を確認してみた(第11図)。この位置関係図か

らは、第9地点・第10地点で確認された溝状

遺構をそのまま北へと延ばしていくと第5地ノ遺構をそのまま北へと延ばしていくと第5地点

鰯遺構

口未調査グリッド
0 20m(1/500)
口

第13図十三菩提遺跡第5地点検出の溝状遺構

で確認された溝状遺構とほぼ重なる状況を明ら

かにできた。第5地点と第9・ 10地点の間では発掘調査事例がないため推測の域は出ないが、

両地点の溝状遺構を同一遺構として捉えれば、十三菩提遺跡東側に1辺約100mで南北端が直

角に曲がる方形の区画が存在していた可能性が浮かんできた。また、第8地点で検出した溝状

遺構はこの方形区画（推定）の外側に位置することになるが、その形状は極めて類似している

ことから、方形区画（推定） と何らかの関係を有する溝である可能性が考えられる。

十三菩提遺跡で検出された溝状遺構と類似する遺構として、橘樹郡衙である千年伊勢山台遺

跡から検出されている古代橘樹郡衙に関連する区画溝が挙げられる（第14図)。橘樹郡衙の発

掘調査は確認調査のため限られた範囲での調査であったが、確認された溝状遺構は断面形が逆

台形を呈し、遺物がほとんど出土しない等特徴も非常に類似している。このように、十三菩提

遺跡で発見された溝状遺構が橘樹郡衙で確認されている区画溝と類似していることから、橘樹

郡衙におけるそれと同じく官衙的な施設を区画した溝の一部である可能性が想定される。そし

て、官衙的な施設を区画した溝であると想定した場合、それに比定できる施設として最も考え

られるものが小高駅家である。従来、小高駅家は現在に残る地名などから川崎市高津区新作小

高台や川崎市中原区上小田中・下小田中がその比定地として挙げられてきた。しかし、前者が

古代駅路の推定線からやや外れており駅家としての機能を果たすのが難しい上に、過去に小学

校建設に伴う大規模な発掘調査（新作小高台遺跡）を実施したものの関連する遺構が全く検出

されなかったこと、後者が古代の駅路とも推定される中原街道が通っているが、橘樹郡衙など

からは離れすぎており、古代における地方官衙の設置状況とは大きく異なることなどから、近

年では両説に疑問が呈され始めていた。もし十三菩提遺跡の方形区画（推定）を小高駅である
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と考えた場合、橘樹郡衙や影向寺に近接す

る立地であり、東側に古代駅路と推定され

る中原街道が通っているなど、条件として

は非常に合致している。ただし、これまで

述べてきたように、あくまでも断片的な調

査成果から推測を重ねている面は否めず、

今後さらに調査が進み明確な証拠が発見さ

れることを期待したい。
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第14図橘樹郡衙検出の溝状遣構

4.子母口植之台遺跡における調査成果からの検討一橘樹郡衙との関係一

川崎市高津区子母口に所在する子母口植之台遺跡(註3)は橘樹郡衙から南東側約700m、影向寺

から南東側約1,000mの場所に位置し（第15図)、子母口植之台遺跡という名称で4回、植之

台遺跡として1回、蓮乗院北遺跡として1回の合計6回の発掘調査が実施されている（浅川・

牧野・河合・中山1993、浅川・河合・小山・福田1998、戸田・小山・赤間1998、栗田・藤田

2009、浅川・呉地ほか1990、浅川・河合ほか1987)。遺物には畿内系土師器が多く見られると

ともに、瓦塔片も採集されている（吉野2003)。子母口植之台遺跡の性格を語る上で最も注目さ

れる遺跡が蓮乗院北遺跡であり、北側丘陵上に所在する橘樹郡衙正倉とほぼ同規模の総柱式掘

立柱建物跡（倉庫跡）等が検出され（第16図)、この遺跡が一般的な集落跡とは異なる性格を

有していたことを明らかした。また、子母口植之台遺跡第3地点及び植之台遺跡では谷戸に接

した中世～近世にかけての遺構群が確認されており、古代に属する遺構は検出されなかったが

この遺跡の旧地形について貴重な知見を得ることができた。さらに、子母口植之台遺跡内で実

施したその他の発掘調査及び試掘調査等から、かつては幾筋かの小規模な谷状地形が存在して

いたことも明らかになってきた（第17図)。筆者は、上記の調査などにおける成果を基に子母

口植之台遺跡をいくつかの小地区に分けてその性格を考えたことがある（栗田2009)。それは、
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本遺跡北側で谷戸内における湿地状もしくは小川といった場所であった可能性が推測されるA

地区、本遺跡北東側で谷戸状地形の最奥部に位置し、掘立柱建物で構成された倉庫域であった

可能性が高いB地区、本遺跡南側で竪穴住居跡が検出されており、集落域であったと想定され

C地区、本遺跡中央部で南北の谷状地形で画されたD地区となる。D地区は地区の性格を把握す

るまでには至っていないが、川崎市教育委員会の試掘調査で当該期と想定される大型掘立柱建

物の柱穴が検出されていることから、本遺跡を地盤とする有力者の居住地やB地区から続く倉

庫域であった可能性を想定している（第’8図)。

近年の調査成果などから、郡衙・初期寺院といった官衙域は人や物資の移動．運搬を容易に

するため、幹線道や津（川津・港津）という水陸両交通路を活かせる場所に隣接していたと想

定されているが（田尾1999.2006、松井2006)、子母口植之台遺跡も北方約700m付近に橘樹

郡衙が所在するとともに、郡衙と本遺跡との

蕊
ほぼ中間には古代駅路と推定される中原街道

が通り、南側及び西側には矢上川とその左岸

に広がる低地部が広がるなど、古代官衙等に

隣接する交通の要衝に立地している。特に、

矢上川左岸の低地部はA地区の谷状地形へと

つながっていく様相が想定され、当該期にお

いてA地区近くまで舟による移動が可能な状

態であったと考えれば、ここが人や物資など

の運搬を行う「川津」としての機能を有して

いた可能性も考えられる｡A地区を「津」であ

ると考えると、B地区で確認されている倉庫群

の位置づけが問題となってくることになるが、

現状では資料に乏しく、論じることは困難で 第15図子母口植之台遺跡の調査地点

あろう。ただし、さらに推測を重ねさせても／
らえれば、前述したように、幹線道や津と

いった地域における交通の要所に隣接して郡岬

衙・初期寺院といった古代官衙が設置された

様相が明らかになってきていることを考慮す

れば、A地区が橘樹郡衙の人や物資の移動・運

搬場所としての｢川津｣、B地区が橘樹郡衙の出

先機関としての物資一時貯蔵施設（正倉別院

など）であったと考えることもできよう。

～

3

ノ
5

0 20m(1/500)

第16図蓮乗院北遺跡
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第17図子母口植之台遺跡の旧地形

第18図子母口植之台遺跡の各地区
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おわりに

ここまで、橘樹郡衙及びその周辺における調査事例・成果を紹介するとともに、十三菩提遺

跡発見の溝状遺構が古代小高駅家である可能性を考え、また子母口植之台遺跡が橘樹郡衙の正

倉別院や川津ではないかと推測してみた。そこで、橘樹郡衙とその周辺における関連遺跡の位

置関係から古代の景観を想定したものが第19図である。ここでは、橘樹郡衙周辺丘陵上に古代

橘樹郡の中核となる施設が見事に展開している様相が見える。駅路に沿った丘陵上に小高駅家、

古代寺院である影向寺、そして橘樹郡衙を望み、また矢上川を使った水上交通のための川津や

それに伴う保管施設としての倉庫群やおそらくそこで働く人々が生活したであろういくつかの

集落を眺める、当時駅路を歩いて橘樹郡に来た人々はこのような光景を見たのではないかと想

像してみると、古代橘樹郡の中心地としてのこの地域をより理解していくことができるだろう。

最後に、本稿では橘樹郡衙及びその周辺における調査成果を最大限利用して論じてきたもの
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第19図橘樹郡衙とその周辺における古代の景観
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の、調査成果自体非常に限定的なものが多く、推測に推測を重ねてしまった部分が多いと筆者

自身反省している。しかし、橘樹郡衙の調査･研究が本格的にスタートして約20年、最初は点

としてしか捉えられなかった遺跡がようやく面的に広がりをもったものとして捉えることが可

能な段階になってきたとの思いが強い。発掘調査等で得られた情報をしっかりと認識していく

ことが中心であったこれまでの橘樹郡衙の研究が、今まで蓄積された成果を基に、いよいよ考

察や解釈を加えていき歴史の復元を試みていく段階に入ってきたと考える。当然、全ての基本

となる地道な調査・検討がなされていてこそではあるが、今後も橘樹郡衙について様々な角度

から検討し、橘樹郡衙の正しい姿を明らかにしていく努力をしていきたい。

末筆になりましたが、本稿をまとめるにあたって、発掘調査の事実確認について貴重なご教

示をいただくとともに、図の掲載について快く了承をいただきました相原俊夫、碓井三子、大

坪宣雄、河合英夫、小池聡の各氏、挿図作成などで多大なご協力をいただいた藤田征史氏に、

心から感謝申し上げる次第です。

なお、本稿3は『十三菩提遺跡第8地点｣、本稿4は『子母口植之台遺跡第4地点」において

筆者が報告した内容について再考したものである。

一
王

一
三
口

(1) 橘樹郡衙については、郡衙発見以前に統一的な遺跡名称がなく混乱が生じていたことから、川崎市教
育委員会は橘樹郡衙推定地確認調査事業の実施に際して遺跡名を「千年伊勢山台遺跡」とした。本稿は
橘樹郡衙について検討したことから、より分かりやすいように千年伊勢山台遺跡については全て橘樹郡
衙と表記した。

(2) 影向寺境内及びその周辺においては古くから数多くの発掘調査が実施されてきたが、統一的な遺跡名
称がなく調査・研究に際し混乱が生じていたことから、川崎市教育委員会が「影向寺遺跡」と名称を統
一し、過去からの調査順に第1～12次調査とした。

(3) 川崎市高津区子母口植之台地区では過去に数回発掘調査が実施されているが、統一的な遺跡名称がな
く混乱を生じていたことから、川崎市教育委員会が遺跡名を「子母口植之台遺跡」とした。ただし、す
でに遺跡名のあった「蓮乗院北遺跡」 「植之台遺跡」については、この名称が定着しており、名称の変
更によりさらなる混乱をもたらす恐れがあったことから、そのままの名称としている。本稿では、遺跡
全体を示す場合には「子母口植之台遺跡」とし、個々の遺跡内容を指す場合には個々の遺跡名を用いて
いる。

図版出典

図3．5川崎市教育委員会2008を改変 図4河合ほか2000を改変
図8伊東・北村ほか1996、伊東・小林・杉本1997より転載
図11 栗田・藤田2008を改変 図12樋口・麻生1968より転載
図14戸田・河合ほか2005を改変 図16浅川・河合ほか1987より転載
図17． 18栗田・藤田2009より転載 図19栗田・藤田2009を改変
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出浦崇2007 『三軒屋遺跡I－上野国佐位郡衙正倉跡の調査一』伊勢崎市教育委員会文化財保護課
戸田哲也・河合英夫ほか2000 『川崎市高津区千年伊勢山台北遺跡調査報告書」千年伊勢山台北遺跡調
査団

戸田哲也・河合英夫ほか2004a 『武蔵国橘樹郡衙推定地千年伊勢山台遺跡一第7次発掘調査報告書一』
川崎市教育委員会

戸田哲也・河合英夫ほか 2004b 『武蔵国橘樹郡衙推定地千年伊勢山台遺跡一第8次発掘調査報告書一」
川崎市教育委員会

戸田哲也･河合英夫ほか 2005 『武蔵国橘樹郡衙推定地千年伊勢山台遺跡一第1～8次発掘調査報告書一」
川崎市教育委員会

戸田哲也･河合英夫ほか2007 『川崎市宮前区影向寺遺跡第12次調査発掘調査報告書』宗教法人影向寺・
玉川文化財研究所

戸田哲也・小山裕之・赤間和重 1998 『川崎市子母口植之台遺跡埋蔵文化財発掘調査概要」子母口植之
台遺跡発掘調査団

烏羽政之 1995 『中宿遺跡一推定・榛沢郡正倉跡の調査一』 岡部町遺跡調査会
烏羽政之 1997 『中宿遺跡Ⅱ一推定・榛沢郡正倉跡の調査一」 岡部町遺跡調査会
中島広顕2000 「武蔵国豊島郡衙の正倉一御殿前遺跡一」 『郡衙正倉の成立と変遷』奈良国立文化財研究
所

樋口清之・麻生優 1968 『野jl l南台団地埋蔵文化財調査報告一十三菩提遺跡一」野川南台団地埋蔵文
化財調査団

樋口清之・麻生優 1971 「十三菩提遺跡」 『埋蔵文化財調査報告』2神奈川県教育委員会
藤枝市教育委員会・藤枝市郷土博物館管理課編 1993 『復原され奈良・平安時代の郡役所駿河国『志太
郡衙跡」－史跡志太郡衙跡保存整備事業報告書一』
古江亮仁 1968 「先史時代及び古代」 「川崎市史』 川崎市
松井一明 2006 「官衙の地域色と集落」 『静岡県考古学会2005 (平成17)年度シンポジウム古代の役所
と寺院」静岡県考古学会

三輪善之助 1922 「影向寺域発見瓦」 『考古学雑誌』第13巻第2号日本考古学会
村田文夫2001 「影向寺趾に関する発表へのコメント」 『かながわの古代寺院研究の成果と課題」神奈
川県考古学会

村田文夫2007 「武蔵国橘樹郡衙の郡庁域に関する一考察」 『東国史論』第21号群馬考古学研究会
持田春吉・東原信行・北原勝司 1973 『川崎市野川十三菩提小松原遺跡発掘調査概報』高津区図書館友
の会郷土史研究部

吉野真由美2003 「川崎市高津区千年-1遺跡採集の瓦塔について」 『川崎市市民ミュージアム紀要』第
16集川崎市市民ミュージアム
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横浜考古学研究会とその会員

岡本孝之

はじめに

1．活動歴

3．池田健夫

5．斎藤房太郎

まとめ

2．石田武雄と清水裕

4．尾形順一郎と松下胤信

6．高橋正人

はじめに

1920～30年代（昭和初期）に横浜で考古学活動を活発におこなった横浜考古学研究会につ

いて、今はどれだけの人が知っているのであろうか。今、横浜を冠する考古学研究会は存在し

ない。横浜に住む私にとって、まだ全貌を知りえないが、活動の様子と会員についてまとめて

おきたいと思う。 『丘の上』という会誌を15号まで1928年から1937年までの間に刊行してい

るが、 13号と14号は未刊で欠号となる。神奈川県立図書館には第15号だけが納本されていた。

今回の検討に際しては、会員の清水裕氏の遺族が神奈川県立博物館に寄贈した資料群（神奈

川県立博物館1977）の複写を活用した。しかし『丘の上」の3．4．6． 11 ．12号は未見である。

6号と11． 12号は酒詰仲男氏らの弓|用文献に出てくる。会誌発行の中心的役割を担った池田健

夫氏も2006年に亡くなり、独立行政法人東京国立博物館に資料が寄贈されたという。以下、敬

称を省略する。

1．活動歴（第1 ．2図、第1 ．2表）

活動歴を第1表のようにまとめてみた。関東学院の中学生（現在の高校生）を中心に結成さ

れた組織で機関誌『丘の上」 （第1 ．2図）を刊行した。

関東学院における考古学活動には講師として指導した石野瑛の役割があり、第一世代の石田

武雄、清水裕らがいて、石田らは微古会を組織していたし、武相考古会にも入会していた。神

奈11 1第二中学校には教員として谷川磐雄や石野瑛がいて学生考古会も組織されていたが（大場

1975)、まだ相互の連絡はなかったようである。

石田や清水は、弘明寺瓦を出土し、土師器の製作遺跡として知られた南区永田の東台遺跡の

調査を始めた人物として石野瑛の報文に出てくる（石野1927、岡本ほか2001)。東台遺跡は弥

生時代中期後半～後期の遺跡としても知られ、後に斎藤房太郎が森本六雨を案内し、採集土器
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第1表横浜考古学研究会のあゆみ

1922年大正11年ごろ

1923年 春

石田武雄、森大塚踏査

微古会結成石田武雄、古田新一郎、中山晋、本貞和夫、中山昇三、益川肇

石田・古田、武相考古会に入会

仏向貝塚、大曽根の横穴調査

11日 石田・清水、根岸坂ノ台踏査

末 根岸坂ノ台へ教練石斧など採集（戸根木亀之助配属将校・清水裕）

24日 東台製陶所遺跡の調査（清水裕）

25日 東台製陶所遺跡の調査（清水裕・石田武雄）

26日 東台製陶所遺跡の調査（清水裕・石田武雄と石野瑛）

10日 石野瑛「大岡川村永田は古代の製陶所」貿易新聞に発表

末 池田健夫、戸根木と話す

末 戸根木、池田に研究会結成を提案

池田、八王子史談会の展覧会を見学木下止好、小松茂盛、安西英夫を知る
下旬池田、戸根木、久保田誠吾、伊沢南海男ら、八王子史談会の木下止好訪問

20日 横浜考古学研究会創立戸根木を会長とする、関東学院の同好者8名

第1回遠足弘明寺在六シ川の貝塚 10名参加

18日 先輩石田武雄入会（戸根木会長紹介）

会員29名

末 根岸坂の台貝塚（第2回遠足か） 中川一郎、池田に手ほどき

13日 先輩清水裕入会（石田紹介）

16日 「丘の上』倉|｣刊号30p刊行
7日 清水、根岸加層の新井氏宅五輪塔など調査

『丘の上」第2号刊行予定とするが池田が病気のため1カ月半休み延期となる
29日 戸根木大尉の送別会を戸根木宅にて開催

10日 戸根木、連隊に復帰

10日 『丘の上」第2号31p刊行
藤森栄一入会（戸根木紹介）

関東学院理工部にて展覧会を予定

3日 尾形順一郎（横浜史料係）入会、松下胤信入会（尾形紹介）
「丘の上』第3号刊行

3日 高橋正人（慶応大学医学士）入会

「丘の上』第4号刊行

2日 八幡一郎入会

「丘の上』第5号40p刊行
5日 桜ケ丘貝塚第1回発掘（池田1931）

9日 桜ケ丘貝塚第2回発掘（池田1931）

20日 桜ケ丘貝塚第3回発掘（池田1931）

17日 桜ケ丘貝塚第4回発掘（池田1931B)

24日 桜ケ丘貝塚第5回発掘（池田1931B)

3日 桜ケ丘貝塚第6回発掘（池田1931B)

「丘の上』第6号刊行

18日 池田、橘樹考古学会の岡栄一訪問

4日 桜ケ丘貝塚第7回発掘（池田1931B)

2日 池田、中須治五郎を訪問

4日 池田、中須と中村茂を訪問

12日 第1回陳列会の案内状30枚印刷発送

15日 第1回陳列会準備

16日 第1回遺物陳列会開催（池田宅）
17日 第1回遺物陳列会開催（池田宅）

高橋正人、中川一郎、中須治五郎、岡栄一、吉野清之輔、内芝正彦、
尾形順一郎、沢野六郎、清水裕、久保田誠吾

『丘の上」第7号40p刊行
30日 ハ幡一郎、横浜貿易新報に折本貝塚発掘の記事

2日 池田、折本貝塚発掘に参加（～4日）

『丘の上』第8号24p干|｣行
橘樹考古学会廃会

『丘の上』第9号18p刊行
12日 池田と清水、石田宅訪問し原稿依頼

『丘の上」第10号34p刊行
『丘の上」第11号刊行（12月か）

21日 斎藤と稲荷山貝塚池田は斎藤兄とする
9～16日稲荷山貝塚発掘（横浜考古学研究会第2回発掘会）

19日 稲荷山貝塚発掘（横浜考古学研究会第2回発掘会）
『丘の上』第12号刊行

28日 森本六爾『丘の上』 12受け取る（池田が送付） （『考古学』6－3編集所日記）
『丘の上』第15号12p千|｣行
慶応商工学校の史学会と横浜市稲荷山貝塚を発掘予定（『貝塚」6）

年
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第2表『丘の上』目次

第1号1928年3月 30p 第1号目次

本誌発行に付ての会則の一部

巻頭言

東台製陶所に就て

紀元節に因で

石器時代に於ける東西文化

切抜帳より
編輯報告

池田健夫

石田武雄

中川一郎

池田健夫

中川一郎

戸根木亀之助・池田健夫

１
妬
羽
卯

第2号目次

称名寺を中心とした一地域の有する史的価値の概要

東台遺跡出土品（見取図）

大略打製石斧の形状

東台遺跡出土品（見取図）其の二
根岸加層出土の五輪塔と板碑
最近乃ニュース

会員名簿

第2号編輯報告

第2号1928年8月 31p
l

l5

20

22

25

石田武雄

石田武雄

久保田誠吾

戸根木亀之助
清水裕

池田健夫

第5号1930年8月 目次

「告」

上沼部貝塚（其二）

帷子渓谷に於ける貝塚の研究

史蹟と名勝を訪ねて其の一
市場の一里塚

宿題土偶並びに人面把手に就て

編輯後記

本会の歴史

「おわび」

40p

高橋正人

松下胤信

清水裕

池田健夫

池田健夫

１
羽
拠
邪

桜ケ丘出土の大諸磯式土器

「東台製陶所遺跡に就て」 （再録）
池田健夫第6号1931年4月

石田武雄

表紙説明

東山竪穴群に属する一遺跡の報告其一

桜ケ丘貝塚

桜ケ丘貝塚に就て
小記

編輯後記

第7号1931年9月 伽
１
８
９
６
８

４
１
２
３
３

高橋正人

池田健夫

清水裕

表紙説明

目次

編輯後記

神奈川県橘樹郡日吉村日吉台に4箇所の小貝塚を発見す
新郷貝塚を掘る（其一）

折本貝塚を掘る（其一）

「丘の上」所感

第8号1931年12月 24p

高橋正人

高橋正人

池田健夫

清水裕

１
５
２
１
２

表紙説明

目次

橘樹考古学会並に同会誌の廃会廃刊を惜しむ
北海道石狩国小樽市富岡町より出土せる石器時代遺物に就て
土器石器保存法一考

折本貝塚を掘る（其二）諸磯式第三号・土器
編輯後記

第9号1932年10月 18p

高橋正人
中村茂

1

11

14 池田健夫

霞ケ丘に捧ぐ

お願い

「丘の上」の5周年を迎えて（微古会の追想）
私の考古学入門
新郷村東貝塚を掘る（其二）

汐見台横穴群に就て
創立満五年を迎ふ
編輯後記

｢丘の上」生第10号1933年1月 34p

石田武雄

清水裕

高橋正人

西岡秀雄
池田健夫

１
６
９
Ⅲ
羽

武蔵国橘樹郡旭日村上末吉貝塚出土の打製石斧に就て守田文彦第11号1933年11月

第12号1935年12月 池田健夫・斎藤房太郎・佐藤陽之助神奈川県横浜市中区稲荷山貝塚発掘調査概報
斎藤房太郎 文献に現はれたる武蔵久ケ原貝塚
池谷健治 横浜市鶴見区下末吉（|日旭村）小仙塚貝塚出土の骨角器に就て
池田健夫

斎藤房太郎
横浜市神奈川区篠原町富士塚貝塚報告第15号1937年12月 12p

が実測されて東京考古学会の『弥生式土器集成」 （東京考古学会1938）に掲載される。

二人は関東学院の考古学活動が第二世代（3年後輩）の池田らによって横浜考古学研究会と

してまとまると、早速入会し、石田は東台の資料報告を『丘の上」第1号と第2号に載せる
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（第3図)。第1号はおそらく蒟蒻版印刷によるものと思われ鮮明ではない。第6号に再び掲載

されるが未見である。

池田が会を始める直接の契機には、陸軍から派遣された戸根木亀之助大尉の役割が大きい。

長野県の出身らしく藤森栄一を紹介、入会させている。 1930年に台湾歩兵第2連隊に移る（『丘

の上』5)｡ l937年には愛媛県道後町に住む（関東学院撒攪会1937)。

『丘の上」の目次をまとめてみた（第2表)。 15号の予告には13号は篠原貝塚、 14号は桜ケ

丘貝塚の報告として計画されていたが、刊行にはいたらなかった。

池田健夫の第1号掲載の「巻頭語」を示す。

「思えば創立以来半年以上になる。それにまだ遠足十二回したきりであった。今回始めて

先輩諸氏の助けによりまして、雑誌創刊号を出すことの出来ることは真に之が会の経営者と

して喜ばしいことである。

抑、本会は学業の余暇に於ける考古学研究の一機関であって、殊に先史時代と原史時代と

の人類の物質的遺物を研究し、古代風俗、習慣、工芸、宗教、文学等攻究し、これが学問を

世に普及せしむことを以て我が研究会の使命とするのである。

爾来事業は何も出来なかったとは云え、常に或る何物かを求めて行くならば我々が集の将

来は、決して心配ないと確く信ずるのである。で力は足らぬながらも此の如き粗末な形式の

雑誌を発行したいと思います。どうぞ諸賢の奮発を望む次第であります。

－終り 昭和3年3月16日 （木）－」

「本誌発行に付ての会則の一部」が第1号表紙裏に目次の下段に示されているので、これも

転載する。

「本誌発行に付ての会則の一部」

一、本会の名称を横浜考古学研究会とす。

一、本会は学業余暇に於て郷土史殊に考古学を研究し、其の趣味を普及するを以て目的と

す。

一、本会は研究の為遠足見学会合等を催す。

なお、中川一郎、久保田誠吾、今泉秀雄、池田健夫、勝見、若松、伊澤南海男、川上、神保

が当初の会員であった。

2．石田武雄と清水裕（第3図、写真1、第3．4．5表）

石田と清水は、 1926年3月に関東学院を卒業するので1908年生まれであろう。石田は東洋大

学に進学し、 1937年には横浜市立吉田小学校の教員としてある（関東学院撒攪会1937)。清水

は横浜市立教員養成所に進み、 1928年には鶴見区豊岡小学校に勤務する。 1937年には神奈川区

子安小学校にいた（関東学院撒攪会1937)。東台遺跡調査は関東学院卒業直後のことであった。
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第3表石田武雄年譜

誕生（池田健夫より3年上級）
森大塚踏査
徴古会結成
石田と古田武相考古会入会
仏向貝塚、大曽根横穴
坂ノ台貝塚踏査清水と
根岸坂ノ台へ教練石斧など収穫
関東学院卒業（関東学院1937）清水裕と同級
東洋大文科入学
清水裕と東台調査（石野瑛1927）
石野と東台調査

1908年か

14歳1922年ころ大正11年
15歳 1923年大正12年 春

17歳
18歳

年
年
５
６
２
２
９
９
大正14年 2月
大正15年 2月

3月

4月
12月
12月

旧
末
日

１

１

日
日

５
６
２
２

横浜考古学研究会入会
「丘の上」創刊号「東台製陶所遺跡に就て」
『丘の上」2 「称名寺を中心とした一地域の有する史的価値の概要」
「東台遺跡出土品（見取図)」
東洋大文科卒業（推定）
『丘の上』6 「東台製陶所遺跡に就て」 （再録）
池田と清水、石田武雄訪問
『丘の上』 10 「｢丘の上」の5周年を迎えて（徴古会の追想)」
早川（中山）昇三没（明治薬專卒） （関東学院撒攪会1937）

20歳 1928年 昭和3年 月
月
月

１
３
８

日
日
日

８
６
０

１
１
１

歳
歳
歳
歳

２
３
４
５

２
２
２
２

1930年
1931年
1932年
1933年

昭和5年
昭和6年
昭和7年
昭和8年

3月

4月

11月
1月

4月

12日

29日

卒業生名簿吉田小学校（関東学院撒攪会1937）磯子区磯子町
共進中学校（共進中学校1996）
共進中学校副校長（『横浜市教職員録」 1950）磯子区森町
共進中学校離任（共進中学校1996）
共進中学校校長となる（『南区の歴史」 1976p306)
関東学院撒攪会教員の会（於コベルホール）
共進中学校離任（『南区の歴史』 1976p306)
共進中学校の東台遺跡出土品（『南区の歴史』 1976p23)
『関東学院百年史』編集委員会の招待リストにあり

29歳

39歳

42歳
49歳
53歳
60歳

1937年
1947年
1950年
1957年
1961年
1968年

昭和7年 11月
昭和22年 4月
昭和25年
昭和32年 10月
昭和36年 9月
昭和43年 6月

8月
昭和51年
昭和59年 10月

30日

31日

1日

22日

31日

歳
歳
８
６
６
７

1976年
1984年 6日

第4表清水裕年譜

誕生（池田健夫より3年上級）
父は三河出身で瓦商人「郷土研究とよおか」
坂ノ台貝塚踏査石田と
根岸坂ノ台へ教練石斧など収穫
関東学院卒業（関東学院撒攪会1937）
市立教員養成所入学
東台遺跡調査（石野瑛1927）
石田と東台調査（石野瑛1927）

1908年か
(清水1929）

17歳

l8歳

1925年

1926年
年
年
４
５
１
１
正
正
大
大

2月

2月末
3月

4月
12月

12月

11日

1日

日
日

４
５
２
２

1928年 昭和3年 2月 13日 横浜考古学研究会入会
4月 豊岡小学校着任
5月 7日 （日）根岸、加層台で五輪塔と板碑調査
7月 29日 （日）戸根木亀之助大尉送別会
8月 10日 『丘の上』2刊行「加曽出土の板碑」

1929年 昭和4年 3月 10日 市場の一里塚調査
豊岡小学校（鶴見区）勤務

3月末から4月初め桜ケ丘貝塚調査
6月以降 「郷土研究とよおか』

鶴見の郷土史をまとめる予定（清水1929『郷土研究とよおか』）
1930年 昭和5年 8月 『丘の上』5刊行「市場の一里塚」
1931年 昭和6年 8月 14日 横浜考古学研究会陳列会に貸出

8月 17日 池田宅で陳列会見学
9月 『丘の上』7刊行「桜ケ丘貝塚に就て」
12月 『丘の上』8刊行「丘の上所感」

中区翁町2丁目に住居
1932年 昭和7年 11月 12日 池田健夫とともに石田宅へ

11月 26日 貝塚発掘
11月 27日 原稿執筆

1933年 昭和8年 1月 『丘の上」 10刊行「私の考古学入門」
1934年 昭和9年 11月 日本考古学会入会か（～1940）考古学雑誌購読
1935年 昭和10年 3月 1日 豊岡小学校離任
1937年 昭和12年 11月 1日 卒業生名簿子安小学校（関東学院撒攪会1937)中区翁町
1938年 昭和15年 1938『弥生式土器集成図録』に東台の清水裕資料を斎藤房太郎図化

20歳

21歳

歳
歳
２
３
２
２

24歳

歳
歳
歳
歳
歳

５
６
７
９
０

２
２
２
２
３

豊田小学校勤務（豊田小学校1991）
豊田小学校（『横浜市教職員録』 1950)
三殿台発掘に参加（豊田小学校1991）
豊田小学校離任（豊田小学校1991）
関東学院撒攪会教員の会（於コベルホール）記念写真
亡くなる横浜市戸塚区矢部町

1945年昭和20年
1950年昭和25年
1961年 昭和36年
1964年 昭和39年
1968年昭和43年
1976年昭和51年

歳
歳
歳
歳
歳
歳

７
２
３
６
０
８

３
４
５
５
６
６

月
月
６
３

22日

5日

『神奈川県立博物館年報」昭和51年度（清水資料の寄贈記事）
『郷土研究とよおか」復刻（神奈川県立図書館）

年
年
７
２
７
９
９
９

昭和52年 8月

平成4年 7月
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写頁1 関東学院撒犢会教員の会記念写真（1968年）前列左から二人目が清水裕

束台遺跡は石野瑛により弘明寺瓦

などの出土地としてとりあげられる。

石田の報告には中期弥生土器が描か

れ、後に森本六雨の踏査が実施され

ている。弘明寺の北側の六ツ川の谷

の北側の丘陵先端にあり、環壕集落

の存在も考えられる立地にある。

石田武雄は、戦後1947年には南区

共進中学校の教員となる（第3表)。

1950年は副校長であり、一時異動で

離れるが1961年には校長として同じ

中学校に戻る。 1968年に離任、退職

する。 1976年にまとめられた『南区

の歴史」には共進中学校には東台遺

跡採集の瓦などがあると記載されて

いる。これは石田の採集であろうと

思われるが、いまは所在不明である

という （田代昭夫氏教示)｡石田の名

は「関東学院百年史」編修委員会（関

第5表清水裕寄贈資料

横浜市中区

横浜市南区

横浜市南区

横浜市磯子区

横浜市磯子区

横浜市磯子区

横浜市磯子区

横浜市鶴見区

横浜市鶴見区

横浜市鶴見区

横浜市鶴見区

横浜市鶴見区

横浜市鶴見区

横浜市鶴見区

横浜市鶴見区

横浜市港北区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市戸塚区

横浜市金沢区

横浜市金沢区

横浜市金沢区

横浜市金沢区

横浜市金沢区

海老名市

川崎市

北海道室蘭市

蛆
８
５
３
８
６
趾
３
１
２
４
９
咽
肥
田
Ｍ
５
７
Ⅲ
吃
旧
閉
記
刀
朋
羽
刈
犯
羽
型
６
２
４
Ⅳ
’

元町増徳院裏山貝塚

永田町東台

永田町東台

弘明寺

根岸加層板碑

根岸坂の台貝塚

岡村町三殿台

東寺尾桜ケ丘貝塚

三ツ池宝泉寺裏山貝塚

上末吉町

上末吉町三ツ池貝塚（小仙塚）

上末吉町三ツ池貝塚

北寿町別所

東寺尾

寺尾

新羽町

田谷町字堀の内千秀小学校前台地

小雀町小雀神社前

上倉田

下倉田

飯島町飯島トネ谷

飯島町（長谷）

飯島町貝殼谷

上矢部松尾神社附近

飯島町飯島広ヶ谷（小塚）

原宿

金沢寺前

青ヶ台青ヶ台貝塚

野島野島貝塚

称名寺貝塚

金沢町称名寺

国分寺相模国分寺跡
菅寺尾台

外祝津字エトモ

南区

北寺尾町

番号は県立博物館資料による
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東学院1984）の招待リストにある。学院史作成に協力したものと思われる。没年は未確認であ

る。

清水裕は、 1945年には戸塚区の豊田小学校に勤務する（第4表)。 1964年に離任する。その

間、 1961年の三殿台遺跡の発掘に参加している（豊田小学校1991)｡しかし、 『三殿台』の参加

者名簿にはない。

神奈川県立歴史博物館におられた川口徳治朗から清水の写真（写真1）の提供をうけた。 1968

年の関東学院撒攪会教員の会の集合写真は、清水らの退職を祝う会らしく未確認だが石田もと

もにいるものと思われる。 1976年3月5日に68歳で亡くなり、書籍、考古資料、化石資料な

どは神奈川県立博物館に寄贈された（神奈川県立博物館1977)。一覧には土錘1点他6件178

点とある。企画展などに展示されているが、 リストなどはまだ公表されていないので示してお

きたい（第5表)。

考古資料だけでなく化石にも関心があり、神奈川県立博物館の松島義章とも交流があった。

長沼層産貝化石（キララガイの一種） 2点他51種376点、長沼層産シカの角化石1点、小柴層

産サメの歯化石6点を寄贈している（神奈川県立博物館1977)。

なお、石田らの仲間であった早川（中山）昇三は、 1933年に25歳で亡くなっている（関東

学院撒攪会1937)。明治薬專を卒業していた。

3．池田健夫（第6表）

池田健夫について江坂輝弥から横浜の歯医者であると教示されていた。関東学院撒攪会の卒

業生名簿に1929年卒業で東京歯科医師専門学校に進学し、中区境谷で歯科医院を開業している

とある（関東学院撒攪会1937)。戦前の『神奈川県歯科医師会員名簿』 （神奈川県歯科医師会

1942）にもあり、明治12年生まれの池田徳太郎が歯科医師会長となっており、父親と思われる。

弟嘉夫も歯科医師となって、境ノ谷で開業している。関東学院の卒業が1929年であり、石田ら

とは3年後輩となるので、 1911年生まれと仮定してみた。

池田は、研究会結成にむけて戸根木亀之助大尉と相談している。八王子史談会の展覧会（陵

東土俗研究会第1回展、椚1996）を見学し、木下止好、安西英夫（1888～ ）、小松茂盛（1898

～1968） らを訪問して教えを受けている。川崎市溝口の医師、岡栄一（1903～1964)の橘樹

考古学会とも連絡を取り合い、相互の展覧会や講演会に出席している。また、突然の橘樹考古

学会の廃会には驚きの声明を発表している（『丘の上』9)。

1931年8月16日と17日に池田の自宅で開催された第1回遺物陳列会には、高橋正人、中川

一郎、中須治五郎、岡栄一、吉野清之輔、内芝正彦、尾形順一郎、沢野六郎、清水裕、久保田

誠吾らが訪れた。岡と吉野は橘樹考古学会会員、内芝は東京高等学校学生である。

1927年に南区六シ川貝塚、 1928年に中区坂ノ台貝塚、 1930～1931年に鶴見区桜ケ丘貝塚、
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第6表池田健夫年譜

誕笙~(蓮罰一J
関東学院入学
池田、戸根木亀之助大尉と話す

１
４
７

１
２
２

９
９
９

１
１
１

歳
歳
３
６
１
１

大正13年
昭和2年 2月 末

4月 末

夏期休暇
7月 下旬
9月 20E
1月
3月 16E

戸根木、池圧

池田、八王子

農澤舌錆
第1回遠足会
『丘の上」倉！

に研究会設立を
史談会展覧会屍

馨書壹梺音
六ツ川貝塚⑦

「巻頭言」 「石器時代に於ける東西文化」 「編輯報告（戸根木と共著)」
6月 池田、病気で1ケ月半休む 『丘の上』2の干|｣行が遅れる
7月 29日戸根木亀之助大尉の送別会
8月 10日 『丘の上」2刊行

18歳 1929昭和4年 2月 『丘の上』3刊行
3月 1日 関東学院卒業（関東学院1937）第6回卒業生
4月 東京歯科医師専門学校入学
8月 「丘の上」4刊行

19歳 1930昭和5年4月 上旬八幡一郎を訪問根岸町競馬場附近貝塚採集の顔面把手を示す（八幡1930)
4月 2日 八幡入会
8月 『丘の上』5刊行「本会の歴史」
11月 5日 桜ケ丘貝塚第1回発掘
11月 9日 桜ケ丘貝塚第2回発掘
12月 20日 桜ケ丘貝塚第3回発掘

20歳 1931 昭和6年 1月 17日 桜ケ丘貝塚第4回発掘
1月 24日 桜ケ丘貝塚第5回発掘
4月 3日 桜ケ丘貝塚第6回発掘
4月 『丘の上』6刊行「桜ケ丘出土の大諸磯式土器」
5月 18日 橘樹考古学会訪問
6月 4日 桜ケ丘貝塚第7回発掘

[． J L

1931年に港北区折本貝塚、 1934年に南区稲荷山貝塚、 1936～37年に港北区富士塚貝塚を発掘

し、ほかに港北区篠原貝塚を発掘している。

1937年2月とされる岡村三殿台貝塚の発掘で酒詰仲男が残した写真（写真2）がある（酒詰、

1967、国学院大学2005.2006、板橋区郷土資料館2009)。芹沢長介が撮影したもので斎藤房太

郎がいる。この写真は『貝塚に学ぶ』 （酒詰1967）にも掲載されているが説明がなかった。大
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場磐雄の写真資料（国学院大学2005･2006)には、斎藤と酒詰が示されていただけであった。

昨年の特別展「貝塚に学ぶ」では1937年1月31日に酒詰仲男は斎藤房太郎、芹沢長介、池田

健夫と三殿台貝塚を発掘しているとその写真説明にあったが（板橋区立郷土資料館2009)、原写

真には池田健夫令弟とあった。写真3の右側が酒詰であるので、左の手前が斎藤、中央奥が池

田令弟となるのであろう。弟嘉夫も考古学に関心をもっていたことになる。

戦後は横浜を離れて埼玉県狭山市に移る。学校歯科医として功績があり、狭山市の市政功

労者となったが、埼玉県では考古学活動を行っていないようである。 2006年7月に95歳で亡く

なり、葬儀には狭山市長も出席した。横浜での活躍は1927年から1937年までの11年間であっ

た。稲荷山貝塚出土の土偶を国立博物館に寄託していた関係から遺品が国立博物館に移された

（望月幹夫氏教示)。

4.尾形順一郎と松下胤信（写真2､第7．8表）

尾形順一郎については石野瑛の紹介がある（石野1927)。写真は板橋区郷土資料館2009に白

髭姿のものがある（写真2)。晩年に故郷に帰ろうとしたが果たさず、 1954年8月19日に77歳

で亡くなった（第7表)。

「尾形順一郎氏は明治9年9月10日を以て山形県坂田町浜畑町に生まれた人である。代々地

頭をした家で仙台は尾形衛門という。明治25年相続上の煩を避けて北海道に渡ったが、同27

年父衛門氏が台湾に戦没されるに及んで、氏は北海道師範に入り業を終えて最初に教職に就い

たのが、古代文字で有名な手宮の洞窟の真上の分教場であった。其処で1個の石器を拾われた

のが採集の第一歩であった。この分教場に居ること3年の後、天塩の増毛に4年、その間諸所

に採集を試み又アイヌ民族に就いて観察して手宮文字や環状石離は旧アイヌ族とは関係の無い

ものであるとの論を作った。後本州に帰り奥羽地方や関東地方の遺跡を訪れて遺物を採集され

た。氏は一度実業界に転じ大いに為すあ

写真2史ヶ丘貝塚の酒詰仲男と尾形順一郎
転じて、東京人類学会に1916年40歳の

（板橋区郷土資料館2009）
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第7表 尾形lll目一郎年譜

縦雛艦9月 10百~里蕊奮震毒碧蕊彌馬~宿鰄了而壱一
1904明治27年 父衛門が台湾にて戦没北海道師範に入る（石野瑛1927)

小樽手宮分教場石器を採集する 3年（石野瑛1927）
天塩の増毛4年（石野瑛1927）
本州に帰り実業界に転ずる（石野瑛1927）

1916大正5年 12月 15日 東京人類学会入会（松村暗紹介） 「人類学雑誌』31－12
府下荏原郡下目黒村字烏森北垣別邸内

1918大正7年 6月 30日 谷川と阿部、尾形順一郎を訪問（大場1975『楽石雑筆』pl3)
1919大正8年 2月 府下荏原郡目黒村大字下目黒731 （｢人類学雑誌』34－2）

8月 府下荏原郡大井町東京毛織株式会社女工寄宿舎事務所内
（『人類学雑誌』34－8）

1921大正10年12月 横浜市中村町字池ノ下市営住宅76号（『人類学雑誌』36-9～12)
1922大正11年 武相考古会入会（『武相研究』3）
このころからか 横浜に於いて啓蒙の任にあたる（石野1927「趣味の考古学｣）

1923大正12年3月 11日 大場磐雄、石野瑛と三殿台貝塚踏査（大場1975)
9月 1日 関東大震災

1925大正14年10月25日 （日）人類学会千葉県犢橋貝塚遠足会に参加（｢人類学雑誌』40-12）
1926大正15年5月 9日 人類学会千葉県姥山貝塚遠足会に参加（大場1975）
1927昭和2年 3月 14日 南太田町富士見耕地でヘラシカ出土

石野瑛1927「武相考古関係の会」 『趣味の考古学』に紹介される
1928昭和3年 9月 東漸寺貝塚調査（尾形・松下1930)

12月 2日 武蔵野会を石野瑛とともに横浜、弘明寺などを案内（武蔵野会1929）
1929昭和4年 1月 3日 横浜考古学研究会入会（横浜史料係とある）同時に松下胤信を紹介

4月 20日 史前学会会員（『史前学雑誌』 1-2)

歳
歳
５
７
２
２

歳
歳
歳

０
１
２

４
４
４

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

４
５
６
９
０
１
２
３

４
４
４
４
５
５
５
５

月

岨
旧
泪

１ 20日 中区中村町池下

「横浜市杉田東
神奈川区北幸町

銭§,÷棗篝篝雲
1日 邸内の史ケ丘貝

板橋区立郷士
11日 武相文化協会復
灘溌駕
活第154回に参加（石野1964）

軋昭相4年度）

2．6 （松下胤信
ﾕ降の名簿にな

剛
捌
一
却
却
郷

昭和b土

濡結
沼和15』

渭和21 1

3～lb目七野に武柑関係

3～27日へラシカ角化石
30日 武相文化協会第

山一書畜茜壽謡票

度す相談（石野196

日野1964）
客員（『武相学報j

尖鵲鵠卜鮭

～
０
荊
媚j50 年5月20日

万積覆逓画]~ま

ときに入会し、 1921年、45歳で横浜に移る。このころは横浜市史料係として知られるので、横

浜市史編纂にかかわる仕事をしていたらしい。武相考古会にも入会している。 1928年12月2日

には石野瑛とともに鳥居龍蔵の武蔵野会の一行を弘明寺などに案内している（武蔵野会1929、

岡本ほか2001)。

1928年から磯子区東漸寺貝塚の調査を松下と行った。 1929年1月3日に横浜考古学研究会に

入会し、松下を紹介した。

1940年2月1日に自宅敷地内の貝塚を酒詰仲男と和島誠一が発掘しており、尾形の命名によ

り史ケ丘貝塚としている（酒詰・和島1940)。板橋区郷土資料館『貝塚に学ぶ』 （板橋区郷土資

料館2009）に写真があり、建築しようとする建物基礎が写っており （写真2)、工事により発見

された貝塚の調査であった。なお、史ヶ丘の名は地名でなく、尾形の呼称であり、遺跡名とし

ては不適当と思う。 『神奈川県貝塚地名表」 （神奈川県立歴史博物館2008)では、斎藤分町貝塚

とした。また、ヲガタヘラシカ横浜号の発見者として知られる（内田1986)｡

松下胤信は大正大学を卒業し、桑山龍進（1909～1987）と考古学仲間であったことが知られ

ているが、詳細不明である。大学の在学期間もまだ確認できていないが、桑山の1年先輩と思

われる。東京人類学会会員、史前学会会員、先史考古学会会員である。発表論文と住所の変遷

から追いかけてみたい（第8表)。

磯子区東漸寺貝塚の調査を1928年9月から尾形とともに10ケ月間に数十回実施している。
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第8表松下胤信年譜

5月 東京天頚孝套天套一直穰申込（『人類学雑誌』43－5）
9月 訴爾等頁塚而調香~mﾃ月に数10回） 『史前学雑誌』2－11928年 昭和3年

1月 3~百一積浜考古学研究会入会（尾形順一郎の紹介）
45 20百一更箭孝会会員（『史前学雑誌』 1-2)

Zr目一更箭寧套三ツ沢貝塚調査に参加（｢史前学雑誌」2-2)6月
1929年 昭和4年

｢雁字丁｢硫覇匠預げろ諸磯式遺跡の新例」 『考古学雑誌』 19－99月
癖容両君票蒔1ﾓ置砺発見地名表」 『史前学雑誌』 1－5

「横浜市杉田東漸寺貝塚の研究（1）～(3)」 『史前学雑誌』2－1 ．2．
6 （尾形順一郎と共著）

厭帝青天面三ﾜ沢貝塚発見の土偶」 「史前学雑誌」2－2
5月

桑山龍進、柴田敏夫、三浦美雄ら菊名宮谷表谷貝塚発掘（池田1935、
桑山1980）

7月

8月

1930年 昭和5年－9~月 庚京府淫原蔀宝1｢府更沢の先史遺跡」 「史前学雑誌』2－5
需匠預庁弓頁環田王而耳飾と腕飾」 『史前学雑誌』2－5
需直頑岸而百ﾌ頁塚出土の土偶と曲玉」 『史前学雑誌』2－5

10月 耐一天現雲躍が菜訪鳶~東漸寺貝塚などを案内（大場1976）
10月 砺丁｢瞑憂軍班芳而亮更時代遺物」 『人類学雑誌』45－10
11月 W1T瞑蒲寶花F画ﾁ弓著舌季的調査」 『史前学雑誌』2－6

東京人類学会会員11月
雨天両ﾗｰ雁字両砺匠F弱る三三の貝塚」 『人類学雑誌』45－12

l2月
｢莚帝寺の坂碑]『史蹟名勝天然記念物』6-4 pa26～3275月
｢武蔵国菊名宮谷貝塚調査予報」 『史前学雑誌』3－4
会報転居大阪市東区高麗橋2丁目松下善四郎方『史前学雑誌』

9月

1931年 昭和6年 9月
3－4

嚥市蘓察1T｢区篠原頁塚調査小報」 「史前学雑誌』3－5
｢宙IEが浜採集の一弥生式土器」 『考古学雑誌』21－5
天阪入引越し（松下1932. 3月）
天賑彌高霞肩2TB松下善西部万~T吏前学年報』昭和6年

1月

3月
畷蒼宙正E野浜巽見の三三の土器類」 『武蔵野」 18-6p26～aQ
天蕨市諏1｢｢医認面南浜1-17松下別荘内 『史前学年報』昭和7年

1932年 昭和7年 6月

詞E籠涯一三戸芳面調百写真を松下に提供（桑山）夏
11月

畏友桑山龍進5日1月
礦浜市甲~匡画手頁塚調査概報」 『史前学雑誌』5－21933年 昭和8年

内郷村、 三戸｢蔬署舌薙録]~『更前学雑誌」5－3吉井、江戸坂、
『著舌断斤」『史前学雑誌』6-1 p56-=58
r冥庫県同禾海罧遺跡」 『史前学雑誌』6－6 p361
｢耐震浜這靭葵筧晒茗表]『史前学雑誌』6－6 13件
天蕨帝寅匡言霞稿~r丁圓松下商店『史前学年報』昭和10年
郊雁島蔀茨和丁下甲條276『史前学年報」昭和11年
天雁蔦蔀羨禾町下甲篠276『史前学年報』昭和12年
亮更話季套套員民茗にあり （大阪) 『先史考古学』第1巻第3号5月

1月

1934年 昭和9年 11月

1935年 昭和10年
1936年 昭和11年

1937年昭和12年
3月

現在の横浜市西区久保町に住む。西区池ノ上貝塚や池ノ坂貝塚の近くである。史前学会に入会

した直後の1929年6月22日に大山柏らが行った三シ沢貝塚の発掘に参加している。さかんに

県内各地を踏査した。東漸寺貝塚の調査に関心をもった大場磐雄が約束して1930年10月5日

に横浜駅で侍合わせして松下宅を訪ね、東漸寺貝塚、杉田貝塚、称名寺貝塚などを案内されて

いる。 「白面長身の美男子」とある（大場1976pl7)。

1931年9月か、 1932年1月に横浜から大阪市に転居する。大阪市東区高麗橋の松下善四郎方、

松下商店、あるいは東淀川区豊峰町の松下別荘内などとあり、実家に戻られたのであろうか。

大阪から岡本梅林遺跡の報告をしたりするが少なく、横浜での採集遺跡の地名表を雑録という

かたちでまとめている。史前学会会員は1937年まで確認でき、先史考古学会にも参加している

が、以後の記録は確認されない。 1908年生まれと仮定して29歳である。横浜での活動は1928
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年から1931年までの4年間であった。在学期間と一致するのであろうか。

5．斎藤房太郎（写真3、第9表）

史前学会会員、東京人類学会会員、東京考古学会同人、先史考古学会会員である斎藤房太郎

の学歴は把握できない。東京都大田区の雪谷貝塚、久ケ原遺跡、下沼部貝塚、馬込貝塚などの

調査を行っている。しばしば立正大学学生の斎藤武一（1909～1996） と行動を共にし、共同し

て報告をまとめている。立正大学の展覧会(1934年2月16B)に参加し、川崎市北加瀬了源

寺前の地下式坑の発掘にも参加しているが立正大学の出身ではないという （坂詰秀一氏教示)。

その展覧会で森本六雨と出会い、自宅を訪問し、東京考古学会に入会し、雑誌『考古学」の編

集も手伝うようになる。 1934年5月26日に森本を横浜に案内して清水裕らの東台遺跡の弥生土

器を実測する。石器に関する報告もある（斎藤1934. 1937)。森本の勧めがあって1934年8月

1日に秩父の踏査を行い、縄文．弥生時代の石器や土製耳飾を紹介している（斎藤1935. 1937.

1939)｡斎藤の紹介した多頭石斧は、群馬県の川島守一を経由して江坂輝弥のもとにある（岡本

2009)｡

池田健夫と1934年6月21日から横浜市稲荷山貝塚の発掘をおこなう。池田とは、やはり立

写真3岡村三殿台貝塚の酒詰仲男、斎藤房太郎、池田健夫令弟、 （芹沢長介撮影）
（板橋区郷土資料館2009)

qワ
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第9表斎藤房太郎年譜

誕生1909年ころ
5月

1930年
5月

1月
1月 ’一百一更箭季套会員名簿（昭和5年12月31日）東京市麻布区新網町1ノ27

『人類学雑誌』46－91931年 9月

9月

9月

3月

3月 r目一更箭寧套套頁茗簿､召和6年12月31B)東京市外杉並町馬橋298
1932年

11月 3－百一天頚寧襄還足芸干葉県鰭丘崎貝塚に参加（人類学雑誌47-12）記念写真
11月

｢東京府西多摩郡増戸村網代西峯田の一遺跡に就て」 『考古学雑誌」23－5
p310～314

3月

1933年
10月

2月 16日 立正大学考古学会石器時代展覧会（『銅鐸」4）
森本、斎藤房太郎、池田健夫、岡栄一ら参加
立正大学考古学会石器時代遺物展覧会目録（｢史前学雑誌』6－2）
馬込、久ケ原庄仙、小学校付近、久ケ原貝塚、折本貝塚などの資料
を出品

2月 18日

3月 Iﾛｰ目一斎藤房太郎、斎藤武一と森本宅へ（『考古学』5－5）
5月 Iﾛｰ目一森禾宅へ東京考古学会に入会（『考古学」5－6）

21日 森本宅へ（『考古学』5－6）5月
'一百一『署舌孝J5一5編集担当者として名がでる 5－6， 5-10も5月

5月 25日 森本宅へ

而蕊蕊享言了師天~禾町4=『池田健夫､田村宗順の弥生式士5月
1934年

27日 森本らと久ケ原遺跡へ5月
28日 森本宅へ5月
2･5･7B｣b茄瀬了源寺前地下式坑発掘に参加（『銅鐸」4)6月

｢関東『て於ける弥生式石器資料(1)」 『考古学」5-6 pl75～1776月

6月
6月 ZT百一恋函~ど稲荷山貝塚池田は斎藤兄とする
8月

…ご~IF目~稲荷画頁塚発掘(横浜考古学研究会第2回発掘会）
Fﾛｰ目一稲荷画頁塚発掘(横浜考古学研究会第2回発掘会）
12月 「雨荷田貝塚J『丘の上』 12 （池田健夫、佐藤陽之助と共著）
末 簡野啓氏から下沼部貝塚調査依頼（斎藤1937）
12月 言吏箭苧套套頁茗簿~『昭和~9~年12月1日）東京市大森区堤方町1001
1月 1日 「神奈川県横浜市中区稲荷山貝塚発掘調査概報」 『史前学雑誌』7－1

（池田健夫、佐藤陽之助と共著）
1935年

1月 「斎宝県晉野面薪笄田王の土製耳飾」 「史前学雑誌」7－1
12月 示下支厭匠現ぼ詞泥再武蔵瓦夛原貝塚」 『丘の上」 12 （杉山貝塚目録）未見

1月 22日森本六爾没（32歳）鎌倉市
1936年

12g 25日 東台原稿（数年前東台調査）

'月 ，1日鶇壽殿台貝塚土器出土状態写真酒詰仲男､池田健夫令弟､芹沢長
（国学院『大場磐雄写真資料｣） （板橋区立郷土資料館2009には2月
とある）

3月 5~百一『盃蔵馬込貝塚出土の繊維土器」 『先史考古学』 1－2

3~同一ZG－『秩父石冠・下沼部原稿
先史考古学会会員氏名にあり （東京市） （｢先史考古学」第1巻第3号

3月
5月）

1937年

5月
6月

｢時宝凛萩交郡瓦那祠出土の石冠」 「史前学雑誌』9－36月
”･三尿 『丘 一卜． 日日12月

12月
『弥生式土器集成図録」 1938
東台の清水裕資料を図化森本六雨は田村氏資料を図化1938年

雨~需著舌寧套冨面孫套~同天賎田芳朗1982『考古学の殉教者｣。1月

耐て『頁塚]－5~弓ﾌｰ東京都目黒区軽重兵第一連隊留学隊百々瀬部隊3月ごろ
1939年

4月 20日 「秩父点描」 『貝塚』9号

而驚雲霧燕冠信了禧環丁隅T瀞､国興安北省ﾊｲﾗﾙ野戦郵9月

3月 Ir目一斎藤、凱旋（『貝塚」 18号）
1940年

肝一画F百一斉藤房天郎而鳫潭藪迎套を新宿中村屋で（『考古学』 11-5)
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正大学の展覧会で出会ったのであろう。 1934年6月、9月、 11月に稲荷山貝塚を発掘し、 12月

に「神奈川県横浜市中区稲荷山貝塚発掘調査概報」 『丘の上」 12 （翌1935年に『史前学雑誌」

7－1に再録）をまとめる。 1937年に「横浜市神奈川区篠原町富士塚貝塚報告」 『丘の上』 15

を池田らとともに発表した。 1937年1月31日か2月に三殿台貝塚の発掘を酒詰、芹沢と行う。

池田令弟が一緒であった（写真2)。 1939年1月の東京考古学会第1回総会に出席したのが考古

学活動の最後で、 1939年3月に徴兵され、満州に派遣される。無事凱旋し、酒詰仲男や江坂輝

弥も参加して新宿中村屋で帰還歓迎会が開催されるが、以後の動向は確認できていない。再び

徴兵されたのであろうか。歓迎会には池田健夫も出席している。考古学活動は東京を含めても

1930年から1939年の10年間であった(註')。

6．高橋正人（第10表）

高橋正人（第10表）は、 1919年に慶応大学医学部に入学し（逆算)、 1925年に卒業している

（1925～1929『三田評論』)。本籍は宮城県とあるが、東京に住み、弟二人がいる。卒業後は医

化学教室に所属している。同教室には1929年まで確認できるが、以後の記録は確認していない。

1928年に『子供の科学」に「貝塚の発掘」を発表しており （中山2001)、考古学への関心は学

生時代に遡る（註2)。 『丘の上』5号には1923年10月20日から12月21日まで、 24回の調査

第10表高橋正人年譜

1901年 誕生（逆算）

1919年

9月 1日 関東大震災
1923年

10月 @0日 籠曇力:｣日まで24回上沼部貝塚調査(『丘の上』5)山内清男､ﾊ幡一
1925年
1926年 医化学教室
1927年 医化学教室

医化学教室
1928年

(中山2001p63) 上沼部貝塚発掘のこと
医化学教室

1929年
10月 23日 日吉、矢上谷戸貝塚調査（『丘の王J~gj

史前学会入会 1936年まで
8月

10月 4日 弟三男より小樽市富岡町遺砺を贈~冒而弓~『『豆而王]－97
「不思議不可解な小樽手宮の古代文字」 『子供の科学」 12－4 （『丘の
上』9）

1930年 10月

（『斤：： ：． ‐U 男?．

2月 2日 東山遺跡調査（『丘の上J7J
5月 31日 新郷貝塚調査、東京高等牽辰理詞~r牢丙萱正彦王一丁豆而王]~訂

1931年

9月 其一」 『丘の上』7
12月 [神奈川県橘樹郡日吉村日吉吾に－J~箇所而不頁塚琵葵見苛

｢新郷貝塚を掘る倶一)]『匠而王]－9
『丘の上』8」

「北海道石狩国小樽市富岡町より出土せる石器時代遺物に就て｣『丘の
上』9

1932年 10月

1月
1933年

『世界人類考古学者列伝」子[版T匠而王]~10-辰亨百一甲~田~Zm而羽
1934年
1935年

1936年
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記録を示す。参加者に予科大淵真蔵先生、本科望月周三郎博士、江崎学士、中村鋳太郎先生、

医学部本科2年の大堀奏一郎、近藤宗彦、福井末吉、故大沼帯刀、田中憲太郎、故高橋哲太郎、

阿曽三樹、深獺亮作、井上林之助、三浦、岩田、松井八郎、大淵三雄、寺田文次郎らがおり、

三田の移川子之蔵先生、経済学部学生で東京人類学会会員の岩田虎太郎もいる。また11月3日

に東大人類学教室の烏居龍蔵に報告しており、八幡一郎を四谷で土器をみせ、現地を案内して

いる。4日には八幡と山内清男が発掘に参加している。これは中村五郎が編集した年譜にはな

い（中村1996)。山内21歳のことである。

横浜考古学研究会や史前学会への入会は1929年であるので、教室から離れたことと関係があ

るのかもしれない。 1930年に東京人類学会にも入会している。 『丘の上』には東京都大田区上沼

部貝塚（5号)、目黒区東山遺跡（7号)、神奈川県日吉台遺跡（8号)、埼玉県新郷貝塚（8号、

10号)、北海道小樽市富岡町遺跡（9号）など各地の遺跡を紹介している。さらに、 1937年に

『世界人類考古学者列伝」孔版（中山2001）をまとめている。

新郷貝塚の参加者に東京高等学校学生の鈴木尚や内芝正彦がいる。高橋も東京高等学校の卒

業のようである。慶応大学の後輩であった西岡秀雄を横浜考古学研究会会員に紹介した。

1901年の生まれと推定するが、 1936年で活動をやめている。病気により亡くなったという。

上沼部貝塚の発掘参加者にも故人となったものが多い。

まとめ

横浜考古学研究会の活動は、 1927年から1937年までの11年間にすぎない（第ll表)。石田

武雄、清水裕、池田健夫は長命であったが考古学活動は短く、青春の一時期の10年ほどであっ

第11表横浜考古学研究会の11年（1927～1937）
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『丘の上』 池田健夫 石田武雄 清水裕 尾形順一郎 松下胤信 斎藤房太郎 高橋正人

生年 1911 1908 1908 1876 1908 1909 1901

1921年 関東学院 関東学院 横浜へ 慶応大

1922年 森大塚 武相考古会

1923年 徴古会 関東大震災

1924年 関東学院

1925年 坂ノ台調査 坂ノ台調査 医化学教室

1926年 東台調査 東台調査 医化学教室

東洋大 市教員

1927年 創立 ヘラシカ 医化学教室

1928年 1.2号 1号 東台報告 加層台 東漸寺調査 東漸寺 医化学教室

1929年 3．4号 東京歯科 一里塚 入会 三ツ沢 入会

1930年 5号 会歴史 5号 史前学会 史前学会 5号

1931年 6．7．8号 陳列会 東台再録 7．8号 陳列会 大阪へ 史前学会 7.8号

1932年 9号 折本 史前学会 史前学会 9号

1933年 10．11号 5周年 5周年 10号 史前学会 史官 I学会 10号

1934f
一
一
一 12号 稲荷山 史前学会 史官 i学会 稲荷山 史前学会

1935f
一
一
一 未干|」 (篠原） 史官 1学会 久ケ原 史前学会

1936f
一
己
一 未干|」 (桜ヶ丘） 史官 1学会 史前学会

1937f
一
今
一 15号 富士塚 史官 1学会 富士塚

歯科医師 吉田小教員 子安小教員

1938年 弥生集成

1939年 応召

1940年 斎藤凱旋 史ケ丘発掘 凱旋歓迎会

没年 2006没 1976没 1954没
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た。関東学院以外の松下胤信は4年、高橋正人は11年、斎藤房太郎は10年活躍するが、戦争

や病気などのため考古学活動を断念したようである。この短さに驚く。そして、皆若かつた。

20代から30代前半である。

縄文貝塚、弥生集落、古代寺院瓦など興味ある調査をおこなった。貝塚では八幡一郎や酒詰

仲男らの指導を受け、斎藤房太郎、高橋正人や西岡秀雄らの東京在住の会員を加えている。

なお、酒詰仲男の『貝塚」6 （1939年1月）には慶応商工学校の史学会と横浜市稲荷山貝塚

を連携して発掘しようとする記事がある（『貝塚』6)。

神奈川の貝塚に学ぶ会での神奈川県内貝塚の巡検では、 しばしば驚かされた（神奈川県立歴

史博物館2008)。鶴見区の桜ケ丘貝塚、南区の六シ川貝塚、中区の坂ノ台貝塚を確認することが

できた。桜ヶ丘貝塚では踏査の際に会員の中須治五郎宅をみつけ、夫人や家族からお話を聞く

ことができた。会員にはほかに池谷健治（1913～1998） らがいる。なお、 『丘の上」は横浜市

立図書館などで複写品をみることができる。

謝辞

昨年11～12月に板橋区郷土資料館で開催された『貝塚に学ぶ」展を見学した。郷土資料館の守屋氏と

酒詰仲男長男の酒詰治男ご夫妻のご好意を受け、酒詰が残した『日本貝塚所在地名考』の原稿や写真類を

みることができた。原稿には池田や松下、池谷健治らの名前が随所にでてくる。その検討は後日を期した

い。教示を受けた諸氏の名前を記して感謝したい。

江坂輝弥、大貫英明、川口徳治朗、酒詰治男、坂詰秀一、田代昭夫、松島義章、望月幹夫、守屋幸一（敬
称略）

ー､

証

(1)出席者に和歌山県の竹中仁一があり、斎藤は和歌山県出身かもしれない。

(2) 『子供の科学』は再確認できてない。
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神奈川県歯科医師会 1942 『神奈川県歯科医師会員名簿」
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横浜考古学研究会とその会員（岡本）

神奈川県歯科医師会 1963 『神奈川県歯科医師会史」

神奈川県立博物館 1977 「神奈川県立博物館年報』 昭和51年度

神奈川県立歴史博物館2008 『神奈川県貝塚地名表」

関東学院 1984 「関東学院百年史』

関東学院撒攪会1937 『関東学院撒攪会会員名簿」

国学院大学2005．2006 『大場磐雄博士写真資料目録』 1 ．2

東京考古学会 1938 『弥生式土器集成』

武蔵野会 1929 「横浜見学旅行記事」 『武蔵野』 13－1

横浜市南区 1976 『南区の歴史』

横浜市立豊田小学校 1991 『とよだ倉|｣立百年記念誌」

横浜市立共進中学校 1996 『かがやく浪創立50周年記念誌」
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考古論叢神奈河第18集

『考古論叢i惟汀｣投稿規定

『考古論叢神奈河』は、会員のみんなで育てる会誌です。

考古学会に衝撃を与えるような論文も歓迎しますが、身近にある資料の紹介や、研究ノート

も気軽に投稿してください。投稿を希望される方は8月末までに役員にその旨をご連絡くださ

い。なお、規定は下記の通りです。

1．投稿資格

神奈川県考古学会の会員であること。但し、会誌担当役員からの依頼原稿に関してはこの限

りではありません。

2．原稿の種類と頁数

論文（概ね20～30頁）、研究ノート（概ね10～20頁）、資料紹介（概ね数～10頁）等

3．投稿手続

投稿希望者は役員に連絡した後、申込書を提出してください。後日、会誌担当役員から執筆

要項と割付用紙等を送付します。なお、希望者多数の場合には次集以降に掲載をお願いする場

合があります。

4．原稿の採否

原稿の明らかな誤りや、他人を誹誇中傷するような不適切な表現などがあった場合には、投

稿者に訂正をお願いすることがあります。また、レイアウトの都合により原稿の変更を求める

ことがあります。最終的な採否は、会誌担当役員に一任下さい。

5．英文題目

裏表紙に英文目次を掲載するため、投稿者は各自で論文の英文題目を作成して下さい。

6．別刷

投稿者には、次のとおり雑誌・別刷を進呈します。

論文 ：本誌5冊・別刷50部

研究ノート：本誌3冊・別刷50部

資料紹介 ：本誌3冊・別刷50部

※別刷を上記以上に希望する場合の費用は、投稿者の負担とさせて頂きます。
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考古論叢神奈河第18集

考古論叢神奈河第17集には次のような訂正があります。

P11の第5図

「三之宮比々多神社所蔵顔面把手と類似する装飾を持つ顔面把手・釣手土器の分布」中の②を⑧に、
⑧を②に訂正します。 （位置を入れ替えます｡)

P19の8行目

「漁蛍活動」を「漁撹活動」に訂正します。

P21～P43の奇数ページのノンヌル

「三浦半島における宮ノ台式土器の編年と様（白石)」を「三浦半島における宮ノ台式土器の編年と橦
桓（白石)」に訂正します。

P26の3行目

「鴨居上ノ台出土土器（大8図43．44)」を「鴨居上ノ台出土土器（第8図43．44)」に訂正します。

P29の3行目

「東海地方西部の文様帯（題12図)」を「東海地方西部の文様帯（第12図)」に訂正します。

P32の29行目

「白岩式土器（第11図7～10)」を「白岩式（第12図7～10)」に訂正します。

P33の13行目

「佐原泉32B住（第6図4)や矢ノ津坂遺跡の資料（第6図8．12)」を「佐原泉32B住（第7図4) :P
矢ノ津坂遺跡の資料（第7図8． 12)」に訂正します。

P36の35行目

挿図出典に「脳_図】_玉lu－l99Z I第_l4図】－挺原－lB出 【第15図】横山2003」を追加します。

P44の後

右頁の「第12図～第15図」を追加します。

P45の2行目

「『吾妻鏡』にみえる｡」を「｢吾妻鏡」にみえる（註11｡」に訂正します。

P45の20行目

「れる｡」を「れる（註21｡」に訂正します。

P46の6行目

「る｡」を「る止註al｡」に訂正します。

P51の15行目

「溝6．7は断面逆台形状と薬研堀の溝｡」を「溝6．7は断面逆台形状と薬研堀の溝（註位｡」に訂正
します。

P53の30行目

「えられる｡」を「えられる（註臥｡」に訂正します。

P55の29行目

「使用している点である｡」を「使用している点である（註61｡」に訂正します。

P60の15行目

「海抜7．0前後」を「海抜7．0m前後」に訂正します。

P61の18行目

「条尺制を採用しているが、」を「条尺制を採用しているが（註ZL､」に訂正します。
P61の30行目

「約33mということになる｡」を「約33mということになる1註al｡」に訂正します。

P62の5行目

「一の烏居周辺においても」を「一の烏居周辺」註9）においても」に訂正します。

P62の15行目

「この論文は平成19年6月3日大三輪龍彦教授追悼シンポジウム「仏教． ・考古学」の発表内容
を基に再構築したものである。 」を追加します。
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考古論叢神奈河第18集

鍵董垂軋

20cm【 I

第13図中里遺跡出土土器
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第12図当該期の東海地方の土器群

(1 ：長伏六反田11万局、 2～6 ：長伏溝状遺構、 7～10 ：白岩1966年調査資料）
第14図小田原遺跡出十十器

0 20cm

横須賀市佐島の丘遺跡154A住

第15図久ヶ原式土器
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